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「め、めちゃくちゃ、可愛かわいい……！」

　田んぼと畑に取り囲まれた大型スーパー『マルワ』のゲームコーナー『わくわくらんど』に設置された女児向けゲーム『キラプリ』の筐きよう体たいの前で、俺おれは戦せん慄りつしている。

　──誰だれだ、こいつ……!?

　プレイヤーがアイドルとなり、好きなコーディネートを身にまとってライブをするリズムゲーム、キラプリ。アニメも放送中で、女児の間で大ブレイクしている。

　半年前からわくわくらんどのハイスコア保持者として君臨し続けている俺おれは、放課後、筐きよう体たいに流れる自身のハイスコアのデモムービーを見て、たっぷり愉ゆ悦えつに浸ひたり、ゲームに興じるのが日課となっている。

　が、今日きようは違ちがった。今デモムービーで歌い踊おどっているのは、俺おれのプレイヤーキャラである〈みゆ〉ではなく、〈ちづる〉という謎なぞの少女だった。

　他人。

　つまり、俺おれのハイスコアを破った者がいる。

　しかも、

「なんなんだ、このコーデ、可愛かわいすぎる……！」

　キラプリにはプレイヤーが作成したアイドルのセーブデータが記録された『マイカード』と、トップス、ボトムス、シューズ、アクセサリーといった服ふく飾しよく類るいが印刷された『アイテムカード』がある。アイドルを可愛かわいくするには、同じブランドのアイテムカードでコーディネートを統一するのがベターとされている。

　しかしキラプリ上級者は、あえてブランドを統一せず、自分だけの組み合わせ──ミックスコーデと呼ばれる高等テクニックを好んで使用する。

　ただし、ミックスコーデはかなりのファッションセンスが問われる。

　が、画面の中で大量の観客の声せい援えんを浴びながらステージで歌い踊おどる少女は、そのミックスコーデを完かん璧ぺきにモノにしている。

　好きなコーデで最高のライブをする。

　それは、俺おれの理想とするアイドルの姿だった。

「こ、こんなことは……あってはならないっ……！」

　今すぐ、目の前で光ひかり輝かがやく他人の「可愛かわいい」を、自分の「可愛かわいい」で塗ぬり潰つぶさなければ……！

　憑つかれたように財さい布ふから百円玉を取り出し筐きよう体たいに投入する。飢うえたように筐きよう体たいのコントロールパネルにかぶりつき、赤いボタンを押おす。いまわしきデモ動画が中断され、スタート画面へと移行される。

　焦あせりに指を震ふるわせながらマイカードを筐きよう体たいに挿そう入にゆう。プレイヤーキャラである〈みゆ〉が登場、コーデを施ほどこす。

「どこの誰だれかは知らないが……味な真ま似ねしてくれるぜ」

　おそらく、地元の住人の仕業じゃない。ハイスコアを叩たたき出だした〈ちづる〉が身に着けていたコーデは一いつ朝ちよう一いつ夕せきで手に入るものではない。キラプリは地元ではこの店でしか稼か働どうしていない。ど田舎いなかゆえにガチのプレイヤーはほとんどいなく、高ランク保持者は俺おれだけだったはずだ。

　おおかた、地元外のキラプリ廃はい人じんがふらっと立ち寄ってハイスコアをかっさらっていったのだろう。

「俺おれの庭を勝手に荒あらしやがって……」

　今の自分の精神を落ち着かせるには、今すぐハイスコアを奪だつ還かんし、この〈ちづる〉とやらを完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめすしかない。難易度選せん択たく画面で最高難度の『ＨＡＲＤ』を選せん択たく。ライブがスタートする。積み重ねたプレイ回数の果てに目を閉じれば画面を流れる譜ふ面めんを完全に網もう膜まくで再生できる俺おれは、楽曲に合わせて淀よどみなく赤、青、緑に振ふり分わけられた三つのボタンを押おしていく。二分後、楽曲を完走し終えた俺おれの目の前に表示されたのは、もはや見慣れて久しい金色に輝かがやく「ＦＵＬＬ ＣＯＭＢＯ！」の文字。

　しかし、リザルト画面で表示されたスコアは、〈ちづる〉のハイスコアに届かなかった。

「くっ……！」

　コーデを変えてボーナスポイントを稼かせぐか……!?

　いや、違ちがう。

〈ちづる〉のハイスコアを圧あつ倒とう的てきに上回るには、『あれ』しかない……！

　筐きよう体たいにすぐさま百円玉を投入する。

　普ふ通つうじゃない奴やつに勝つには普ふ通つうのことをやっても意味がない。

　虎こ穴けつに入らずんば虎こ子じを得ず。

　一つ深呼吸した。覚かく悟ごを決める。曲の難易度選せん択たく時に青色のボタンを素す早ばやく十回押おす。『ＨＡＲＤ』の右みぎ隣どなりに、血文字で表示された『ＥＸＴＲＡ ＨＡＲＤ』が出現した。すぐにそれを選せん択たく。

　キラプリはアイドルのコーディネートを楽しむことが主目的のゲームだ。

　リズムゲーム要素はいたってヌルく、片手だけでも難なく曲を完走できる。

　しかし、『ＥＸＴＲＡ ＨＡＲＤ』は両手はおろか、人体の構造上ありえない運指を要求される、いわゆる『隠かくし難易度』だ。

　おそらくキラプリ制作者のたんなる遊びで作られた代しろ物もので、キラプリ廃はい人じんでもクリアできた者がほとんどいない。

　これを完走すればとんでもないスコアが叩たたき出だされるはず……俺おれの勝ちだ！

　が、

「……やっぱり、だめか」

　勢いのままライブに突とつ入にゆうしたが、ミスタッチの許容量を超こえ終しゆう盤ばんでゲームオーバー。曲を完走できなければ、スコアは筐きよう体たいに反映されない。

　ただ、クリア目前まで到とう達たつできたのは、今日きようが初めてだ。

　譜ふ面めんもほぼ暗記できた。

　あと数プレイやれば、クリアできる……！

　ハイスコアを破られた焦しよう燥そう感かんと、エキストラハード完走の期待に心臓の鼓こ動どうが加速する。今まで味わったことのない高い集中力が漲みなぎる。針の先のように反射神経が研とぎ澄すまされていく。アスリートでいうゾーンとはこういうことだろうか。

　二回目、失敗。三回目、失敗。繰くり返かえされるトライ・アンド・エラー。瞬またたく間まに筐きよう体たいに吸われていく百円玉。関係ない。本日五枚目の百円玉を投入した。

　そのとき、トントン、と指先で軽く肩かたを叩たたかれた。

　迂う闊かつだった。

　後ろで待ってる人がいたのか……。

「す、すみません」

　俺おれは血走った目で、画面を凝ぎよう視ししながら謝あやまった。

　このわくわくらんどのキラプリで順番待ちが生じるなんてこれまでなかった。

　いつから並んでいたんだろう……。

　なんにせよ、悪いことをやってしまった。あらゆるアーケードゲームにおいて、順番待ちが発生している際の連コインは最も恥はずべき行こう為いだ。プレイ中であろうとも、即そつ刻こく席を立ち、順番を譲ゆずるべきだ。が、

「よし……！　いける、今度こそいけるぞっ……！」

　俺おれは、どうしても、筐きよう体たいのボタンから指を離はなすことができなかった。もうクリアは目前に迫せまっている。

　完走まであと十五秒。残りの体力ゲージは１。まるで両手の指がこのゲームをクリアするためだけに生えているかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。一度でもボタン操作を誤ればゲームオーバー。拷ごう問もんのようなノーツの弾だん雨うを次々と撃げき破はし、ついに未知の領域に突とつ入にゆう。〈みゆ〉が舞まい踊おどるステージが七色のカクテル光線で満みち溢あふれる。

　トントン、と肩かたを叩たたく力が強まった。

「あと十秒──いや、あと八秒だけ待ってくれ……！」

　曲の終わりが近づく。赤いボタンを連打する。〈みゆ〉が神秘的な光に包まれる。

　──これはまさか……!?　……マジカルドリーミーチェンジだ!!

　百分の一の確率で訪おとずれる、レアカード確定の激レア演出。興奮のあまり口から咆ほう哮こうが迸ほとばしる。ボタンを穿うがつ指先が歓かん喜きの雄お叫たけびを上げる。この世のものとは思えないきらびやかな演出に魂たましいが涅ね槃はんへと導かれる。心が最高潮に高まった瞬しゆん間かん──

「痛いッてぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　右側頭部に、鋭するどい衝しよう撃げきが走った。

　衝しよう撃げきは脳を揺ゆらし、視界が左右にブレる。

　結果、最後の最後でボタン操作を誤り、曲を完走することができなかった。

　悲しげなＢＧＭとともに画面上に表示される『ＧＡＭＥ ＯＶＥＲ』という大きな文字。

「あっ……あぁぁ……」

　ステージでは〈みゆ〉が残念そうに眉まゆをハの字にする。

「くっ……！　ちょっと待ってくれてもいいじゃないか！」

　せっかくエキストラハードをクリアできると思ったのに……！

　ヒリヒリと痛む頭部に手を当て涙なみだ目めで振ふり返かえりながら言うと、

　ひらりと舞まうスカートの白い裏地が視界に映った。

　まるで高たか嶺ねに咲さく一輪の花のように。

　綺き麗れいだった。

　俺おれの側頭部を蹴けったであろう細く白い右みぎ脚あしが折おり畳たたまれ、小さな体へと引ひき戻もどされる。

「……」

　少女の歳としは小学校高学年くらい。赤いランドセルを背負っている。背も低く、全体的に容姿が幼い。しかし、そう遠くない未来、凄せい絶ぜつなまでに美しい女性に成長すると確信させる色気が目元をはじめ体の端々から萌ほう芽がしている。

　しばらく見み惚とれていると、

「──れんぞくプレイは、禁止」

　少女は冷たい声でそう言うと、筐きよう体たい上部のポップに貼はられている注意書きを指さした。





『おともだちがうしろにならんでいるときは、じゅんばんをかわってあげてね！』






　正直、俺おれは自分以外のキラプリプレイヤーを友達だと思ったことは一度もない。しかし、この注意書きは、キラプリに拘かかわらずあらゆるアーケードゲームにおける鉄の掟おきてだ。とくに女児向けゲームにおいて──なにかとユーザー間でのトラブルの引き金となり社会問題化されかけている『キラプリおじさん』と呼ばれる俺おれのような男性プレイヤーは、本来の想定ユーザー層である女児──『幼女先せん輩ぱい』に、絶対に失礼があってはならない。

「……悪かったよ…………でもさ、なにもハイキックしなくてもよくない!?」

「どいて」

「……お、おう」

　幼い容姿に不ふ釣つり合あいなほどの冷れい酷こくな視線に気け圧おされ、俺おれの体は意思とは無関係に椅い子すから腰こしを上げた。
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　なんだこいつ、女児のくせにすさまじい圧あつ迫ぱく感かんだ……！

「……まったく、いつまでプレイしてるのよ」

　少女は筐きよう体たいの椅い子すに腰こしを下ろすと、ぶつくさ言いながら財さい布ふから取り出した百円玉を筐きよう体たいに投入する。

　画面に表示されたアイドルを見た瞬しゆん間かん──俺おれは驚きよう愕がくした。

「ちょ、〈ちづる〉っておまえかよ！」

　スタート画面に出現したのは、俺おれのハイスコアをぶち破った──〈ちづる〉だった。

「しずかにして。気が散る」

　コーディネート選せん択たく画面で、少女は慣れた手つきで〈ちづる〉に、それはもう──目が覚めるほど可愛かわいいコーデを施ほどこしていく。

「あ、あわわ……」

　開いた口がふさがらない。〈ちづる〉が少女の手により施ほどこされたのは、プレイヤーである少女の雰ふん囲い気きとは正反対の、ピンクやフリルをふんだんに取り入れた、甘あま々あまでガーリーなお姫ひめ様コーデだった。

　プリティ系コーデにあえてクール系アイテムの【せめせめチョーカー】を組み合わせるなんて……！

　ともすれば甘あますぎになりがちなピンク色中心のコーデが、首元の漆しつ黒こくのチョーカーが差し色になることで全体が引ひき締しまり、かつ〈ちづる〉の可愛かわいさを引き立てている。

　こいつ、只ただ者ものじゃねぇ……！

　目の前で構築された神こう々ごうしいまでの可愛かわいさは、完全に想像の埒らち外がいだった。

　それまでのコーデの常識を木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいする斬ざん新しんなコーデテクを目の当たりにして頭が混乱する俺おれに少女はさらに追い打ちをかける。

「なっ…んだと……？」

　少女は、あろうことか、曲の難易度選せん択たく時に青のボタンを十回押おし──隠かくしモードである『ＥＸＴＲＡ ＨＡＲＤ』を選せん択たくしたのだ。

　俺おれが絶句している間にライブはスタート、画面いっぱいに満みち溢あふれる悪意の権ごん化げのようなノーツの群れ。少女はそれら悪意の塊かたまりを無表情で、しかし小さな指先はそれが少女と乖かい離りした別の生き物のような高速機動で的確に処理していく。

「う、ウソだろ……!?　すべて、パーフェクト判定……だと!?」

　キラプリは画面の端はしから流れてくる赤、青、緑の○マル──通つう称しよう『ノーツ』に合わせて適応したボタンを押おすゲームだ。タイミングによって『ＰＥＲＦＥＣＴ！』、『ＧＲＥＡＴ』、『ＮＩＣＥ』の三つの判定に分かれ、タイミングを完全に外すと『ＭＩＳＳ』となる。

　キラプリは女児向けではあるが、なぜかタイミング判定が厳しい。

　高ランカーでも『ＰＥＲＦＥＣＴ！』でコンボを繫つなぐのは難しい。

　しかし、目の前の少女は──まるで精密機械のごとく、ライブスタートから漏もらすことなく『ＰＥＲＦＥＣＴ！』判定のコンボを継けい続ぞくしているのだ。

「ば、化け物か、こいつ……!?」

　２８０、２９０、３００……積み上げていく『ＰＥＲＦＥＣＴ！』のコンボ。超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こう曲を演奏するピアニストを想起させる華か麗れいな指さばきによって生命を吹ふきこまれた〈ちづる〉は、大勢の観客の前で愛あい嬌きようを振ふりまき元気いっぱいに舞まい踊おどる。

　凄すごすぎて、わけがわからねぇ……！

　オールパーフェクトコンボとまではいかなかったが、七色に輝かがやくサイリウムの海を我わが物もの顔がおで泳ぎまわる〈ちづる〉の創造主である少女は、二分間の悪夢ともいえるエキストラハードを、表情ひとつ変えることなく完走、そして、少女自身が打ち立てたハイスコアをさらに破った。

「くっ……！」

　リザルト画面にはエキストラハード完走のご褒ほう美びとして、排はい出しゆつ率りつの低い最上級レアリティであるＳＲの【こなゆきニーソックス】が表示されている。少女は眉まゆひとつ動かさずにそのアイテムを選せん択たく。筐きよう体たい下部の排はい出しゆつ口こうからプリントアウトされたアイテムカードには【こなゆきニーソックス】を着用した〈ちづる〉とそのランクが表示されている。少女は腰こしに下げた桜色のカードデッキのフタを開いて丁てい寧ねいにそれを納めた。

　こんな凄すさまじいプレイを見せつけられては、居ても立ってもいられない。

　俺おれはおまえに、絶対に勝つ……！

　少女が席を立つのも待てず、手の熱で溶とけるのではないかというくらいに握にぎり締しめた百円玉をポケットから出そうとした瞬しゆん間かん、

「ちょ、おまえなにしてんだよ」

　少女は席を立って俺おれに順番を譲ゆずるどころか──あろうことか、俺おれよりも早く百円玉を筐きよう体たいに投入したではないか。

「見てわからないの。連続プレイよ」

　少女はさも当然のようにスタートボタンを押おす。啞あ然ぜんとしている俺おれを片目だけでチラリと見やり、

「あなただってやってたじゃない。私が見た範はん囲いでも、あなたは計四回連続プレイを行ったわ」

「ぐぬぬ……っ」

　くそ、むかつく。むかつくが……少女の言うとおり、たしかに文句を言える立場ではない……。

　どうやらこの少女は、俺おれが最初に連コインした時点で、すでに後ろで順番待ちしていたようだ。おそらく四回目の連コインで我が慢まんできなくなり、肩かたを叩たたいてきたのだ。〈ちづる〉のハイスコアを抜ぬくために我を失っていたとはいえ、完全に俺おれに非がある。

　非常に辛つらいが……ここは引こう。

　俺おれは固く目を閉じ、コイン投入口に伸のばしかけていた手を震ふるわせながら引ひっこめた。

「わかればいいのよ」

「くっ……！」

　少女は薔ば薇ら色いろの唇くちびるに不敵な笑えみを浮うかべると、再び画面に視線を戻もどした。そして、〈ちづる〉に先さき程ほどとはまったく違ちがうコーデを施ほどこしていく。目の色やヘアスタイルなどの容姿面を変へん更こうし終えた〈ちづる〉は、今度は露ろ出しゆつ度どの高い、色気たっぷりな小こ悪あく魔まへと変へん貌ぼうを遂とげた。

「あ、アゲハ系もいけるのか……！」

　少女の華か麗れいなコーデテクに息を吞のんでいる間に二回目のライブが終わり、三枚目の百円玉が小さな手により投入される。我が慢まんだ。同じ回数の連コインは受け入れよう。三回目のライブを終え、さらに四枚目の硬こう貨か投入。少女のコーデはカレイドスコープのように華はなやかに移ろい、かつ恐おそろしいことにそれらすべてが「可愛かわいい」に帰結している。

　俺おれの完走できなかったエキストラハードを、見たこともない可愛かわいいコーデで、何度も何度も俺おれの目の前でクリアする年とし端はもいかない少女。

　順番を待つ一秒がこんなに長いなんて知らなかった。

「早く……早く終われ……！」

　祈いのるような気持ちで、一刻も早く少女の「時間」が過ぎ去るのを待つ。こんな屈くつ辱じよく生まれて初めてだ。なんだか屈くつ辱じよくが一周してへんな性せい癖へきに目覚めそうだ。得え体たいの知れない何かによって身体からだの震ふるえが強まっていく。

　震ふるえすぎてあわや失神するかと思われた頃ころ、ようやく、少女は俺おれと同じ回数である五回のプレイを終えた。アイテムカードの排はい出しゆつが終しゆう了りようし、待ち受け画面に切きり替かわる。少女が席を立つのを今か今かと焦じれていると──少女は、百円玉を投入した。

「は？　おまえ待てよ」

「一週間ぶりのキラプリなの」

「だから？」

「もっとやりたい」

　え、じゃあ俺おれがさっき食らったハイキックってなんだったの？

「なにか文句ある？」

　こちらを振ふり返かえり、さも当然の行こう為いだとでも言わんばかりにすました表情を浮うかべて少女は画面に向き直った。

「いやあるだろ！　俺おれがやったのは四回の連コインだ。おまえは今五回目の連コインをした！」

「どうせヘタクソなのだから、後ろで私のプレイを見て勉強していなさい」

「お、おまえ……！　俺おれだってあと少しでクリアできたんだ！　今すぐそのハイスコア塗ぬり替かえてやる！」

「あなたなんかに塗ぬり替かえられるわけないでしょ。ほら、お勉強の時間よ。この赤いボタンを押おすと、好きな楽曲を選べるの。次にこの緑のボタンを押おすと、なんとコーデを選ぶことができるわ」

「そんな基き礎そ的てきなことから教えようとすんな！」

「あら、ごめんなさい。てっきり『初心者』かと思ったから」

「くそっ、なめやがって……！　いいからとっとと替われ！」

　幼女先せん輩ぱいには絶対に失礼があってはならない。それは当然だ。しかし、さすがに我が慢まんできない。俺おれは少女に詰つめ寄よる。これではまるで俺おれのほうが子どもだ。理性はそう叫さけんでいる。しかし、本能がその叫さけびを駆く逐ちくした。次は俺おれの〈みゆ〉でおまえの〈ちづる〉を震ふるえさせる番だ。

「かわれ、はやく、席を、かわれ！　さあ！　さあ！」

「……」

　少女はコーデ選せん択たくの手を止め、振ふり返かえり、一いつ瞬しゆん汚お物ぶつを見るような目で俺おれを見上げた。そして、瞳ひとみを閉じ、小さくため息をつく。ランドセルの金具に引ひっ掛かけていた『なにか』を取り外すと、俺おれの顔の前に突つきつけた。

「なんだ、よ……」

　頭に血が上りすぎて一いつ瞬しゆんそれが何なのかわからなかった。が、その丸くて小さな黄色い物の持つ意味を汲くんで、俺おれは青くなった。

「おまえ、それ、防犯ブザーじゃないか！」

　どんな男でも、社会的に抹まつ殺さつすることができるアイテム、防犯ブザー。

　少女は無表情のまま、長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞳ひとみで俺おれの目をじっと見つめる。

「あなた、さっきから本当にうるさい。あと三秒以内に私の前から立ち去らなければ──放つ」

　放つ、て。

　放課後はわくわくらんどへ直行し女児向けゲームに興じている俺おれとしてはこれ以上失うものもとくにないので平気っちゃ平気だ。が、社会的に死んでしまう。そうなると──俺おれは二度とキラプリができなくなってしまう！

「ま、待て！　考え直せ！」

「──ゼロ。時間切れ」
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　うわっ!?　本当に鳴らしやがった！

　少女が手に持つ防犯ブザーから放たれるえげつない音に反応した買い物中の主婦達たちが、遠くの食品売り場からこちらをうかがってくる。

「!?　やばい！　警備員来た！」

　スーパー内を巡じゆん回かいしていた警備員が異変を察して、三十メートルほど離はなれた家電売り場からこちらに向かって走ってくる。

　捕つかまったら、確実に面めん倒どう臭くさいことになる……！

　俺おれは警備員がやって来る方角と反対側の出入り口へと走り出そうとした。

　が、

「しまった！」

　そのとき、フタを閉じ忘れたデッキケースからカードが飛び出してしまった。

「あぁあああぁ……！」

　ホログロム加工された色とりどりのアイテムカードが汚きたない床ゆかにばら撒まかれる──これらはすべて、俺おれの血と汗あせと涙なみだとバイト代が詰つまった、宝物だ。

　慌あわててカードを拾いながら警備員の動向を素す早ばやく確かく認にんする。

「おい！　おまえ！　そこを動くな！」

　怒ど声せいを上げる警備員が、すぐそこまで接近している！

「お、俺おれの、カード……！」

　悠ゆう長ちように拾っていたら、確実に捕つかまってしまう。

「ち、ちくしょう！」

　迷った末、俺おれは主力のカード数枚をポケットにねじこむと、目にいっぱい涙なみだを浮うかべながら、出口へと走り、わくわくらんどを脱だつ出しゆつした。




　年としの瀬せ迫せまる十二月二十日。いまにも雪が降り出しそうな寒空の下、俺おれ──黒くろ崎さき翔しよう吾ごの身に突とつ然ぜん降りかかった、楽園追放だった。







　　　＊＊＊







　わくわくらんどから自宅に帰き還かんした俺おれは、夕飯にもほとんど手をつけず、庭にある納な屋やに籠こもった。

　この納な屋やは庭にある小さな畑を耕すための農耕器具を格納する八はち畳じようのトタンづくりの小屋だ。

　しかし現在その内部は、キラプリを始めるようになって自分で改造を施ほどこした、キラプリ特訓ルームへと進化を遂とげている。

　入り口付近には農耕器具を寄せ、部へ屋やの奥おく半分は畳たたみ敷じきの居住スペースとなっている。

　俺おれは室内の電気を消し、冷たい畳たたみの上で、座ざ禅ぜんを組んでいた。

　右耳に装着したイヤホンタイプのメトロノームが、無機質な電子音を刻む。

　使わなくなった耕こう耘うん機きの操作パネルに改造を施ほどこした自作の練習パッドを手元に引き寄せる。

　パッドに取り付けた三発のボタンをメトロノームの音に合わせ四分、八分、十六分、三連符ぷと順じゆん繰ぐりに押おしていく。

　そして、目を閉じて、アイドルである〈みゆ〉が踊おどる姿を、強く強くイメージする。

　メトロノームの単調なリズムには、頭の中で、ドラム、ベース、ギター、シンセとあらゆる楽器の音が重なり合い、ひとつの楽曲へと昇しよう華かされていく。

　楽曲には〈みゆ〉の可か憐れんな歌声が乗る。

　闇やみはしだいに青や黄色やピンク色が折り重なったサイリウムの海に満たされる。

　七色の海にはステージが出現し、周囲には〈みゆ〉のファンが星のように湧わき上あがる。

　ステージの中心でたった一人ひとり歌う〈みゆ〉。

　頭上からはありとあらゆる色しき彩さいの照明が浴びせられる。

　ステージの四方からは『ＥＸＴＲＡ ＨＡＲＤ』の譜ふ面めんが洪こう水ずいのように押おし寄よせる。

　彼かの女じよの歌とダンスに合わせて赤、青、緑の三色に振ふり分わけられたノーツが〈みゆ〉の頭上のターゲットマークに重なる。その瞬しゆん間かんに合わせて適応した色のボタンを押おす。

　──いいぞ、この調子だ！　このままクリアまでいける！

　バックスクリーンに表示されたコンボ数は途と切ぎれることなく上じよう昇しようし、スコアは天てん井じよう知らずに跳はね上あがる。〈みゆ〉のコーデは周囲の光を圧するほどのまばゆい輝かがやきを放っていき──

「翔しよう吾ごー！　剣けん道どうしよー！」

　スパーン！　と勢い良く納な屋やの引き戸が開かれ、白い電灯がパッと灯ともされた。

「うおっ、まぶし、目が、目がぁー！」

　俺おれは背後を振ふり返かえり、

「……って、なんだ、夏なつ希きか。ノックくらいしろよな」

　突とつ然ぜんの来訪者をじっとりと見つめる。白い剣けん道どう着を身にまとった少女は弾はじけるような笑みを浮うかべて部へ屋やに上あがり込む。素す足あしだ。野性児かよ。

　隣となりの家に住む夏なつ希きはこうやって毎晩納な屋やに遊びに来るのが日課になっている。

「いいじゃんべつに、幼なじみなんだし、今さらなに恥はずかしがってんの？　……って、あれ？　なんか翔しよう吾ご、顔色悪いよ？　なにかあった？」

「な、なんでもねーよ………いいから夜よる練れん戻もどれって」

　まさかゲームで女子小学生にボッコボコにされてヘコんでたとは恥はずかしくて言えない。ちなみに『夜よる練れん』とは毎日近所の剣けん道どう場じように通う夏なつ希きが、帰宅後自宅の庭で素す振ぶりや打うち込こみ台相手に竹刀しないを振ふるうことだ。

　てか寒い。戸の外から冬の冷気がガンガン流れこんできてるよ。せめて戸閉めさせて。

「んんん～？　なんか悩なやみごと？」

　夏なつ希きは俺おれの顔をまじまじと見つめていたが、俺おれの腕うでをぎゅっとつかむとキラキラした瞳ひとみで、

「よしっ！　なんだかよくわかんないけど、こういうときこそ外で剣けん道どうだ！　跳ちよう躍やく素す振ぶりで汗あせを流して心のモヤモヤをスッキリさせよう！　ちょっと待ってて、いま翔しよう吾ごの分の竹刀しない取ってきてあげるから！」

「だから、俺おれはもう剣けん道どうやんないんだって」

「えー!?　ダメだって！　もったいない！　翔しよう吾ご剣けん道どう強いのに！」

「そんなのどうだっていいだろ。それにいくら剣けん道どう強くてもキラプリで全国一位にはなれないからな」

　小１のとき、夏なつ希きから「いっしょにやろー！」と誘さそわれて俺おれは剣けん道どうを始めた。

　高学年になると試合に出ればまずまずの成績を収めるようになっていた。でも、いくら対戦相手に勝利しても、なにか物足りなかった。

　しだいに夏なつ希きを含ふくめ剣けん道どうに打うち込む周囲の人ひと達たちと、自分との間にある温度差が大きくなって、中３の冬、なんとなく剣けん道どうから離はなれていった。

　俺おれが本当にやりたいことってなんだろう。

　高校に進学したら見つかるかも。

　そう思っていたけど、いざ高校生になったところで、気になる部活も見つからず、なんとなく学校に通い、放課後は家でゴロゴロするだけの一年を過ごした。

　そして、半年前。

　暇ひまつぶしにたまたま立ち寄ったマルワのゲームコーナーで、とある筐きよう体たいと出会う。

　衝しよう撃げきを受けた。

　さびれた田舎いなかのゲームコーナーにあって、その筐きよう体たいだけはまばゆい光を放っていた。

　画面の中できらびやかな衣い装しように身を包み、舞まい踊おどる少女の姿に、俺おれは完全に目を奪うばわれた。まさか自分が、こういうものに興味を示すとは、自分自身でも信じられなかった。

　もちろん、当初はプレイすることに迷いと羞しゆう恥ち心しんはあった。明らかに女児向けのゲームだったし。

　来店する親子連れに気を遣つかいながら、わくわくらんどの隅すみから筐きよう体たいを眺ながめた。子ども達たちは皆みな真しん剣けんにこのゲームに興じ、そしてプレイ後は、皆みな笑え顔がおで帰っていく。

　興味は日増しに膨ふくれ上あがり、そして、一週間後、チャンスは巡めぐって来た。ゲームコーナーに誰だれもいないタイミングを見計らって、筐きよう体たいに百円玉を投入し、赤いボタンを押おした。

　刺し激げき的てきな、まったく新しい世界が広がっていた。

　これまでリズムゲームは何度かプレイしたことはあるが、自分だけのアイドルを生み出しコーデを施ほどこす未知の体験に得も言われぬ高こう揚よう感かんを覚えた。努力を重ねれば重ねるほど、アイドルはどんどん可愛かわいくなっていく。自分のコーデセンスで新たな価値を創造することができる驚おどろきと歓かん喜き。魂たましいが震ふるえた。この感情は、剣けん道どうでは味わえなかった。気づけば自分も、筐きよう体たいの中のアイドルといっしょに笑え顔がおになっていた。

　自分だけの『正解』を作り上げていく手応えが、たまらなく俺おれを魅み了りようし、夢中にさせた。

　今では休日は朝起きてご飯食べてキラプリして寝ねるという修しゆ行ぎよう僧そうのようにストイックな生活を送っている。ゲーム代を捻ねん出しゆつするためバイトすら始めた。

　当面の目標は、来春開かい催さいされる全国キラプリ大会の地区予選で優勝し、俺おれの〈みゆ〉に着せてあげるための激レアアイテムを手に入れることだ。

「まったく！　こんなえっちな本ばっかり読んでるから翔しよう吾ごはダメになるんだ！」

　夏なつ希きは畳たたみの上にあった雑誌を拾い上げてぷんすかと怒おこる。

「おいおい、女性ファッション誌はそんな軟なん弱じやくなものじゃねーぞ」

「十分えっちだよ！　雑誌なんて『剣けん道どう時代』だけあればいい！」

「む、無む茶ちや苦く茶ちや言うなぁ……」

　こんな軟なん弱じやく雑誌あたしが検けん閲えつしてやる！　と夏なつ希きは雑誌のページをバッサバッサとめくる。

　キラプリのコーデ研究のため、俺おれはあらゆる女性ファッション誌をこの納な屋やに収集している。

　とくにティーン誌は男性向けのそれとは違ちがい個性が細分化されているので非常に勉強になる。てか真しん剣けんに読み始めちゃったよこの子……体育座ずわりして……リズムトレーニング再開できないんだけど……。

「……翔しよう吾ごぉー」

「んー？」

　開けっ放しになった戸をやれやれと閉めていた俺おれが振ふり返かえると、

「……こ、こういうのどうかな？　……似合うかな？　あたしに」

　夏なつ希きがおずおずと開いて俺おれに見せてきたページには、ちょっと大人おとなめのコーデを身にまとった背の高いモデルが写っている。

「あー……似合わねぇんじゃねーの？　おまえそういうガラじゃねーだろ」

　夏なつ希きには剣けん道どう着ぎや体操着のほうがよっぽど似合う。良いい意味でな。それぞれの女性に合ったコーデってものがある。

「そ、そっか……そだよね」

　夏なつ希きは「たはは」と照れくさそうに笑いながらそっと雑誌を閉じた。

「てかどうしてそんなこと俺おれに聞いてくんだ？　なんか変なもんでも食ったか？」

　女子高生らしいお洒落しやれに無む頓とん着ちやくで、いつも動きやすさ重視の短パンにシャツみたいなラフな格好してるのに。いきなりどうしたんだ？

「べ、べつにっ！　……そうそう翔しよう吾ご！　あのメール、ちゃんと返信した？」

「あのメールって？」

「あーもー！　『クリスマスパーティーのお知らせ』だよ！　クラスの！　磐いわ田たからのメール！　誰だれも翔しよう吾ごの連れん絡らく先知らないからあたしが教えたの！」

「ああーアレな」

　磐いわ田たは俺おれのクラスの学級委員長を務める男だ。さすがに学級委員長の名前くらいは覚えてる。教室でいつも目立ってるしな。こないだ俺おれのスマホに、そいつの名前が件名に入ったメール受信したっけ。

「二十四日の終業式のあと、伊い倉くら町ちようの公民館でクリスマスパーティーやるって……翔しよう吾ご、もちろん返信したよね？　参加するって」

「え、行かないけど」

　てか、メールすら開いてないけど。

「来、な、よ！　あれクラスの全員参加するんだよっ!?」

「いやだよ。そもそもその日キラプリのイベント最終日だぞ？」

　明後日あさつてから開かい催さい予定の、全国のキラプリユーザー待望の一ヶ月に一度のイベント。

　どんな趣しゆ向こうを凝こらしているのか。そしてどんな限定アイテムがゲットできるのか。

　今から楽しみでしょうがねぇぜ……！

「しょうごぉぉぉ～～……！」

　夏なつ希きはもう我が慢まんならんといった感じでわなわなと震ふるえて、

「もうさ、やめなよ、あのゲーム！　そんで教室でちゃんと友達つくろ？　このままだとホントやばいって。クラスメイトの名前とか全然おぼえてないでしょ。こないだ調理実習で同じ班だった芽め衣いが名前間ま違ちがえられたって言ってたよ？」

「友達作ってるヒマがあったら俺おれはキラプリするよ」

「あっちゃー……友達といたほうがいろいろ成長することが多いじゃん。なにより楽しいし！」

　友達の多い夏なつ希きらしい言葉だ。

「友達なんてそんなにいらないだろ。俺おれには夏なつ希きがいるし」

　夏なつ希きとは進学した高校も同じで、クラスまで同じだ。腐くされ縁えんにもほどがある。

「なぁっ!?　な、なに言ってんのっ!?　あ、あたしはべつじゃんっ？　その、お、幼なじみ、なんだし……」

　夏なつ希きは急にもじもじしだした。左手の竹刀しないダコをいじりしつつ、言葉は尻しりすぼみに小さくなっていく。どうしたんだこいつ。

「それに……もうあたし達たちも高校二年生なんだよ……？　いつまでも一いつ緒しよにいられるって保証はないし……だから翔しよう吾ごももっとあたしと」

「？」

「あぁーっとそういうことじゃなくってー！」

　夏なつ希きはあたふたしながら袴はかまについた埃ほこりをパンパン！　と払はらうと、

「と、とにかくっ！　絶対連れてくからね！　パーティー！」

　俺おれをビシリと指さして、スパーン！　と勢い良く戸を開いて納な屋やから出て行った。

「……どうでもいいけど、戸閉めろっての」

　俺おれはため息をつき、薄うす暗ぐらい天てん井じようを見上げて、

「友達、か……」

　ぼんやりしてると、戸の外から冷たい風が吹ふき込んできた。

「うおっ、寒っ……さて、そろそろ練習に戻もどるか」

　冷えた体をさすりながら、開きっぱなしになった戸を閉める。くそ、夏なつ希きがやって来ては勢い良く開閉するもんだからすっかりガタがきてしまったな……。

　隙すき間ま風かぜの入らないように戸をきっちりと閉め終えると、電気を消した。

　静せい寂じやくの中、耳の中でメトロノームの音が響ひびく。

　目を閉じて座ざ禅ぜんを組み、ライブのイメージ作りに集中する。

「……ううぅ」

　しかし、なかなかうまくいかない。

　理由はわかっている。

　今日きようの、あの、わくわくらんどに突とつ然ぜん出現した少女のせいだ。

　あいつの衝しよう撃げきが雑念になり、ライブのイメージ作りが阻そ害がいされる。

　俺おれのハイスコアをぶち抜ぬき、俺おれの庭をさんざんに荒あらしまくったあの憎にくたらしい少女。




『──れんぞくプレイは、禁止』




　氷のように冷たい声と、神秘的な無表情が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　一体何者だったんだろう……。

　まあいい。どうせたまたま立ち寄ったのだろう。

　きっと、明あ日すは、わくわくらんどはいつもどおり俺おれの庭に戻もどっている。

　メトロノームの音が静かにリズムを刻む暗くら闇やみの中で、俺おれは〈ちづる〉の残していった「可愛かわいさ」を塗ぬりつぶすように、〈みゆ〉の踊おどるステージを何度も強くイメージした。
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「うわ……あいつ今日きようもいるよ」

　翌日。

　学校が終わった後、わくわくらんどに到とう着ちやくすると、昨日きのうの少女が筐きよう体たいの椅い子すに座すわっていた。

　最悪だ。

「またきたの」

　背後に近づく俺おれの気け配はいを察したのか、少女は桜色のカードケースを開こうとした手を止めて、ちらりとこちらを振ふり返かえる。あいかわらず、幼い容姿のわりに凄すさまじく整っている面おも立だちだ。まるで高価な西洋人形のような──粗そ雑ざつに扱あつかうと壊こわれてしまいそうな──神秘的で、儚はかなげな雰ふん囲い気きがある。表情も普ふ通つうの小学生と違ちがって大人おとなびている……こいつやっぱ、ここらの田舎いなか者ものじゃねーな。

　後ろに並んで腕うで組ぐみすると、少女は冷たい表情をものすごくイヤそうに歪ゆがめて、ぷいと手元のカードデッキに視線を戻もどした。そんな少女の右回りのつむじを見下ろして、

「ここは俺おれの庭ホームなんだよ。おまえこそなんでまたここにいるんだ」

　このわくわくらんどは、退たい屈くつな学校生活で日々溜たまったストレスを発散できる唯ゆい一いつの癒いやしの空間なのだ。

　しかし少女は手元のカードを整理しながら、

「私がどこにいようがあなたには関係ない。店てん舗ぽランキングが私より下の順位の『２位』のくせに一人前に筐きよう体たいの占せん有ゆう権けんを主張するのね」

「ぐ……」

　くそ、俺おれのプライドをズタズタに引ひき裂さいてきやがる。昨日きのう受けた仕打ちが脳内にまざまざと蘇よみがえる。ハイスコア強ごう奪だつ……ハイキック……舞まい散ちるアイテムカード……迫せまり来る警備員…………ドブ色のフラッシュバックに苦しんでいると、

「そんなにキラプリやりたければ、他のお店にいけば？　なにも私のうしろに並んで順番待ちしなくてもいいでしょ」

「ふん、俺おれだって好きでおまえの後ろに並んでるわけじゃねーよ。このあたりでキラプリが設置されてる店はここしかないんだからな」

「え……ほんと？」

　少女はきつく眇すがめていた目を少し丸くして驚おどろいている。なんだ、意外に子どもっぽい顔もできんじゃねーか。てか、なんで今さらこいつそんなことに驚おどろいてんだ？

「……おまえさ、ひょっとして、最近ここに引ひっ越こしてきたのか？」

「……そ、そうだけど」

　なるほど。ならば新参者に、この土地の衝しよう撃げきの事実を教えてやらねばなるまい。

「あのな、おまえがどんなすげー都会から越こしてきたか知らないけど、この町でキラプリやれるのはこのマルワのわくわくらんどだけだ」

　本州最西せい端たん、三方を海に囲まれた中ちゆう核かく市し、下しもの関せき。中ちゆう核かく市しとは名ばかりで、過か疎そ化かが進む地方によくあるように、この市はさびれにさびれている。その市内でもさらにど田舎いなかに属するこの町でキラプリやろうと思うならば、このわくわくらんどか、あとは電車を乗のり継ついで、海の向こうの北きた九きゆう州しゆうまで行かなきゃならない。

　もっとも、田舎いなか住みが染しみ付ついている俺おれとしては、わざわざ海を渡わたらずとも、自分の生活圏けん内ないにキラプリ設置店があっただけでも信じられない幸運だと思っている。もはや神にキラプリせよと言われているのではないかと使命感すら覚えている。

「……信じられない……」

　少女は顔を青くし、

「……筐きよう体たい一つでよくいままで生きてこられたわね……」

「いや、一台あれば充じゆう分ぶんだろ」

「私が以前住んでいた場所ではキラプリは一店てん舗ぽにつき四台設置されていたわ」

「よ、よんだい!?」

　すげぇ、都会すげぇ！　そんなにプレイ人口がいるのか！　盛り上がってんな！

　まあそのかわり、ここみたいな田舎いなかはキラプリのプレイ人口が少ないので、ほぼキラプリやり放題という素す晴ばらしい恩おん恵けいがある。といってもこの小学生のせいでその恩おん恵けいさえも潰ついえたが……。

「よいしょ……と」

　ふいに、少女は筐きよう体たいに立たて掛かけていたランドセルから分厚いカードファイルを取り出した。ランドセルの肩かたベルトに、桜の花びらの意い匠しよう──近所の私立校の校章を象かたどったワッペンが縫ぬいつけてある。ランドセル側部の金具には給食袋ぶくろの紐ひもがひっかけてある。給食袋ぶくろの名前欄らんには黒いマジックで『５‐２　新にい島じま千ち鶴づる』と繊せん細さいな字が書かれている。

　昨日きのう筐きよう体たいの画面で元気いっぱいに跳はね回まわっていた〈ちづる〉を思い出す。

　当然だけど、女性は自分のアイドルに自分の名前をつけても違い和わ感かんがない。

　その点、俺おれのような男性プレイヤーが実名をつけると悲ひ惨さんだ。

「勝手にじろじろ見ないでくれる？　けがらわしい。ランドセルが腐くさる」

「腐くさりゃしないだろ。おまえさては頭悪いな」

「放つ」

　千ち鶴づるはランドセルの金具から防犯ブザーを取り外した。

「や、やめてくれ！」

　くそっ！　こいつ、小学生って立場をフル活用しやがって……！

　千ち鶴づるは無表情で俺おれの顔にじりじりと防犯ブザーを近づけてくる。

「や、やめろ、俺おれが悪かった！」

　千ち鶴づるが防犯ブザーのスイッチに手をかけた瞬しゆん間かん、

「わーい！　ふくべぇだぁ！」

「ん？」

　社会的な死の恐きよう怖ふに怯おびえていると、わくわくらんどのすぐ近くのおもちゃ売り場から、幼い歓かん声せいが湧わき起こった。

「風船ちょうだい！」「わたしがさきー！」「ぼくもー！」

　子どもたちの賑にぎやかな声に反応して、防犯ブザーを握にぎりしめて猫ねこみたいに俺おれを威い嚇かくしていた千ち鶴づるは毒気を抜ぬかれたような顔で、おもちゃ売り場に視線を向けた。

　そして、おばけを怖こわがる幼おさな子ごみたいな顔になった。

「な、なに、あの新種の妖よう怪かいは……？　なにが進化すると一体ああなるの……？」

「失礼な、ちょっとアグレッシブな造形なだけだ」

　千ち鶴づるは恐きよう怖ふに打ち震ふるえる声を漏もらしながら、子どもたちに風船を配っているきぐるみをわなわなと指さした。なんだ、あのお方を知らないのか。

「あれはふくべぇだ」

「ふ、ふくべぇ……？」

　ふくべぇ。ご当地ゆるキャラブームの波に乗って七年前に生まれたマルワのイメージキャラクターであり、我わが郷土を代表するゆるキャラだ。まあこの町に引ひっ越こしてきたばかりのこいつが知らないのも無理はない。

　ふくべぇの容姿は下しもの関せきの名産である魚の「ふぐ」をモチーフにしている。気はやさしくて力持ちな、地元の子どもたちに大人気のキャラだ。ほんの少し造形がおぞましいけど。なんてったって、顔が魚で、首から下がムキムキのボディービルダーの全身黒タイツだからな。

　それはそうと誰だれがあいつをゆるキャラに推すい薦せんしたんだ……。

「な、なんであんな不気味な生物が子どもたちに人気なの……？」

　幼い顔を恐きよう怖ふに歪ゆがめる少女に、俺おれは諭さとすように肩かたをすくめる。

「おいおいゆるキャラを見かけで判断するなよ。たしかに最初は俺おれもふくべぇの造形のあまりのおぞましさに戦せん慄りつしたよ。けどな、ああ見えて案外良いい奴やつなんだぞ？　俺おれも昔はふくべぇに風船貰もらったり、鬼おにごっこしたものさ。ほら見ろ、子どもたちからあんなに愛されてる」

　ふくべぇは自じ慢まんの二にの腕うでにぶら下がった子どもたちを軽々と持ち上げている。大はしゃぎする子どもたち。幸せを絵に描かいたような、なんとも微笑ほほえましい光景だ。

「い、田舎いなかって、変なところ……」

　千ち鶴づるは戸と惑まどう心に無理やり折り合いをつけようとしたのか、目の前に展開する不可思議な事象をその一言で総そう括かつした。若じやつ干かん今でも引き気味である。

　しかし気を取り直したのか、ゲームを開始するべく、筐きよう体たいにマイカードを挿そう入にゆうしようとした。

「おい、ちょっと待て」

「……なに？」

　俺おれはつばを飲のみこみ、

「……俺おれが昨日きのう帰かえり際ぎわに床ゆかにばら撒まいたカードの行方ゆくえ知らない……？」

　恥はじを忍しのんで訊きいてみた。

　千ち鶴づるは「ああ」と気のない返事をして、

「あなたが昨日きのう負け犬みたく尻尾しつぽを巻いて泣きながら帰った後、警備員さんが拾って、そこの受付カウンターにあるリサイクルボックスに入れてたわ。そのあとしばらくして店内で遊んでいた子ども達たちが持って帰っちゃったみたいだけど」

「……まじか……せめて止めてくれよ……」

　空になっているリサイクルボックスを遠くから涙なみだ目めで見つめる。俺おれのカードに肉にく食しよく獣じゆうのごとく群がる幼女達たちが容易に想像できた。あれらのカードがどれほど貴重なものか彼かの女じよ達たちにはわからないだろう。

　しかし、可愛かわいい服のカードを目の当たりにして、テンションが上がって全部持って帰ってしまったのだろう。

「……ああ、俺おれが苦労して集めたカード達たち……」

　カードをゲットしたときの一つ一つの思い出が走そう馬ま灯とうのように頭の中を駆かけ巡めぐる。さすがにもう高校生なので人前では泣かない。帰ったあと納な屋やで泣く。

「残念だったわね」

　憔しよう悴すいしきった俺おれをちらりと横目で確かく認にんした千ち鶴づるは、いい気味だ、といわんばかりの顔で形の良いい唇くちびるの端はしを上げる。薄うす々うす感じていたけど、こいつドＳだな。

「……いいさ、失ったのなら、また集めればいい」

　前向きに考えなくてはならない。普ふ段だん使っているカードの一部を失ったのは痛いが、なにも金輪際キラプリができなくなったわけではない。セーブデータが記録されたマイカードを失なくしさえしなければ、今後も〈みゆ〉の可愛かわいさを追求し続けることができるのだ。

　それに、アイテムカードを集めるのも、キラプリの魅み力りよくだしな……！

「え、ひょっとして、泣いてるの？」

「な、泣いてねーよっ」

　悲しんでいる暇ひまがあったら、敵のことをより深く知ることに注力したほうが建設的だ。

　そう、前向きに。

　千ち鶴づるのプレイも始まったことだし。

　この少女の駆かる〈ちづる〉のアイドルっぷりを、注意深く観察してやろうではないか。


『やっほ～♪　『きらめきアイドル』の〈ちづる〉ちゃん！　今日きようもさいこうのライブよろしくね～♪』



　千ち鶴づるがマイカードを挿そう入にゆうすると、筐きよう体たいからキラプリの主人公であるキッコの声が流れた。

「……やっぱおまえも『きらめきアイドル』か」

　昨日きのう〈ちづる〉のライブとアイテムカードを見て確かく認にんしたが、やはりそうだ。俺おれと同じランクだ。

「あなたと一いつ緒しよにしないでくれる？　私とあなたでは同じ『きらめきアイドル』でも格が違ちがうわ」

「……おまえ、今月の全国ハイスコアランキング何位？」

「21位。『れじぇんどアイドル』ももう目前ね。あなたは？」

「くっ…………52位だ」

「ふーん、そう」

　千ち鶴づるが満足そうにニヤリと笑った。くそっ……腹立つな……！

　キラプリは、公式ホームページにマイカードのＩＤを登録すれば、自分のハイスコアが全国で何位なのかが月単位で確かく認にんできる。全国１位の『きゅうきょくアイドル』を頂点として、２～20位が『れじぇんどアイドル』、21位～１００位が『きらめきアイドル』といった、順位には『ランク』が与あたえられる。ちなみに１０１～３００位が『うわさのアイドル』と続き、１００００位以降が『よちよちアイドル』となる。よちよちて。

「まさか、おまえ自宅に筐きよう体たいがあるなんてことないだろうな……」

「そんなわけないでしょ。自宅に筐きよう体たいを置くなんて邪じや道どうよ。置こうと思えば置けるけど」

「置こうと思えば置けるんだ……」

　すげぇ、どんな裕ゆう福ふくな家庭だよ。おこづかい、いっぱい貰もらってんだろうなぁ……羨うらやましい……。

「……てか、俺おれより順位が上のやつなんて、生まれて初めて見た……」

「ふん、井いの中なかの蛙かわずね。せいぜい目の前の大海を崇あがめ奉たてまつりなさい」

「くっ、高飛車なやつ……」


『ライブのきょくをえらんだあとは、〈ちづる〉ちゃんにきせるコーデをえらんでね！』



　そして、肝かん心じんの、コーデテクニックである。

　画面上ではデフォルト衣い装しようである白無地のＴシャツとピンク色の短パンを身につけた〈ちづる〉が、トップス、ボトムスといった各部位のアイテムカードを代わる代わる筐きよう体たいに挿そう入にゆうする千ち鶴づるの手によりドレスアップされていく。

「ま、まぁまぁだな……」

「なにか言った？」

「べ、べつにっ。ま、まぁまぁ普ふ通つうくらいのコーデだって言ったんだよ」

　やはり、悔くやしいがセンスが抜ばつ群ぐんに良いい。誰だれの真ま似ねもしていないのに、奇き抜ばつではなく、ちゃんと均整の取れた可愛かわいさを有している。

　……てか。

「……なんだそのバカデカいカードファイル。鈍どん器きかよ。人殺せるレベルじゃねーか」

　俺おれは筐きよう体たいのコントロールパネルに開かれている、百科事典のように分厚いカードファイルを見て冷ひや汗あせをかく。

　千ち鶴づるは鋭するどい目つきで俺おれを振ふり返かえり、

「……なにか文句ある？」

「い、いや、ねぇけどさ……つーかおまえそれだけでランドセルの中パンパンになるだろ……ちゃんと教科書とか入れてんの？」

「当たり前でしょ？　勉強はおろそかにしないわ」

「どうなってんだよおまえのランドセル……四次元か」

　ともかく、万まん華げ鏡きようのように移ろう多た彩さいなコーデを実現可能にしているのは、まさにこのアイテムカードの尋じん常じようじゃない所持数の賜たま物ものだ。

　……ファイルの中、見てみたいな……。

　コントロールパネルの上に開かれたカードファイルを千ち鶴づるの背中越ごしに注意深く観察すると、

「うわ！　それ【マジカルかんざし】じゃん！」

　驚おどろいた。こいつ、俺おれの欲ほしいもの第一位のアイテムカード持ってやがる！

　この【マジカルかんざし】はレアリティが低いわりに出現率が低いという理り不ふ尽じんアイテムだ。

「……欲ほしいの？」

「えっ!?」

　千ち鶴づるはちらりと俺おれを振ふり返かえる。

　俺おれは脊せき髄ずい反射でぶんぶんと首を縦たてに振ふる。思わぬ発言に、もう理性とか簡単に吹ふき飛とんでしまった。欲ほしいも何も、それさえあれば俺おれの思おもい描えがく、現状で最高に可愛かわいいコーデが完成する！

　しかし千ち鶴づるはすぐに画面に向き直り、

「あげるわけないでしょ」

「ぐっ……」

　鬼おに！　悪あく魔ま！　ちづる！

「私がこれを手に入れるのに、どれほど苦労したと思っているのよ」

「……ちょっとでも期待した俺おれが馬ば鹿かだったよ」

　たしかに、俺おれだって自分が苦労して手に入れたカードを他人にあげようとは思わない。

　年とし端はのいかない少女に翻ほん弄ろうされながら、完成されていく〈ちづる〉のコーデを眺ながめていると、

「……おい、それ、シューズ変えたほうがいいんじゃないか？」

「……は？」

「いや、だって……楽曲とマッチングしたブランドでコーデ統一したほうがボーナスポイント付くだろ。高スコア狙ねらわねーの？」

　アイドルには１から99までのレベルがあり、一回のライブで稼かせいだスコアが経験値として蓄ちく積せきされ、一定値に達するとレベルアップする。高スコアを取得したほうが、より早くレベルアップできる。レベルが上がれば、アイドルの選べる顔のパーツや着用できる服が増え、より可愛かわいくすることができるのに。

「そりゃ『キャンディ・ハウス』のミュールのほうが可愛かわいいだろうけどよ、素す直なおにトップスと同じブランドにしたほうが遥はるかにスコア効率いいだろ。なぜ選ばない？」

「……ばかね。そんなの、決まってるじゃない」

　千ち鶴づるは、挑ちよう戦せん的てきな表情を浮うかべて、俺おれを振ふり返かえった。

　そして、熱い『なにか』を宿した瞳ひとみで、言い放った。

「私が好きじゃないからよ」

　力強く、迷いのない手つきでコーデ決定のボタンを押おし、〈ちづる〉のライブがスタートした。

「……！」

　人は、なんのためにキラプリをするのか。

　哲てつ学がく的てきな問い。プレイヤーによって答えは様々だろうけど、本来このゲームの目的は、自分が生み出したアイドルに、自分の好きなコーデを着せて楽しむことにあるはずだ。

　が、このゲームを長くやっていると、誰だれしもついリズムゲームとしての側面にのめりこんでしまう。筐きよう体たいのハイスコアを出すことや、ランクアップが目的になってしまう。

　しかし、

『スコアのためにコーデを選ぶなんて本ほん末まつ転てん倒とう。好きなコーデでライブをし、なおかつ高スコアを叩たたき出すのが真のアイドルでしょ？』

　千ち鶴づるは口にこそ出さないが、彼かの女じよの操あやつる〈ちづる〉の在り様によって、己おのれの『信念』を雄ゆう弁べんに語っているのだ。

「……やるじゃねぇか」

　思わず笑えみがこぼれた。

　高ランカーなのに、初めてプレイしたときのあの感動を、今でもこいつは忘れていない。

　ゾクゾクする。

　俺おれはひょっとしたら、こいつがこう回答することをどこか期待していたんじゃないか……？

　自然と、手に汗あせを握にぎっていた。

　筐きよう体たいの画面では〈ちづる〉のライブがスタートし、観客の爆ばく発はつ的てきな声せい援えんがステージに投げかけられている。

「それにしても……ほんと化け物じみてるな……おまえ、どんな特訓やってんの？」

　完かん璧ぺきなリズム感。そして運指には無む駄だな動きや思考の迷いが一いつ切さいなく、非常に流りゆう麗れい。

「……人に物を尋たずねるときは、まずは自分から手の内を明かすのが礼れい儀ぎよ」

　まあ、そうだな……。

「……俺おれは毎日腕うで立たて百回を三セット、メトロノームを用いての運指練習を二時間だ」

「……ふーん。そう」

「で、おまえは？」

「ひみつ。教えてあげるとは一言も言ってないわよ？」

「くっ……！」

　ほんとむかつくな……まあ、しかし、こいつも──いや、ひょっとすると俺おれ以上にリズムの特訓を積んでいるに違ちがいない。

〈ちづる〉が二分間のライブステージを踊おどりきり、リザルト画面へと移行した。

「……難易度『ＮＯＲＭＡＬ』とはいえ、オールパーフェクトコンボか……な、なんだこの演出？」

「あら、初めて見たかしら？　オールパーフェクトコンボでライブをクリアすると、リザルト画面でアイドルがこちらにピースサインを送ってくれるのよ。特とく殊しゆ演出が見られてよかったわね」

「くっ……！　俺おれも次で出してやるさ！　早く替われよ、席！」

「ふん……言われなくても替わるわよ」

　不満げな表情で椅い子すから腰こしを上げた千ち鶴づるに替わって、俺おれは椅い子すに座すわる。

「待たせたな」

　これがおまえの〈ちづる〉への回答だ。

　俺おれはマイカードをスキャンし、出現した〈みゆ〉にカードファイルから取り出したアイテムカードを用いてコーデを施ほどこしていく。

「っ……！　あなた、それ、やっぱり昨日きのうと同じ……！」

　ふふ、驚おどろいてやがるな。

　トップス、ボトムス、シューズ……コーデを重ねていくうちに、腕うでを組んで〈みゆ〉を観察していた千ち鶴づるの目の色が変わり、驚きよう愕がくの声が漏もれた。

　それもそのはず。

　俺おれが〈みゆ〉に施ほどこしているコーデは、アクセサリーからシューズに至るまで、高レアリティはほとんど使用せず、低レアリティを中心に揃そろえているのだ。高ランク保持者──同じ『きらめきアイドル』としてはありえない選せん択たくだろう。

　だが、俺おれは平へい凡ぼんな素材を極限までレベル上げすることにより、レアコーデ並みのステータスにまで成長させている。ＲＰＧでいえば初期装備でラストダンジョンへ挑いどむような暴挙。しかし創そう意い工く夫ふうと努力により、スコアアタックに耐たえうる武器にまで昇しよう華かさせたのだ。

「ど、どうして……？」

「こんなスコア効率の悪いコーデをするのか、って？」

　俺おれは〈みゆ〉のコーデを施ほどこし終えて、決定ボタンを押おした後、振ふり返かえり、満を持して言い放った。

「もちろん、これが〈みゆ〉に一番似合うコーデだからだ」

「……っ！」

　レアリティでコーデを選ぶんじゃない。

〈みゆ〉がもっとも可愛かわいくなるコーデを選ぶ。

　その選せん択たく基準に、アイテムのレアリティは一いつ切さい関かん与よさせない。

「初心を忘れていないのは、なにもおまえだけじゃねーんだよ」

「……ふん」

　千ち鶴づるはなにやら悔くやしそうに薔ば薇ら色いろの唇くちびるを歪ゆがめて、腕うでを組んだままぷいっとそっぽを向いた。

　俺おれは画面に向き直り、昨日きのうの〈ちづる〉のハイスコアを抜ぬくべく、『ＥＸＴＲＡ ＨＡＲＤ』に設定したライブに意識を集中する。

「な、なかなか良いい反応じゃない……」

「へっ、そりゃどうも。昨日きのうクリア目前まで行ったからな。ノーツの譜ふ面めんも暗記済みだ」

　九年間の剣けん道どうで鍛きたえた反射神経と集中力、そして腕うでの筋肉の持続力により、まるで色しき彩さいの洪こう水ずいのように流れてくる大量のノーツを着実に撃げき破はしていく。

　いける……俺おれは確実に成長してるぞ……！

　そして、最後のセクションを抜ぬけ、

「よっしゃあああああああああああああああああ！　初クリアだ─────！」

　体力ゲージを一割ほど残して、生まれて初めて『ＥＸＴＲＡ ＨＡＲＤ』を完走した！

「初完走ッ……超ちよう気持ちいいぜッ……！」

　絶好調だ！

〈ちづる〉のハイスコアにはまだ届かないものの、この調子なら、今日きよう中じゆうに抜ぬけるかもしれん！

　その後、千ち鶴づると席を交代し、お互たがい二回のプレイをして、

「ふはは、次は抜ぬくぜ！」

　三回目のライブ終しゆう了りよう後ご、千ち鶴づるは俺おれが席を立つよりも早く筐きよう体たいに百円玉をねじこんできた。

「お、おい待てってまだカード排はい出しゆつされてないじゃねーか」

「早くどいて」

　俺おれを押おしのけるようにして強ごう引いんに席に座すわった千ち鶴づるは、マイカードをスキャンすると、決定ボタンを連打し、すぐさまコーデ選せん択たく画面に移行した。ふふふ、徐じよ々じよにエキストラハードの譜ふ面めんに慣れてきた俺おれに焦あせってやがるな。

「……」

　そして、千ち鶴づるの手がピタリと止まった。

「……なんだよ？　早く次の画面に進めろよ」

　不ふ審しんに思い、背中に声をかける。すると、その小さい背中からドス黒いオーラが立たち昇のぼった。濃密なドＳの波動が場を支配する。

　そして、トップスの選せん択たくにやたらと時間を割さきはじめた。

「……なあ、ちゃっちゃと決めろよコーデ」

「いいでしょ。制限時間内なんだから」

「いや、そりゃそうだけどさ……」

　トップスを選ぶのに三十秒。ボトムスを選ぶのに四十秒。長い。後にシューズとアクセサリー選せん択たくも控ひかえているというのに、あまりの長考だ。

「後つかえてんだけど。つーかおまえさっきはそんなにコーデで悩なやんでなかったじゃん」

「なんのことかしら。私はいつでもコーデ選びは真しん剣けんに悩なやんでいるわ」

　こいつ、さては……。

　少しでも俺おれの待機時間を長くして、俺おれの今の好調子を崩くずそうとしてるんじゃ……筐きよう体たいのハイスコアを抜ぬかれるのが嫌いやだから……。

　俺おれが不ふ信しん感かんを抱いだいていると、千ち鶴づるがこちらを振ふり返かえり、ニヤリと笑った。

「くっ……！」

　こいつ、やっぱり……！　むかつくことしやがって……！

「おっ、と」

　俺おれが歯は嚙がみしていると、ポケットからスマホの通知音が鳴った。いかん、マナーモードが解除されていたようだ。

「……！」

　その音にビクッと、小さな体を硬こう直ちよくさせる千ち鶴づる。ゲームに集中していたから、ふいを突つかれたのだろう。たしかにけっこうびっくりするもんな。スマホの『ピコーン』っていう通知音。

　……これはいいな。

　俺おれが背後でほくそ笑えんでいるとも知らず、千ち鶴づるはようやくアクセサリーを選んでコーデセクションを終えた。ライブがスタートした直後、俺おれはスマホの音楽アプリを起動。

　そして、現在千ち鶴づるがライブをしている楽曲と同一の曲をさりげなく流し始めた。

「んっ……」

　千ち鶴づるが珍めずらしくボタン操作を誤る。そうだろうそうだろう。現在プレイ中の曲と同じ曲をすぐ後ろで、かつちょっとズレたタイミングで鳴らされたら、ボタンを押おすタイミングをミスるだろう。

　千ち鶴づるはタンッ！　と赤色のボタンを強く押おし、

「どういうつもり？」

「なにが？」

　こちらを振ふり返かえってギロリとにらみ、

「携けい帯たい、うるさいんだけど」

「ああ、悪いな、友達からメール来てさ。着信音なんだ、この曲」

「あなたに友達はいないでしょう」

　なんで知ってんだこいつ。

「ごめんなさい、言い方が不適切だったわ。あなたみたいな性格が劣れつ悪あくな人間に友達はきっといないでしょうって言いたかったの」

「より不適切になった気がするけどな。さ、ライブ終わったぞ……って……おいおい」

　俺おれは千ち鶴づるのライブ結果を見て噴ふき出した。

「スコアボロボロじゃねーか！」

「……うぅぅぅ」

「ふはは！　うーうーうなってもなにも出ねーぞ？」

「うぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ………！」

「へっ、普ふ段だんは大人おとなぶってるけど、まだまだお子ちゃまだな！　さ、ステップもまともに踏ふめない三下アイドルはアイテム貰もらってとっとと席を替わりな」

　千ち鶴づるは悔くやしそうに俺おれをにらみつけながら席を立つ。嫌いやがらせ目的の無む駄だなコーデ長考という、キラプリマナーを逸いつ脱だつした天てん罰ばつだ。いい気味である。

「さってと、俺おれも制限時間ギリギリまで、ゆっくりコーデを選ぶか」

　千ち鶴づるの殺気を背後で感じた。

「おっと、ハイキックはやめろよ。昨日きのうと違ちがって、俺おれはおまえの直接的な暴力に対して正当に異を唱えることができる。もし次やったら、店員に言いつけて、おまえを出禁にしてやるよ」

　といっても、その肝かん心じんの店員の姿が周囲にないんだけど……まあこのわくわくらんどではよくあることだが。

「がっはっは、やっぱりキラプリは最高だぜ！」

　甘あま辛からＭＩＸで攻せめた最高に可愛かわいいコーデを身にまとった〈みゆ〉をご機き嫌げんに歌い踊おどらせていると、

　ぴひょろー！

「ああぁ!?」

　いきなり、たてぶえの間の抜ぬけた音が俺おれの鼓こ膜まくをつんざいた。

「おまえなに俺おれの耳元でたてぶえ吹ふいてんの？」

　耳に手を当て振ふり返かえると、すました顔でたてぶえの先を咥くわえた千ち鶴づるがいた。

「明日あしたリコーダーのテストがあるのよ」

　ぴひょ。

「いま練習しなくてもよくない？」

「ほら、リズムミスってるわよ」

　ぽぉー！　ぷぉー！

「くっ……！　集中できねぇ、そのクソみたいなエーデルワイスを今すぐやめるんだっ……！」

　こいつ、キラプリはあんなに上う手まいのに、リコーダーヘタすぎだろ！　同一人物とは思えねぇ！

「ぷはっ……これで明日あしたの音楽のテストは満点ね」

「確実にゼロ点だよ。どこからその自信が湧わいてくんだ。ありえないサウンドすぎてどこの部族の儀ぎ式しきかと思ったぞ」

　むっ、と千ち鶴づるは顔をしかめ、

「……いけない、アマリリスの練習もしなくちゃ」

　ぷぉーぷぽー！　ぴひょっ！　ぴっ！　ぷぉぷぽぉー！

「うおぉぉ……！　や、やめてくれ……！」

　それから、俺おれと千ち鶴づるは代わる代わる椅い子すに座すわってプレイするたびに、お互たがいにありとあらゆる妨ぼう害がい工作を繰くり返かえした。近くの太たい鼓こゲームでバチをわざと大きく叩たたいたり、動物カーにまたがり筐きよう体たいの周囲をグルグルしたり。

「……なあ、提案なんだが」

　俺おれは五回目のライブを終え、疲つかれきった顔で背後の千ち鶴づるに声をかけた。

　千ち鶴づるはお経きようのように繰くり返かえされた『おれはかまきり』の音読を止めて、国語の教科書をパタンと閉じた。小さな汗あせが額にかすかに浮うかんでいる。

「き、奇き遇ぐうね…………私も今あなたに言いたいことがあったところよ」

　俺おれは店内を見回し、

「どうせプレイしてるの俺おれたち二人ふたりしかいないんだからさ、なにか勝負して、敗者は勝者に今日きよう一日のプレイ権を譲ゆずるってことにしようぜ」

「２位のくせに名案ね」

　こんなに足を引っ張り合うくらいなら、どちらかが今日きようは諦あきらめたほうがいい。

「そうだな……例えば、エストレアチェンジだけのスコア勝負はどうだ？」

「ふむ……エストレアチェンジね」

　リズムに合わせて筐きよう体たいのボタンを押おすのがライブの基本システムだが、終しゆう盤ばんで、十秒間ただひたすらボタンを連打するという脳筋セクションが存在する。それがエストレアチェンジだ。エストレアチェンジ終しゆう了りよう時には、十秒間の連打のみで稼かせいだスコアが画面に表示される。

　このエストレアチェンジで表示されるスコアの値あたいで雌し雄ゆうを決しようというのだ。

「といっても、連打はフィジカルな要素が強いし、一度きりの勝負だとお互たがいにコンディションの善よし悪あしもあって思うようにスコアが伸のびず、遺い恨こんが残る可能性があるだろう」

「２位のくせに存外まともな意見ね」

「１位様のお褒ほめにあずかり光栄です」

　ふむ、それで？　と気持ちよさそうな顔で俺おれの言葉に耳を傾かたむける千ち鶴づるに、俺おれは右手の指を二本立てた。

「二回チャレンジして、エストレアチェンジのスコアがより高かった方の勝ちとしよう。……１位様、お気に召めしましたか？」

「わるくないわね…………いいわ、乗ってあげる」

　俺おれの提案に、千ち鶴づるは自信ありげに首しゆ肯こうする。

　馬ば鹿かめ、かかったな。

　俺おれは心の中でほくそ笑えむ。連打は単純に運動能力で勝敗が決まる。つまり、高校生の俺おれが勝つ。このクソ生意気な女子小学生に吠ほえづらかかせてやる絶好のチャンスだ。わざわざ二回勝負にしたのも、プライドの高そうなこいつが勝敗の結果に難なん癖くせをつけられないよう、完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめす必要があるからだ。

「言っておくが、定規や特とく殊しゆな器具を使っての連打は禁止だからな」

「当然よ。あなたこそ『早はや打うち名めい人じん　高たか橋はしくん』なんて使ったら許さないから」

「た、たかはし……？　なにそれ？」

「……なんでもないわよ」

「……まあ、なんにせよ、よからぬ器具を使えば筐きよう体たいに負担をかけ故障の原因にもつながるからな」

　キラプリは激しい連打にも充じゆう分ぶん耐たえうるようボタン部分を強化しているが、なにより人力以外の連打なぞキラプリプレイヤーとして邪じや道どうだ。ともあれ、プライドの高そうなこいつがそんな卑ひ怯きような手段を使う心配はなさそうだ。

「先せん攻こうは『１位』のおまえに譲ゆずってやろう」

「ふん。当然よ。２位はせいぜい王者の後こう塵じんを拝しなさい」

　高こう慢まんな顔で千ち鶴づるは筐きよう体たいの椅い子すに腰こしを下ろす。〈ちづる〉のコーデを終え、ライブがスタート。楽曲の終しゆう盤ばんまで到とう達たつし、画面が一いつ瞬しゆん暗転する。エストレアチェンジ突とつ入にゆう前の演出だ。それと同時に、千ち鶴づるは人差し指と中指を赤ボタンに添そえた。

「ほほう。やはりピアノ連打でいくか」

　二本の指を同時に動かす動作がピアノの演奏を想起させるため、その呼こ称しようがついている。キラプリの筐きよう体たいのボタンは直径３・５センチとやや大きい。ある程度の打だ撃げき面積が必要なこの連打法はとくに有効だ。俺おれも平時のエストレアチェンジではピアノ連打を採用している。千ち鶴づるは連打勝負の際も、そのスタイルは変えないようだ。

　が、エストレアチェンジに突とつ入にゆうした瞬しゆん間かん、千ち鶴づるは人差し指と中指に加え、薬指をボタンに添そえた。

「さ、三本指か……！」

　息を吞のむ。三本指ではそれぞれの指の動きが不均一になりやすく、かえって効率が悪い。よほど精密な動きを継けい続ぞくできなければ三本指の効用は無い。こいつほどのキラプリプレイヤーともなればおそらくそれは理解しているはず。となれば、三本指によるピアノ連打によほど自信があるのか……？

「んんっ……！」

　千ち鶴づるは椅い子すから腰こしを浮うかせ、高速で動く指と連動して上じよう昇しようしていくスコアの数字ただ一点を見つめる。ビラビラビラと触しよく手しゆのような動きをする三本の指が多足生物を連想させてやたら不気味だ。

「んっ！」

　十秒後──三本指によって千ち鶴づるが叩たたき出だした連打のスコアは、１３９０だった。

　ちなみにランク制度の中間に位置する『へいぼんアイドル』のエストレアチェンジの平均値が８００ほど。１２００を超こえれば廃はい人じんとネットでいわれているスコアを千ち鶴づるはやすやすと上回ってきた。

「ふぅ……」

　ライブを終えた千ち鶴づるは、かすかに額に浮ういた汗あせを手ての甲こうで拭ぬぐう。色素の薄うすい、新雪のように白い肌はだがほのかに上気している。

　本気の連打は誰だれしも無呼吸になるし、体力も大おお幅はばに消しよう耗もうする。疲ひ労ろうはどうしても隠かくせない。しかし、

「どう？　私のピアノ連打は。『ねこふんじゃった』百本ノックで鍛きたえた集中力は伊だ達てじゃないわよ」

「なにその特訓方法……」

　疲ひ労ろうを悟さとられたくないのか、得意げな表情を作って俺おれを見上げてくる。ふん、負けず嫌ぎらいもここまでくれば天晴あつぱれだ。

「……毎秒14連打といったところか。なかなかやるじゃないか」

　千ち鶴づるのスコアを素す直なおに称しよう賛さんする。それなりの修しゆ羅ら場ばはくぐってきたようだな。

「よし、次は俺おれだ」

　俺おれは制服のブレザーを脱ぬぎ、カッターシャツ一枚になる。百円玉を投入して、腕うでまくりをする。

　ちなみに、俺おれは連打には自信がある。

　低レアリティばかり好んで使用しているためコーデでボーナスポイントを稼かせげない俺おれにとって、このエストレアチェンジは高スコアを叩たたき出だすための生命線といっていい。

　エストレアチェンジでのスコアはライブの中でも結構なウェイトを占しめている。

　俺おれは自らのプレイスタイルの弱点をカバーするべく、エストレアチェンジ──連打に対して誰だれよりもシビアに取り組んでいるのだ。

「さて……魅みせますか」

　エストレアチェンジ突とつ入にゆうの演出に差さし掛かかる。

　俺おれは椅い子すから立ち上がると、開いていた拳こぶしを握にぎり締しめ、人差し指と中指の隙すき間まから親指の尖せん端たんを露ろ出しゆつさせる。

　背後で千ち鶴づるが鼻で笑った。

「ふん、痙けい攣れん連打ね……あなたごときがかの名めい人じん達たちが築き上げた伝統ある連打法を用いるなんて生意気よ」

「なんだよ名めい人じんって」

「な、なんでもないわよ」

　さっきからなんなんだろな……こいつが口にする『高たか橋はし』とか『名めい人じん』っていう聞き慣れない単語は……まあそんなのはどうでもいい。勝負に集中だ。

　エストレアチェンジに突とつ入にゆうした瞬しゆん間かん、俺おれは拳こぶしに溜ためていた力を解放した。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「な……っ！」

　肩かたから指が爆ばく散さんするかと思うほど腕うでを痙けい攣れんさせて赤いボタンを連打した。それはもう親の敵のように、ボタンに振しん動どうを与あたえまくる。

「ふぅ……１５４０ポイントか」

　エストレアチェンジが終しゆう了りようしたと同時に、呼吸を再開する。

　スコアを換かん算さんすれば毎秒15連打ってところか。

「……ふん」

　千ち鶴づるの眉み間けんに深い皺しわが刻まれる。まさか俺おれがこんなにも高いスコアを出すとは思ってもみなかったのだろう。

「よし、まあまあだな。じゃあ第二ラウンド、おまえからな」

「……わかってるわよ」

　どうだ、このスコア、さすがに抜ぬくことはできまい。

　俺おれは余よ裕ゆう綽しやく々しやくの笑えみを浮うかべて席を立った。千ち鶴づるは無表情で椅い子すに座すわる。かすかに闘とう志しを宿した瞳ひとみで、〈ちづる〉に気合いの入った攻せめ攻せめなコーデを施ほどこしていく。

　ライブ終しゆう盤ばんに至り、エストレアチェンジ突とつ入にゆうの演出が画面に流れ始める。千ち鶴づるは先さき程ほどと同様ボタンに指を三本添そえる。あくまでピアノ連打にこだわるつもりだ。

「まあたしかに、キラプリはピアノ連打が最適解ではあるがな」

　しかし、最適解では辿たどりつけない境地もあるのだ。

　俺おれが勝利を確信していると、

「……甘あまいわね」

「……!?　……まさか、おまえそれ……!?」

　千ち鶴づるは、なんと、赤いボタンにもう一本、指を添そえた。

「……なるほど、そういうことか」

　三本の指に新たに加わった千ち鶴づるの小指を見て、戦せん慄りつが走る。

　高校生に比べて、女子小学生は体が小さい。もちろん体力もない。痙けい攣れん連打に適していない。

　ならば、その弱点を逆に活いかせばいい。

　高校生に比べて女子小学生の指は小さい。指を四本添そえてもボタンの面積に収まりきってしまう。そして、その四本の指をすべて意のままに操あやつれるとすれば──俺おれの痙けい攣れん連打をも凌りよう駕がする超ちよう高速連打を発揮する可能性を秘めている……！

　エストレアチェンジに突とつ入にゆうした途と端たん、千ち鶴づるが豹ひよう変へんした。

「んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん～～～っっっ！」

　色白の顔は茹ゆでダコみたいに真まっ赤かに染まり、腰こしを浮うかせた上体は画面を突つき破やぶらんばかりに前ぜん傾けい姿勢になっている。見開かれた二つの瞳ひとみは上じよう昇しようしていくスコアだけを見つめている。

「うわぁぁ……」

　千ち鶴づるの鬼き気き迫せまる連打っぷりに絶句する。狂くるいなく律動する四本の指はもはや現うつし世よのものではなく、宇宙的恐きよう怖ふすら感じる。下した唇くちびるを強く嚙かみ締しめて、充じゆう血けつした目を見開いた千ち鶴づるの表情は、女の子が絶対してはいけないそれだ。そこまでして勝ちたいか。いやむしろそこまでして俺おれに負けたくないのか。いずれにせよとんだドＳだ。

「んあぁっ！」

　そして、人差し指でボタンにフィニッシュを決め、エストレアチェンジが終しゆう了りようした。

　千ち鶴づるが叩たたき出だしたスコアは、信じられないことに１６０８をマークしていた。毎秒にすればなんと16連打という人外の領域だ。

　化け物だ。バケモノの子だ。

「……普ふ段だんは体力を消しよう耗もうするし指を痛めるからめったに使わないけど、いざというときに敵を打ち倒す技わざくらい持ってる。この四本指連打を駆く使しすれば、硬かたいスイカだってなんなく破は砕さいできるわよ」

「いや……べつにスイカは割らなくてもいいだろ」

　千ち鶴づるはフルマラソンを完走したような表情でぜーはーぜーはーと荒あらい息を吐はきながら俺おれを不敵な表情で見上げてくる。

「……すごいな……まさか俺おれの本気の連打が破られるとは思わなかった」

　だが、なぜだろう。

　窮きゆう地ちに陥おちいっているはずなのに、俺おれの心は今、これまで味わったことのない高こう揚よう感かんに打ち震ふるえている……！

「さあ！　次は俺おれの番だ。ちなみに忘れてもらっては困るが、勝敗は二回のエストレアチェンジで、より点数の高かった方の勝利だ」

「もちろん。でも、先さき程ほどあなたが出したスコアは１５４０……どうあっても私が今叩たたきだした１６０８という数字は抜ぬけないでしょうけど」

「それはどうかな」

　俺おれは千ち鶴づると入いれ替かわり、筐きよう体たいの前に座すわる。百円玉を投入する。

　精神を深い海に沈しずめるイメージで、ゆっくりと〈みゆ〉にコーデを施ほどこしてゆく。

　ライブがスタートするとほとんど無心──明めい鏡きよう止し水すいの境地でノーツを処理する。

　そして、エストレアチェンジの演出が始まったのを右脳が知覚した瞬しゆん間かん──俺おれは右手の拳こぶしを握にぎり込み、人差し指の第二関節の尖せん端たんを突とつ出しゆつさせた。

「そ、それは……ひょっとして……『一いつ本ぽん拳けん』！　あなた、正気っ!?」

　俺おれの拳こぶしの型を見て千ち鶴づるが驚きよう愕がくに彩いろどられた悲鳴を上げる。

　そう。俺おれが今形作っているのは、空手で言うところの『一いつ本ぽん拳けん』……てかなんで女子小学生のこいつが一いつ本ぽん拳けんなんて物ぶつ騒そうな武術用語を知っているのかはこの際さて置くとして。この拳こぶしの型は空手において『一いち撃げき必殺』として継けい承しようされている奥おう義ぎである。

　だが、一度放てば指に深刻なダメージを及およぼす諸もろ刃はの剣つるぎ。

　もちろん台を打ち抜くわけではなく、その拳こぶしを俺おれは痙けい攣れん連打に用いる。

　キラプリのボタンでもっとも効率的に連打を出入力するにはどうすればいいか──半年間にわたる試し行こう錯さく誤ごの旅の果て、辿たどり着ついたのが、この一いつ本ぽん拳けんによる痙けい攣れん連打だ。

　もちろん、この連打法をみだりに用いれば指の骨を痛める。

　しかし、俺おれは納な屋やに設置した巻まき藁わら相手に毎晩一いつ本ぽん拳けんによる拳けん打だの反復練習を重ねることにより、インパクト時の負ふ荷かを最小限に抑おさえ、かつ筐きよう体たいのボタンも傷いためない力加減を習得するに至るまでこの連打法を昇しよう華かさせた。

　とはいえ、放った後は筋の激痛で、しばらくは指としてまともに機能しなくなる。ハイスコア更こう新しんを狙ねらうときのための、とっておきの、一日一度限りの最終決戦奥おう義ぎだ。

　だが、それでもいい。

〈みゆ〉がより可愛かわいくなるならば、俺おれは自分の痛みを厭いとわない。

　ましてや今日きよう一日キラプリし放題というこの勝負、絶対に、死んでも負けられない。

　放つなら、今！

「さあ、エストレアチェンジ突とつ入にゆうだ！」

　見せてやる、黒くろ崎さき翔しよう吾ごの拳こぶしを！

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　ズガガガガガガガガガガッ！　とまるで電動ドリルでコンクリートを掘くつ削さくするように、俺おれは力んだ右みぎ腕うでの振しん動どうをボタンに押しつけていく。

　画面に表示されるスコアの数値は目にも止まらぬ速度で伸のびていく。開始４秒ですでに８００を突とつ破ぱ！

「し、信じられない、私が、負け、る……？」

　常識外れのスコアの上じよう昇しよう速度に傍かたわらで千ち鶴づるが愕がく然ぜんとしている。さらに１５００を突とつ破ぱ！　残り３秒、１６００突とつ破ぱ！　よし、いける！　この勝負俺おれの勝ちだ！

　バツン。

「……は？」

　きらびやかな光をまとった〈みゆ〉が、天てん井じよう知らずに伸のび続けるスコア表示が、突とつ如じよ目の前から消失。

　真っ暗な画面に、呆あつ気けにとられた俺おれの顔が映っていた。

　よく見ると、筐きよう体たいの背後にある電源コードが抜ぬけている。抜ぬけ落おちたコードの先を目で辿たどっていく。白いコードは、子どもたちとじゃれあっているグロテスクな生き物の足部に絡からまっていた。

「ふくべぇてめぇえええええええええええええええええええええええ！」

　ふくべぇは俺おれと目が合うと「あ、やっちまった」みたいな妙みような間を置いて、電源コードを差し直し、一目散に衣料品売り場のほうへ逃にげていく。

「おいこらふざけんなよ！　その黒光りする体かっさばいてふぐ刺さしにしてやる！」

　俺おれが追いかけようとすると、

「あなたの負けね」

　ふいに、背後から千ち鶴づるの冷たい声が浴びせられた。

　その声に縫ぬい付つけられたように、俺おれの体の動きがピタリと止まる。

　ギギギ、と首だけで背後を振ふり返かえると、

「私の二回目のスコアは、１６０８。対してあなたの一回目のスコアは、１５４０。少しひやりとしたけれど……この勝負、私の勝ち。……ふふっ。この町の子どもたちにふくべぇが愛されている理由が少しだけ理解できたわ」

　皮肉たっぷりな微び笑しようを薔ば薇ら色いろの唇くちびるに浮うかべて、千ち鶴づるは満足げに黒い髪かみをかきあげた。

「あ……あぁ………」

　俺おれの、負け……？　今日きよう一日、キラプリ、できない……？

　千ち鶴づるは放心している俺おれに嗜し虐ぎやく的てきな笑えみを投げかけると、筐きよう体たいの椅い子すに静かに腰こしを下ろした。

「……いや、いやいや！　ちょっと待て、仕切り直しだろ！　普ふ通つうに考えて！」

　俺おれは背後から千ち鶴づるに詰つめ寄よる。あのような事故で生まれた勝負の結果に納なつ得とくできるわけがない！

「くそ、もう一回だ！　もう一回勝負っ！」

　ポカン。

「痛！　誰だれだよ!?」

　いきなり後ろから頭を叩たたかれて振ふり返かえると、

「……な、夏なつ希き？」

「……しょうごぉぉぉ」

　握にぎりこぶしをつくってわなわなと震ふるえている夏なつ希きがいた。
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「えっ、おまえなんでこんなところにいんの？」

　わくわくらんどに運動大好きの夏なつ希き。ありえない取り合わせに頭を混乱させていると、

「……昨日きのうからず──っと翔しよう吾ごの様子がおかしかったから………授業中も『今日きようは抜ぬく』とかつぶやいて目が血走ってたし……それで、放課後、翔しよう吾ごのあとを追っかけてみれば……」

「いや、心配してくれるのは嬉うれしいけど、なにもストーキングしなくてもいいだろ？　さすがにちょっと引くぞ？」

「なっ……!?」

　夏なつ希きは顔を真まっ赤かにしてわなわな震ふるえ、

「ひ、引くのはこっちだアホしょうご！　さっきから見てたら、なにちっちゃい女の子向けのゲームでちっちゃい女の子相手にムキになってるの!?　は、恥はずかしい！」

「何も恥はずかしいことなんてねぇ！　これはキラプリプレイヤー同士の純然たる真しん剣けん勝負だ！」

「ごめんねぇおじょうちゃん、このお兄にいちゃん、ちょっとアホだから」

「アホとはなんだアホとは！」

　夏なつ希きは俺おれを無視して、所在なげに筐きよう体たいの椅い子すに座すわる千ち鶴づるに困ったような笑えみを浮うかべる。

「い、いえ、べつに………すみません」

「な、なぜこいつ夏なつ希きには敬語？」

　千ち鶴づるはなぜか夏なつ希きと目を合わせず、きょどっていた。人見知りなの？

「じゃあ、このお兄にいちゃんのことは気にしないで、ゲーム続けてね！」

「……は、はい」

「おい、おまえなに勝手に仕切ってんだよ！」

「ダメ！　もう、いっしょに帰る！」

　夏なつ希きは俺おれの右みぎ腕うでをがっしりと摑つかんで、両開きのガラス扉とびら──昨日きのう俺おれが警備員から逃にげたときに使用した、開けるとそのまま店外に出る扉とびらへぐいぐいと引っ張っていく。

「ちょ、待て、う、うぉ」

　華きや奢しやな身体からだしてるくせに相変わらずなんて馬ば鹿か力ぢからだ。剣けん道どうやってたときもこいつと鍔つば迫ぜりして押おし勝ったためしがない。インナーマッスルが過ぎるぞ。

「俺おれは……！　俺おれは、キラプリをするんだ……！」

　夏なつ希きに腕うでを引っ張られながら、筐きよう体たいの椅い子すに座すわる千ち鶴づるに目をやる。

　俺おれを完全に無視して、淡たん々たんとキラプリに興じている。

　その後ろ姿に闘とう争そう心しんがむらむらと燃え上がる。

「もう一戦。もう一戦だけ勝負させろ！　こいつと、この憎にくたらしい小学生と白黒はっきりつけさせろ！」

　夏なつ希きは俺おれの言葉を無視して腕を引っ張ったまま、どんどん出口の方へと歩いていく。

「翔しよう吾ご、いいかげんに……あ」

　ふいに猛たけり狂くるっていた夏なつ希きの勢いが衰おとろえ、視線は俺おれの肩かた越ごしの何かに固定された。夏なつ希きの視線につりこまれるように背後を振ふり返かえる。

　クレーンゲームだ。

　筐きよう体たいの中には、様々なぬいぐるみが所狭せましと詰つまっている。

　その頂きには、不細工な顔をしたパンダのぬいぐるみが鎮ちん座ざしていた。

「なんだおまえ、あれ欲ほしいのか？」

　ずっとクレーンゲームの筐きよう体たいを見つめる夏なつ希きに問いかける。

　そういやこいつ昔から意外とぬいぐるみ好きだったな。とくにパンダ大好きだったし。幼よう稚ち園えんの遠足で初めて動物園に行ったときもパンダばっか見てて『あたししょうらいパンダになる！』とか微笑ほほえましいこと言ってたっけ。パンダどころかゴリラになってるぞ、筋力的に。

「べ、べつに、あんな可愛かわいくてフワフワしてて抱だいたら気持ちよさそうなモノ欲ほしくないよ！」

「おい、心と口が裏腹になってるぞ」

　夏なつ希きは「むむむ～～！」とうなって腕うで組ぐみして、真まっ赤かになった顔をクレーンゲームからそらす。でもやっぱり我が慢まんできないのか、ちら、ちらとクレーンゲームを見てる。

　そんなに欲ほしいのか……。しかし、かわいそうだが、現実を教えてやらねばなるまい。

「やめとけ夏なつ希き、あのぬいぐるみは単なる客寄せだ。アームの設定いじってるから絶対に取れない仕組みになってるぞ」

　クレーンゲームの難易度設定は店側で任意に設定できる。あの筐きよう体たいに入っているパンダのぬいぐるみは、女子高生の間で大だい流りゆう行こうしている。学校帰りの女子高生達たちがたまにあの筐きよう体たいにチャレンジしているのを目にするが、取れたためしがない。どうやら、あの筐きよう体たいはかなり厳しい設定になっている。

「……あ、そうなんだ……取れないんだ……」

　なんだか残念そうに唇くちびるをとがらせる夏なつ希きは、はっと我に返り、

「そ、そんなのどうでもいいの！　さ、早く帰る！　明日あした数学の小テストなんだから！」

「ああ!?　いいよそんなもん！　俺おれにはキラプリがあればいい！」

「しょうごのばかっ！　そんなこと言ってると留年しちゃうよ!?　どうせ数学の吉よし田だ先生が言ってた出題範はん囲いもまともに聞いてないんでしょ。ほ、ほら、あたしが教えてあげる！」

「ま、待て、待てって！　ああ！」

　夏なつ希きに襟えり首くびを摑つかまれた俺おれは、出口へ向かってズルズルと引きずられる。

　俺おれは筐きよう体たいの椅い子すに座すわる千ち鶴づるを睨にらみつけ、

「ちっ！　おいおまえ！　決着はまだついてないぞ！」

　すると、それまで我関せずとゲームに興じていた千ち鶴づるがこちらを振ふり返かえり「お生あい憎にく様さまだったわね」という表情を浮うかべて、べーっと舌を出した。

「ち、ちくしょぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　千ち鶴づるの顔が脳のう裏りにこびりついて離はなれないまま、俺おれは夏なつ希きに引きずられてわくわくらんどを後にした。
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　翌日。

「……ようやく終わった」

　教室に四限目終しゆう了りようのチャイムが鳴り、俺おれは椅い子すの背もたれに体を預けて、息をついた。

　昨日きのうはほんとに悪夢だった……。

　わくわくらんどを出た後「今日きようは今から二人ふたりだけでみっちり勉強するから！」とやたら張り切る夏なつ希きに連行され、夏なつ希きの自室で机を挟はさんで出題範はん囲いと問題対策を徹てつ底てい的てきに叩たたきこまれた後、夜よる練れんに付き合わされた。

　おかげで小テストはうまく対応できたから感謝しきりだが、あんなにムキになった夏なつ希きは珍めずらしい。あいつそんなに勉強教えたがりだったか……？　まあいい、そろそろ飯食うか。

「おい急げ！　限定カレーパン売り切れちまうぞ！」

「わたし今日きようお弁当なんだ～♪」

　教室では購こう買ばい部ぶや食堂に走る生徒や、机を寄せ合って弁当箱を広げる生徒など、各おの々おのが自由に動き回っている。

　俺おれは登校時に購こう買ばい部ぶで買った焼きそばパンと缶かんコーヒーを鞄かばんから出して机に置く。

　そして、引き出しからブックカバーを装着した本を取り出し、ページを開き、熟読する。

「ふむ……そういう組み合わせもあるのか……」

　無論、女性ファッション誌だ。

　キラプリ最大の魅み力りよくのひとつは、そのファッションアイテムの多さである。定期アップデートによりアイドルを可愛かわいくするための選せん択たく肢しがどんどん増えていく。その選せん択たく肢しに対応するためには、日々の研けん鑽さんが欠かせない。今こ年としの冬の最新アイテムを上手じようずに着こなす読者モデルのピンナップを丹たん念ねんに観察する……ほう、ガウンにガウンを重ねるとは。こいつなかなかやりおる。

「うわ！　清きよ盛もり！　すごいじゃん！　あのライブ抽ちゆう選せん当たったんだね！」

「がっはっは！　当たり前で候そうろう！」

　窓まど際ぎわの席から、大きな笑い声が上がった。

　輪の中心では、爆ばく発はつアフロが嬉うれしそうに笑っている。名前はたしか……とにかくいつもテンションが高いアフロだ。

「前売り抽ちゆう選せんゲットするために、シングル50枚買ったんだ！　この下した敷じきはライブの限定物ぶつ販ぱん！　某それがしの命より大事なものだ！」

　楽しそうだな。

　俺おれは缶かんコーヒーのプルタブを開け、口をつける。現実のアイドルファンの事情には疎うといが、彼かれらの異様なまでの熱意には俺おれも見習わなければならない点が多い。

「よくそんな金あったなぁ」

「ライブ会場のある博はか多たまで自転車で行って、浮ういた電車賃を物ぶつ販ぱん購こう入にゆう費ひに当てたんだ！」

　は、博はか多たまで自転車だと……!?　１００km近くあるぞ……？　正気かこいつ……!?

「宗むな像かたあたりで死ぬかと思ったぞ。しかし！　それも『ゆみりん』と握あく手しゆできると思えばこそ、踏ふん張ばれたぜ！」

「すげぇ、やっぱすげぇよ清きよ盛もりは！」

「ハッハッハ！　いやー某それがし、心がぴょんぴょんしてまいりました！　この喜び、ひとつ敦あつ盛もりで表現し候そうろう！」

　扇子せんす広げて歌い始めちゃったよ……。

　……まあでも、たしかに、苦労の末に手に入れたものは格別に嬉うれしいはずだ。俺おれもそういうのはよくわかる。ただ、向こうは世間で広く市民権を得ている三次元のアイドルグループ、かたや俺おれは二次元の女児向けゲーム。

　だから、誰だれにもわかってもらえなくていい。

　俺おれの信念や情熱を。

　……でも、気持ちいいんだろうな。

　理解し合える奴やつらと、ああやって大きな声で話し合えたら……いやいや、何を甘あまえたことを。俺おれはキラプリさえあればいい。

「いやぁ清きよ盛もりはほんと會かい田ださん好きだなぁ」

「違ちがう！　ゆみりんと呼べ！　あぁああ、あのふんわり包みこむような優やさしい笑え顔がお……！　博はか多たに舞まい降おりた天使……！　ゆみりん王国へ連れてって……！」

　ん？　なんか今……聞き覚えのある名前が……。

「おい、さっきからデケェー声でうるせーんだよ」

「ひっ」

　雑誌から顔を上げると、教室のリア充じゆうのひとりがアフロに絡からんでいた。

　アフロ達たちは目をそらして無視を決きめこんでいる。まぁそりゃそうだよ。名前は知らないけど、なんかあいついつもうぜぇもん。

「……なんだこれ？」

「ああっ！　それは某それがしの！　触さわるな！」

　……いいんだ、俺おれには関係ない。雑誌に視線を戻す。

　しかし、彼かれらに再び視線を向けてしまう。

　アフロが両手で懸けん命めいに抱だいていた下した敷じきを、リア充じゆうは無理やり取り上げた。

　教室にいた生徒達たちが彼かれらから素す早ばやく視線をそらした。

「へぇーけっこう可愛かわいいじゃんこの人……でもさぁ、よくアイドルなんかに夢中になれるなぁ。いくら金を貢みついだところでこの人と付き合えるわけでもないんだぞ？　なにが楽しいの？」

「……おまえは……なにもわかってない」

「は？　なんか言った？　……って、あー手が滑すべったー」

　リア充じゆうはヘラヘラと笑いながら、下した敷じきを教室の窓から投げ捨てた。

「な、なんてことを……！」

「あーすっきりしたー」

　アフロが絶句する。

　俺おれの腹の中に、ふっと小さな火が点ともった。

　おい、いくらなんでもやりすぎだろ、それは……！

「あれ、どうしたの？　命より大切なものなんだろ？　取りにいかないの？　……ああ、でも、運動音おん痴ちの君らにはちょっと無理かー」

　アフロ達たちはなすすべなくうつむいている。リア充じゆうが楽しそうに笑った。

「……っ」

　俺おれは席を立って、アフロとリア充じゆうの間を横切りベランダに出た。

「あ？　なにやってんだよ黒くろ崎さき」

　ちっ、柄がらにもないことしてるな、ほんと。

　隣となりの校舎の壁かべまで、たぶん二メートルくらい。

　下を見ると、二階だからけっこう高い。

　落ちたらケガではすまないな……まあいいか、俺おれがケガしても悲しむ奴やつなんていねーしな。

「よっ……と」

　腰こしのバネをきかせて跳ちよう躍やく、隣りん接せつする校舎のトイレの庇ひさしを足場にして、両手で窓まど枠わくを摑つかんで雨あま樋どいに接近、手を伸のばして、下した敷じきを懐ふところに入れる。窓まど枠わくを足場にして教室のベランダ目め掛がけて一気に跳ちよう躍やく、手すりを摑つかんで身体からだを持ち上げ、再び教室に戻もどった。

「ほらよ」

　下した敷じきをアフロに手て渡わたした。久々にいい足あし腰こしの運動になったな。

「……あ、ありがとう」

　アフロはおずおずと、小さな声でつぶやいた。

　……べつに、このリア充じゆうに腹が立ったから勝手にやっただけだ。

「すげー大切なモノなんだ……本当にありがとう、黒くろ崎さき……」

　しかし、下した敷じきを大切そうに胸に抱だいてうつむくアフロの声を聞いて、俺おれの心の中に、不思議な、こそばゆい、あたたかいものが宿った。

「おい、なにやってんだよ黒くろ崎さき。せっかくアフロのダセー姿動画サイトにアップしようと思ったのに」

　しかし、スマホを片手にヘラヘラ笑うリア充じゆうによりもたらされた大きな感情の波が、胸の中のあたたかさをさらっていった。

　……いいかげんにしろよ。

「ダセーんだよ」

「ああ？　なんて？　聞こえないんだけど？」

　もう止まらなかった。

「お前のやってることのほうが、よっぽどダセーって言ったんだよ」

「は？　つーかおまえだっていつも教室で女性誌読んでんじゃねーか。マジキモいんだよ」

　ちっ、うるせーなこいつ。ちゃんと周囲を憚はばかってブックカバー掛かけてんじゃねーか。

「他人の趣しゆ味みに口出ししてんじゃねーよ、校則違い反はんスレスレ茶ちや髪ぱつ野や郎ろう」

「……調子のんなよ」

　リア充じゆうはこれみよがしに指の骨をパキパキ鳴らして俺おれに近づいてくる。こいつ、俺おれを殴なぐる気満々らしい。上等だ。

「ちょ、ちょっとなにやってるの翔しよう吾ご!?」

「……夏なつ希き」

　教室の騒さわぎを聞きつけたのか、剣けん道どう場じように行ったはずの夏なつ希きが俺おれとリア充じゆうの間に割って入ってきた。

　……そんな目で、見るなよ。

　胸がきゅっとする。心配そうな表情を浮うかべる夏なつ希きを見て、急にいたたまれなくなった。

「なんだよ、逃にげんのかよ黒くろ崎さき」

　うるせーな……ああそうだよ、逃にげるんだよ。これ以上誰だれとも関わらないで済む場所にな。

　俺おれは踵きびすを返かえして、教室を出た。

「待ってよ、翔しよう吾ご！」

　昼休みの喧けん騒そうに包まれる廊ろう下かを黙もく々もくと歩く。談だん笑しようする女子生徒達たち、肩かたを叩たたいて笑い合う男子生徒達たち。それらが視界に映るたびに、胸の奥で冷たいものが滲にじんでいく。なるべく視界に入れないように下を向いて歩く。男子トイレの手前の階段を上りきり、突つき当あたりの扉とびらを開ける。

「……寒」

　屋上へやってきた。いつもはカップルに人気のスポットだが、こんな真冬に屋上に上がってくる奇き特とくな奴やつなどいない。遠くの海岸から吹ふき付つける風が激しく俺おれの髪かみをなぶる。ごろんと寝ね転ころがる。曇どん天てんを見上げる。

「……はぁ」

　教室、戻もどりづれぇな……。

「……リズム練習でもするか」

　ポケットからイヤホンタイプのメトロノームを取り出したそのとき、扉とびらがギィ、と重い音を立てて開いた。

　ペタペタと素す足あしでこちらに歩いてくる気け配はいが地面を伝ってくる。

　おそらく夏なつ希きだろう。

「……寒いね、ここ」

「……おう」

　俺おれは寝ね返がえりを打って夏なつ希きの足元を見て、

「おい、おまえ袴はかまじゃん。しかも裸足はだしで。足冷えるって、風か邪ぜ引くぞ」

「あっ………あたしの、心配はいいからさ」

　夏なつ希きはか細い声で、

「……さっき、なにがあったの？」

「……」

　教室で俺おれとリア充じゆうが睨にらみ合あっているところしか見ていないから、どういう経けい緯いでああなったのか知りたいのだろう。

「……まぁ」

　できれば、言葉で説明して、俺おれの行動の理由や、気持ちを夏なつ希きに伝えるべきだ。でも、アフロのことが頭をよぎり、口がうまく開かない。あいつからすれば、あのときどんなことがあったかなんて、他人からベラベラ喋しやべられるのはイヤだろう。

「……なんでもねーよ。気にすんな」

「……なんでもなくないよ」

　夏なつ希きはうつむいて、口ごもってしまった。

　なんでこいつはこんなに優やさしいんだろう。俺おれをいつも気にかけて。

　たぶん、夏なつ希きはこういうふうに、誰だれに対しても分わけ隔へだてなくその優やさしさを向けることができるから、友達が多いんだろうな。

「………翔しよう吾ご、ホントはあんなことするやつじゃないのに……喧けん嘩かなんてしないで、もっと、仲良くしようよ…………キラプリばっかりじゃなくてさ………」

『キラプリばっかり』、か。

　夏なつ希きみたいになれない自分と、自分の気持ちをうまく言葉にできないもどかしさと、先さき程ほどリア充じゆうと一いつ触しよく即そく発はつになりかけた感情が尾おを引いてしまったのだろう、余計な言葉が口をついて出てしまった。

「夏なつ希き、おまえもなんだな」

「え……？」

　夏なつ希きがきょとんとする。短い髪かみが風になびいている。俺おれは寝ね転ころんだまま曇くもり空ぞらを見上げて、

「どんなものであれ、なにかに一いつ生しよう懸けん命めいになるのって、そんなにわるいことじゃないだろ。それを馬ば鹿かにする奴やつのほうが、ダセーと思わないか」

　べつにあのアフロ達たちに肩かた入いれするわけじゃない。

　でも、なにが違ちがうんだろう。

　野球で甲こう子し園えんを目指すことと、吹すい奏そう楽がくのコンクールで金賞を目指すことと、ゲームで日本一を狙ねらうことと、大好きなアイドルに夢中になることと。

　ベクトルの違ちがいはあれど、それらの情熱は決して否定されるべきものじゃないはずだ。

「……べつに、そういうつもりで言ったわけじゃ……」

　夏なつ希きは、紺こん色いろの袴はかまのヒダをぎゅっとにぎり、うつむいてしまった。

　こんなこと言いたいんじゃないのに。いい言葉がでてこない。

「……俺おれのことはいいから、昼ひる練れん、行ってこいよ。再来週、大切な試合なんだろ？　ここにいたら、本当に風か邪ぜ引くぞ」

「……」

　夏なつ希きは俺おれに背を向けると、うつむいたまま歩き、ギィと扉とびらを開け、屋上の階段を下っていった。

「……ああもう」

　頭をばりばりとかく。

　べつに、夏なつ希きにあんなこと言うつもりなかったのに。

　……俺おれだって、教室であんなことしたかったわけじゃない。

　クラスメイトといがみあいたいなんてこれっぽっちも思ってないのに。

　俺おれは胸の中でもやもやしたものをかき消すべく、右耳にイヤホンタイプのメトロノームをねじこんだ。
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「おっ!?　ポップが新しくなってる！」

　放課後、わくわくらんどに着いた俺おれは、リニューアルされたキラプリのポップ台を見た瞬しゆん間かん、体中の血が沸わき立たった。

「へぇー、『キラプリ ふれんず♪』かぁ……！　どんな新機能が実装されたんだろう」

　わくわくするぜ……！

　しかも、

「今日きようはいない！」

　千ち鶴づるの姿がないことに、さらにテンションが上がる。

「やっぱり誰だれにも邪じや魔まされずにやるキラプリは最高だぜ！」

　筐きよう体たいに百円玉を投入し、〈みゆ〉に着せるコーデを選んでいると、学校で起こった出来事が頭からきれいに流れ落ちていく。ライブスタートとともに至福の時が訪おとずれる。やっぱこれだよ！　生きてる実感が湧わいてくるぜ……！

「さーて、お楽しみのカード排はい出しゆつだ」

　新バージョンのカードどうなってんだろ……？

　カード排はい出しゆつ口こうに手を伸のばすと、

「翔しようちゃん♪」

「うおっ……！」

　突とつ然ぜん、耳元に甘あまい吐と息いきが吹ふきかけられる。慌あわてて振ふり返かえると、

「ひさしぶりぃー♪」

　このわくわくらんどで見慣れた女性がゆるゆるの笑え顔がおでひらひらと手を振ふっていた。手を振ふるのに合わせて、綺き麗れいな髪かみの先が揺ゆれている。

「二日ぶりの翔しようちゃんだぁー♪　あったか～い♪」

「……！　か、會かい田ださんっ、ちょっとくっつきすぎ……！」

　背中に……！　おっきな二つの物が……！　当たっているッ……！

　難しい漢字を想起して雑念を振ふり払はらう…………臥が薪しん嘗しよう胆たん、魑ち魅み魍もう魎りよう、廃はい藩はん置ち県けん、覇は王おう翔しよう吼こう拳けん………。

　會かい田ださんはわくわくらんどのたった一人ひとりの従業員だ。客もほとんどいないし、店は手て狭ぜまなので、たまに店を空けてもなんとかなっている。まぁバックヤードに店長とかいるんだろうな。

　……てか、これ以上くっつかれたままだと本格的にやばい……！

　俺おれは會かい田ださんの腕うでからそっと脱だつ出しゆつし、

「ていうか會かい田ださん……ほんとにそんなのでアイドルなんですか……？」

「あーまた疑ってるー」

　そう言って、會かい田ださんは「ほらぁ」と受付カウンターに貼はっているポスターを指さす。そこにはステージで観客に手を振ふっている、ゆるーい笑え顔がおの會かい田ださんが写っている。煽あおり文句には『１０００年に二人ふたり目めの美少女！』『奇き跡せきの十九歳さい！』『ゆるふわ天使のお姉ねえさん♪』などと書かれている。にわかには信じ難がたいが、會かい田ださんはわくわくらんどのアルバイトと並へい行こうして、博はか多たのアイドルグループに所属しているれっきとしたアイドルだ。

「ねえ翔しようちゃんもたまにはわたしのライブおいでよぉ」

　アルバイト先があまりに地味なところだから、會かい田ださんがここで働いていることをファンも知らないようで、ファンがこの店を訪おとずれているのを見たことがない。

「前にも言いましたけど……俺おれは現実のアイドルには興味ないんですよ」

「えぇーアイドルゲームやってるのにー」

　會かい田ださんは口をとがらせる。

　このあたりの微び妙みような感覚はわかる人にはわかるかもしれないが、アイドルゲームが好きだからといって現実のアイドルも好きだというわけではない。本当の『可愛かわいい』はキラプリにあると思っているからな。

　といっても、たしかに會かい田ださんの顔やスタイルはとてつもなく良いい。こんな綺き麗れいな女性がステージ上で歌い踊おどっていれば、ファンが熱ねつ狂きようする理由もわからなくもない。それにしてもこのゆるふわっぷりが──田舎いなかのおおらかさを体現したようなこの雰ふん囲い気きが受けているのか……。同じクラスのアフロもこの笑え顔がおがいいって言ってたしなぁ……。

「さーて、わたしもゲームやろーっと。よっこいしょういち、と」

　美人が台無しなひとりごとを言いながら、會かい田ださんはキラプリの隣となりに設置された年季の入ったジャンケンゲームの椅い子すに腰こしを下ろす。自然な動作でメダルを投入した。『じゃーん、けーん』という機械の音声が流れる。

　店を完全に私物化している會かい田ださんに当初はビビったが、もう慣なれた。

「やっぱり翔しようちゃんって、将来はキラプリ屋さんになろうと思ってるの？」

「なんですかそのお店……」

　會かい田ださんが『パー』のボタンを押おすと、筐きよう体たいが『ぽん！』と言い、点画の粗あらいＬＥＤで『パー』を表示した。『あーい、こーで』と再び音声が流れる。

「まあ……そうなれば最高なんですけどねぇ」

　格ゲーを生なり業わいとしている人は存在しても、さすがに女児向けゲームのプロなんていない。もっと大衆受けする娯ご楽らくになれば話は違ちがってくるんだろうけど。あーあ、キラプリだけやって生活できないかなぁ。

「てか、會かい田ださんがいない間、大変だったんですよ……」

「んー？　お店でなにかあったの？」

　俺おれはここ二日間の悪夢を思い出しながら、

「女子小学生に防犯ブザー鳴らされて……あやうく警備員に捕つかまってスーパーを出禁になるところでした……」

「あらら、それは大変だぁ。ごめんね、お店にいてあげられなくて」

　隣となりから『あーい、こーで』という掛かけ声ごえが聞こえる。なんかあいこ多いな。故障してんじゃないの？

「でもね、だいじょうぶだよ」

　會かい田ださんはにこにこと笑い、指に力がまったく入っていないゆるゆるなピースサインを俺おれに向けてきた。なんだか會かい田ださんといるとあたりがゆるふわ空間になる。

「もしこのスーパーが翔しようちゃんのこと出禁にしても、わくわくらんどだけはそんなことしないよ。搬はん入にゆう口ぐちからこっそりお店に入れてあげるね」

「會かい田ださん……！」

　天使……！　あふれる母性……！　會かい田ださんの発言が嬉うれしくて思わず目を潤うるませていると、

「だって、ゲームにたくさんお金使ってくれる上客だもーん」

「ですよねー」

　さすが大人おとな。ゆるふわに見えてけっこうしっかりしてらっしゃる。おおらかさだけじゃなく、田舎いなかの持つ抜ぬけ目めのなさをも体現する高クオリティな田舎いなかアイドルだ。

「それにしても……」

　俺おれは客がほとんどいない店内を見回す。

　スーパーに併へい設せつされたゲームコーナーというのは、得え体たいの知れない客がごくまれに紛まぎれこんでくる。一日中コインゲームをしているおばあちゃんだったり、ずっとうつむいてクレーンゲームをしているスーツ姿の男だったり。居場所が見つけられない、そんな彼かれらの受け皿を提供しているのが、會かい田ださんなのだ。會かい田ださんにとって、俺おれもその「居場所が見つけられない」者のひとりなのかもしれない。

「しょうぶっ！」

　隣となりの筐きよう体たいが『ズコー！』と声を出す。會かい田ださんは「むぅぅ」とうなるとジャンケンゲームの筐きよう体たいに再びメダルを投入して、俺おれの顔を横からまじまじと見つめる。

「な、なんですか」

　美人なので、そんなに見つめられると正直緊きん張ちようする。

「なーんか今日きようの翔しようちゃんさー、いつもと雰ふん囲い気き違ちがうよねえ。普ふ段だんはもっと無む邪じや気きな顔でキラプリやってるのに、今日きようはなんだか焦あせってるよー？」

　う、ゆるふわなのになかなか鋭するどいな……そういえば昨日きのう夏なつ希きにも様子がおかしいって言われてたっけ……。

「ほらほらー、なにがあったか話してごらん？」

　優やさしく包つつみこむような瞳ひとみで俺おれの目を覗のぞきこんでくる。くっ、母性に飲まれる……！　………まあいいか、會かい田ださんには打ち明けることにしよう。

「実は……ある者に〈みゆ〉のハイスコアが破られまして」

　無論、〈ちづる〉のことだ。

　會かい田ださんは大げさに口に手をあて、

「うっそ、たいへん！　翔しようちゃんから市内ナンバーワンキラプリプレイヤーって肩かた書がき取ったら、あとにはなにも残らないよぉ」

「いや、そんなことはないでしょ、なんか残るでしょ」

　……やばい、なんも残んないな。

　會かい田ださんは「なるほどねー」とものすごく嬉うれしそうにうんうんうなずき、

「でもさ、燃えるでしょ？」

「はい？」

　會かい田ださんが『パー』を出す。筐きよう体たいも『パー』を出した。てかこの人パー出しすぎだろ。勝つ気あんのか。

「これまでたった一人ひとりのトップランカーだったけど、ついに宿命のライバル登場じゃーん！　熱い展開だよぉ♪」

「いや、あれはライバルとかじゃないっす……」

「んー？　ライバルじゃなかったらなんなの？」

　俺おれは筐きよう体たいのコントロールパネルを見つめながらちょっと考えて、

「……あいつはただ、俺おれの『可愛かわいい』の庭に突とつ如じよ降ってきたクソみたいな岩で、邪じや魔まだからどかしたいだけなんです」

「ふーん。そうなんだぁー……。そっかそっかぁー」

　會かい田ださんはなにやら嬉うれしそうにニコニコしながら、大きく膨ふくらんでいるワイシャツの胸ポケットからパラソルチョコを取り出した。

「會かい田ださん、それ、そこのクレーンゲームの中に入ってたやつですよね、なに食ってんすか」

「あーうんいいのー。どうせそうそう取れないんだからー♪」

　出た！　わくわくらんどのクレーンゲームの鬼き畜ちく設定の生みの親！

「……會かい田ださん、ここのクレーンゲームのアーム設定って、やたら厳しいですよね……？　ひょっとして、景品のお菓か子しを自分で食べるためじゃ……」

「ちがうよぉー翔しようちゃん。ああいうのはね、『取れそうで取れない～っ』ってくらいがいちばん興奮するんだからぁ。『見えそうで見えない～っ』っていう女の子のぱんつと同じだよぉ」

「いや、そのたとえはよくわかんないですけど……」

　會かい田ださんは顔中をとろけさせて「しあわせ～♪」とお菓か子しを頰ほお張ばる……それにしても、會かい田ださんはよくゲームの景品用のお菓か子しをモフモフ食べているので、いつも甘あまい匂においがする。とりわけチョコが好きらしく、その甘あまい匂においに当初は辟へき易えきしたが、慣れてしまった今はなんとなく落ち着くから不思議だ。お菓か子しの匂においは、正しく會かい田ださんの匂においだ。

「でもさ翔しようちゃん、そんなにキラプリ上手じようずなのに、シーモールのちゃんとしたリズムゲームはやらないの？　きっとゲームセンターのヒーローになれるよ？」

　シーモールとは、市内にある一番大きなデパートだ。そこに市内最大級のゲームセンターがある。が、なぜかそこにはキラプリが設置されていない。俺おれだったら十台置くな。

「俺おれは他のリズムゲームには興味が無いんです」

〈みゆ〉に少しでも可愛かわいくなってもらうために必要な技術だから必然的にリズム要素が上う手まくなっただけのことだ。

　となりから『ズコー！』という音声が流れる。會かい田ださんは腕うでを組んで「うーん」とうなり、

「わかんないなー。そんなに女の子向けのゲームがいいの？」

「……やっぱ変、ですかね」

　誰だれにもこの気持ちをわかってもらおうとは思わない。けど、わりと変わり者の會かい田ださんの目から見ても、やはり俺おれはいびつに映るのだろうか。

「んー、いいと思うよ」

　會かい田ださんは天てん井じように吊つるされた蛍けい光こう灯とうを眺ながめ、本当にそう思っているような顔で言った。

「なんにも好きなものがない男の子よりは、翔しようちゃんみたいに、なにかに夢中になってるひとのほうがお姉ねえさん好きだよ？」

「……會かい田ださん」

　會かい田ださんは唇くちびるの両りよう端はしに愛あい嬌きようのあるえくぼをつくって笑った。俺おれ含ふくめて童どう貞ていをまとめて千人くらいぶっ殺せる笑え顔がおだ。伊だ達てに『１０００年に二人ふたり目めの美少女』ではない。

「おや、うわさをすれば、ライバルさんの登場かな」

「え？」

　俺おれがあやうく會かい田ださんのファンになりかけていると、會かい田ださんが後ろを振ふり向むいた。俺おれもつられて振ふり返かえる。

「……」

　俺おれの真後ろに、ものすごくイライラした顔の千ち鶴づるがつっ立っていた。

　──うわぁ、出やがった……。

　俺おれの気持ちとは裏腹に、ジャンケンゲームが『やったね！』とテンションの高い声を上げた。

　てか、後ろにいるならなんか喋しやべれよ……席立つのに……。

「わぁーかわいいー!!」

　會かい田ださんは瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせてジャンケンゲームの椅い子すから腰こしを上げ、

「ランドセル背負ってるー！　本物のｊｓだー♪」

「ぅ……っ!?」

　千ち鶴づるに抱だきついて小さな体をぺたぺた触さわりまくる。

　まぁ、たぶんこうなるだろなとは思っていたけど……ほんと可愛かわいい女の子に目がないな……まさか、近きん隣りんに住む幼女を呼よび込むためにキラプリ設置してんじゃないだろうな……。

「あ、あのっ……」

「ほっぺたやわらか～い♪　ちっちゃいおててもぷにぷにしててきもちいい～♪　肌はだも白くて髪かみも綺き麗れい♪　あ～んもうっ、お人形さんみたーい♪　ぎゅってさせて～♪」

「ひぅっ……」

　もてあそばれてんなぁ。でも俺おれも、最初はあんな感じでいじられまくったっけ……若い客が珍めずらしいからついついかまってしまいたくなるのかもしれないな。

　會かい田ださんは硬こう直ちよくする千ち鶴づるに抱だきついたまま頰ほおずりして、

「黒い制服もおとなっぽくて似合うね～。あ、ひょっとしてぱんつも黒なの？」

「ち、ちがいますっ」

「どれどれ～♪」

「や、やめっ、スカートめくらなっ……きゃっ!?　へ、へんなとこ、さわらないでっ……！」
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　……とりあえず、目くらいそらしとくか……。

　會かい田ださんが千ち鶴づるの発育途と上じようの体を堪たん能のうしていると『ピンポーン』と受付カウンターの呼び出し音が鳴った。

「あらいけない、お客さんがお呼びだー。じゃあねお嬢じようちゃん、ゆっくり遊んでってね♪　翔しようちゃんも、けんかしないで、ちゃーんと仲良く遊ぶんだよー♪」

　會かい田ださんはニコニコしながら俺おれの肩かたをぽむぽむと叩たたく。なぜか知らんがめっちゃ嬉うれしそうだ。そんなに千ち鶴づるの幼い体がお気に召めしたのだろうか……。

　會かい田ださんは嬉うれしそうな顔のまま、受付カウンターの方へ走っていった。

　千ち鶴づるは遠のく會かい田ださんの後ろ姿におびえた視線を向けながら、

「……あの人なに者？」

「すごいだろ、ここの店員さんだ」

「景品のお菓か子し食べてたみたいけど……」

「そこは触ふれるな」

「……それはともかく」

　千ち鶴づるは不ふ機き嫌げんな顔になって腕うでを組み、

「なんで今日きようもいるの？」

　あいかわらず高圧的な物言いだな。

「言ったろ、ここは俺おれの庭ホームだ」

「勝手に決めないで。２位のくせに」

「うるせー、てか、なんだおまえ今日きようは遅おそかったじゃないか」

「掃そう除じ当番だったのよ」

「へぇ、ごくろうだったな。せっかくだから先生に頼たのんで一生掃そう除じ当番させてもらえよ」

　千ち鶴づるは防犯ブザーを取り出した！

「あ、あのさ！　今日きようは大切な日だからそういうのはナシにしようぜ！」

「……それもそうね」

　千ち鶴づるは防犯ブザーをしまった。

　そう、今日きようはこいつとつまらない言い合いをしてる場合ではない。

　なんといっても、ついに、今日きようは、待ちに待ったキラプリ新イベント開かい催さい初日なのだ！

　一ヶ月に一度の周期で開かい催さいされる、数日間限定のイベント。期間中はそのイベントでしか手に入らないアイテムをゲットすることができる。高ランカーがもっとも燃える数日間となるのだ。

「公式ツイッターの情報では、今回のイベントはこれまでにない趣しゆ向こうを凝こらしてるそうだぞ」

「アニメも先週新展開に突とつ入にゆうしたし、ストーリーに連動している内容でしょうね」

　ポップも一新され、筐きよう体たい名めいも『キラプリ』から『キラプリ ふれんず♪』に変わっている。

「胸が躍おどるぜ……！」

　イベントの時限開放は夕方五時。あと三分もすれば、新イベントの情報が公開される。

「ちょ、おまえ割わりこむなよっ」

　椅い子すに座すわってイベント開始を待ちわびていると、ランドセルを背負った千ち鶴づるが背中を向けて俺おれに体当たりしてきた。生じた椅い子すのスペースに千ち鶴づるが小さな尻しりをねじこんでくる。

「『２位』の肩かた越ごしに画面を見るなんて御ご免めんよ。どいてくれる？」

　……こいつ、なんてわがままな奴やつ。まあ座すわって待機していた俺おれも人のこと言えないけど。

「……じゃあ、せめてもう一個椅い子す持ってこいよ」

「他の筐きよう体たいの椅い子すを勝手に移動させようっていうの？　あなた、ほんとマナーがなってない」

「席を横取りしようとしてるおまえが言えたことか。つーか、ゲームコーナーの椅い子す一つ動かすくらい誰だれも咎とがめねーよ。ほら、どけっての」

「私の体に触ふれたら放つ」

「……なに言っても聞かないつもりだな」

　席の取り合いは膠こう着ちやく状態となり、結果、お互たがいの体に触ふれないように、千ち鶴づるの学校のプリントを挟はさんで、二人ふたりで座すわるはめになった。くそっ、とにかく目の前のことに集中だ。なんといっても月一の楽しみのイベントが今から始まろうとしているのだからな……！

「イベント期間中はアクティブユーザー数も増えるからな。順位を落とされないようにしないと。腕うでがなるぜ……！」

「私はこれまですべてのイベント限定コーデを入手している。もはや私にとってイベントはぬるいわ」

　千ち鶴づるは「ふふん」と鼻を鳴らし、高こう慢まんな顔で言い放った。

「私を喜ばせるくらい、しゅげきてきなものだったらいいけれど」

「嚙かんでるぞ。『刺し激げき的てきな』だろ」

「か、嚙かんでないわよ。そういう言葉があるのよ」

　千ち鶴づるは顔を赤くする。どうやらこいつもイベントを前にして興奮してんだな。そりゃそうだ。なんてったってイベントだもんな。

　そして、五時になった瞬しゆん間かん、キラプリアニメの主人公のキッコ（好きな教科は図工。算数が苦手）が筐きよう体たいの画面に姿を現わした。


『みんなーげんきー？　きょうからみんながまちにまったイベントがはじまるよー♪』



「きたぁあああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「うるさい、静かにして」


『イベントきかんちゅうにつうじょうきょくのライブをすると、こーんなにかっわいーコーデがもらえるよー！』



「わぁぁぁっ……！」

「おまえだって声出てんじゃん」

　編み上げのブーツやコートなど、冬らしさを前面に押おし出だした可愛かわいらしいイベント限定アイテムがキッコの手により次々と紹しよう介かいされていく。千ち鶴づるはそれらのアイテムが登場するたびに小さな口から感かん嘆たんの声を漏もらし、瞳ひとみを輝かがやかせる。いつもの大人おとなっぽい表情はどこかに置き忘れたかのようだ。


『そしてそして～！　イベントげんていライブをクリアしたおともだちには、このコーデをあげちゃうよー！』



　画面が雪のちらつく夜空のシーンに切きり替かわる。月の彼方かなたからソリを曳ひくトナカイが姿を現した。ソリにはサンタ服に身を包んだキッコが乗っている。キッコは背負っている大きな袋ふくろからプレゼント箱を取り出し、雪の降りしきる夜の街へパラパラと振ふりまいていく。最後にこちらに投じられた箱が開かれ、出てきたのは、キッコとお揃そろいの、サンタの衣い装しようをモチーフにしたコーデだった。

「おおっ、これは可愛かわいい！　ぜひ〈みゆ〉に着せてあげたい。絶対に似合う！」

「私の〈ちづる〉のほうが絶対に似合うわ……！」

「いいや俺おれの〈みゆ〉だね！」

「〈ちづる〉！」

　まさに〈みゆ〉のために存在するようなコーデだ。これはなんとしてでも手に入れねば！


『あ、そうそう～♪』



「おお、なんだ!?」

「キッコが何か続きを……!?」


『それとね～♪』



「おう！　それと!?」

「はやく言って！」

　このあとに続くキッコのセリフで、俺おれたちは天国から地じ獄ごくの底に叩たたき落おとされた。


『こんかいのイベントは、これまでにできたおともだちといっしょじゃないとあそべないよ！　おともだちときょうりょくして、げんていコーデをゲットしてね！』



「おとも……だち……と……？」

「きょう、りょく、して……？」

　俺おれと千ち鶴づるは目が点になったまま、口を揃そろえてつぶやいた。

「「終わった……」」

　まじかよ！　なんだよ、このソロプレイ殺しのイベント！

　たしかに、筐きよう体たいの元ネタになっているアニメは、友達って素す晴ばらしいというテーマを謳うたっている。最新話でも、主人公のキッコと、その宿敵である少女ミラが激しいエアホッケー対決の末ついに和解して、『フレンドチケット』を交こう換かんするという熱い展開を見せた。

　ちなみに、ゲームのキラプリにもこの『フレンドチケット』は実装されている。

　毎回のプレイで排はい出しゆつされるアイテムカードに半券として付属し、これを切きり離はなしてプレイヤー同士で交こう換かんしてゲームでスキャンすれば、交こう換かん相手のアイドルが自分のアイドルと一いつ緒しよにライブに参加してくれるのだ。

　さらにスコアにボーナスポイントまで付ふ与よされる。

　チケットの裏うら面めんをはがせばシールになり、これを親友同士でお互たがいのマイカードに貼はり付つけるのが『最高のともだち』の証あかしとして流行している。

　といっても、ソロプレイヤーの俺おれにとって、このようなチケットなぞ無用の長物である。

　ちなみに、千ち鶴づるもこれまで俺おれが見た限りでは、マイカードにシールを貼はっていないし、ゲームで他人のフレチケを使用したことがない。誰だれともチケット交こう換かんをしたことがないのだろう。そりゃそうだ。いくらキラプリ上う手まくても、こんな高圧的なやつと誰だれも友達になりたくないもん。

「……協力プレイときたかぁ……」

　アニメのテーマと照らし合わせれば、今回のイベントの新システムはまさにキラプリというゲームにふさわしい。でも、アニメはアニメ、現実は現実。友達など不要。アイドルは〈みゆ〉一人ひとりで十分だ。

「たしかにキラプリの筐きよう体たいは三発のボタンが二対、左右にそれぞれ付属してるから、遠からずなにかしらの対人要素をぶっこんでくると思ったが……」

　対戦プレイならまだしも、協力プレイか……。

　友達がいないと、イベントに参加すらできないとはなかなか手厳しい……。

　イベント開かい催さい期間は本日二十二日から二十四日までの三日間となる。

　それまでに、イベントをクリアしないと限定コーデは手に入らない。

「これはまずいな……」

　俺おれが困こん惑わくしていると、

「……」

　千ち鶴づるは何か思いついたのか、制服のポケットからおもむろに財さい布ふを取り出すと、俺おれに向かって目で「どいて」と合図してきた。

「何か良いい案でも浮うかんだのか？」

「……」

　千ち鶴づるは何も答えない。

「……ちっ、いいだろう」

　俺おれは千ち鶴づるの動向を観察するべく、不ふ承しよう不ぶ承しように席を立った。

　千ち鶴づるはランドセルから六法全書のように分厚いカードファイルを取り出し、コントロールパネルの上に開いた。筐きよう体たいに百円玉を投入し、マイカードを挿そう入にゆう。イベントモードを選せん択たくすると、筐きよう体たいからキッコの声で『おともだちのばんだよ！　もうひゃくえんいれてね♪』とアナウンスしてきた。千ち鶴づるは無表情でもう一枚百円玉を投入し、そして、ファイルから一枚のマイカードを取り出し、筐きよう体たいにスキャン。

〈ゆい〉という名前のアイドルが出現した。

「なるほど……ダブルプレイか」

　まあ、それしかないだろうな。

　ダブルプレイとは、リズムゲームなどで見られる、一人ひとりで同時に二人ふたり分ぶんの操作をする方法だ。本来はパフォーマンス要素が強いが、友達なんていないソロプレイヤーからすれば今回のイベントで取れる策はこれしかない。俺おれや千ち鶴づるのような高ランカーならばサブで育成しているマイカードの一、二枚は所持している。

「二人ふたり分ぶんのコーデを選ぶってのはなかなか新しん鮮せんだな……」

「うしろでぶつぶつうるさい、放つわよ」

　千ち鶴づるが二人ふたり分ぶんのアイドルのコーデを施ほどこし終えると、イベント仕様のライブがスタートした。通常はアイドル一人ひとりだが、二人ふたりで一つのユニットを形成している。いつもより画面にアイドルが一人ひとり多いだけで、とても華はなやかに映っている。

「うむ……これは見てるだけで楽しめるな」

「ええ……たしかに」

　画面のきらびやかな光景に思わず二人ふたりで頰ほおを緩ゆるめていたが、すぐに引ひき締しまる。画面上には二つのターゲットマークに、二本のノーツの流れが出現している。

「ノーツの処理も二人ふたり分ぶんか……左右同じ指の動きだから、そこまで難しくなさそうだが……」

「うるさい、気が散る。黙だまってて」

　はたして捌さばききれるか。

　そう心配した俺おれだったが、

「おお、けっこういけるじゃん」

「ふん……私を誰だれだと思っているのよ……！」

　千ち鶴づるは初めてのダブルプレイにとまどいつつも、なんとか曲を完走した。しかも、

「おお、出たじゃん、サンタコーデ！」

　通常はランダムで出現した三つのアイテムから一つを選せん択たくするシステムだが、排はい出しゆつ方法もイベント仕様らしく、画面にはリボンに包まれた箱が出現し、その箱からアイテムが一つ出てきた。イベント限定アイテムによくあるように、トップス、ボトムス、シューズ、アクセサリーの各部位がワンセットになったアイテムカードが、協力プレイということで、二枚排はい出しゆつされた。

「それにしてもいきなり目玉のサンタコーデ……ふーん、レアリティはＲレアか」

　アイテムカードのレアリティには、『Ｎ（ノーマル）』、『Ｒ（レア）』、『ＳＲ（スーパーレア）』の三種類がある。排はい出しゆつ率りつは『Ｎ』が89％、『Ｒ』は10％、『ＳＲ』は１％だ。

「よし、次は俺おれだ。とっとと席を替われ」

「…………」

「なんだ？　何かカードに不具合でもあったか？」

「………なんでもないわよ」

　さぞ自じ慢まんげにカードを見せびらかしてくると思ったが、意外とそんなことはなく、排はい出しゆつされたサンタコーデをなにやら難しい表情でじっと見つめながら、千ち鶴づるは席を立った。変な奴やつ。

「さあ、俺おれもやるぜ！　ダブルプレイ！」

　気合を入れて筐きよう体たいに百円玉を投入、〈みゆ〉を出現させ、イベント限定楽曲を選せん択たく。百円玉を再投入し、財さい布ふからもう一枚サブのマイカードを取り出し、〈しのぶ〉を登場させる。

　画面上には〈みゆ〉と〈しのぶ〉がまったく違ちがう衣い装しようを着て歌い踊おどっている。

「これはすごい、双ふた子ごみたいだ！」

　二人ふたりのライブが可愛かわいすぎておもわず笑えみをこぼしていると、

「気持ち悪い顔になってるわよ」

「気にするな」

　そして、ライブが終わり、アイテム排はい出しゆつ画面に移行し、

「やったぜ！　俺おれもサンタコーデだ！」

　排はい出しゆつされたのは狙ねらいのサンタコーデ。しかもＲレア。おおっ、今日きようはなかなか引きが良いいな！

　俺おれは意い気き揚よう々ようと席を立ち、千ち鶴づるに席を譲ゆずる。しかし、

「おい、なんだよ、浮うかない顔だな。そんなに俺おれがＲ引いたのが気に食わないのか？」

「……そうじゃないわよ」

　千ち鶴づるの顔はますます険しさを増していく。不思議な奴やつだな。

　そして、千ち鶴づるのライブが終わると、

「おお、三回連続サンタコーデのＲかよ！」

　なんと、排はい出しゆつされたのはまたしてもＲのサンタコーデ。

「すごいな今日きようは。どうかしてるぜ」

　しかし、千ち鶴づるは排はい出しゆつされたカードを眺ながめて一言、

「ぬるい」

「は……？」

　千ち鶴づるは訝いぶかしげに小さな顎あごに手を当て、

「おかしいわ。こんなに目玉のカードが排はい出しゆつされるわけがない」

「……まあたしかに、目玉カードがこうも容易たやすく手に入ると不安になる気持ちもわかるけどよ」

　とくに俺おれ達たちのようなキラプリ廃はい人じんにとって、正直刺し激げきが足りない。

　もっと、目を血走らせて、残り少なくなっていく所持金に絶望しつつ、苦労の果てに欲ほしかったアイテムを手に入れるのがイベントってもんだろう……。

「まあでも、良いいことには変わりないだろ。キラプリはあくまでゲーム慣れしていない小さい女の子がメインユーザーだ。今日きようからだれでも簡単に限定アイテムが手に入る仕様に変へん更こうしたんじゃねーの？」

　むしろ良いい改変だと思うけどな。

「そういうことじゃない……この異常な排はい出しゆつ率りつ……『あのとき』と酷こく似じしてる」

「あのとき？」

「キラキラアイドルフェスタよ」

　キラキラアイドルフェスタ。それは記念すべきキラプリ稼か働どう第一回のイベントである。

「えっ？　おまえ最初のイベントからキラプリやってんの!?　羨うらやましいなぁ！」

「まあね……でも、いまはそんなことはどうでもいいの。それより……このイベント……」

　千ち鶴づるは手に持ったカードを鋭するどい目つきでにらみ、

「きっと、『隠かくし要素』がある」

「……隠かくし要素？」

　千ち鶴づるはこく、とうなずき、神しん妙みような声こわ音ねで呟つぶやいた。

「……最上級レアリティであるＳＲのさらに上を行く……シークレット・スーパー・レア……『ＳＳＲ』が用意されている可能性が高いわ」

「ＳＳＲ……っ!?」

　千ち鶴づるの言葉に、俺おれの心臓がドクンと跳はねる。

　ＳＳＲ。

　それは、キラプリ廃はい人じん達たちが狂きよう喜き乱らん舞ぶする言葉。語かたり継つがれる伝説。

　九ヶ月前に稼か動どうスタートしたキラプリの、最初のイベントで実装された限定アイテム【なないろウェディングドレス】。稼か働どう初期でプレイヤー人口が少なかったことと、入手条件である達成スコアのあまりの高さと排はい出しゆつ率りつの低さで、手に入れた者がほとんどいないとされる、幻まぼろしのＳＳＲだ。

　キラプリ公式ホームページでもこの存在はいまだ明示されていない。

　噂うわさでは、ステータスのあまりの高さにゲームバランスが壊こわれる恐おそれがあるから、運営が密ひそかに闇やみに葬ほうむったのだといわれている。俺おれはその当時まだキラプリに触ふれてなかったので、ネット掲けい示じ板ばんでその画像を目にしたことが数回あるだけだ。

「ＳＳＲか……といっても、あんなの本当に持ってる奴やついるのか？」

「いるわ。だって私持ってるから」

「は？」

　千ち鶴づるは桜色のデッキケースから、一枚のカードを取り出して、俺おれの顔の前に差し出した。

　そのカードを見て、目が点になった。

「……え、ええ!?　はぁ!?　お、おまえＳＳＲ持ってんのかよ!?」

　目の前の現実に、思考が追いつかない。

　カードの左ひだり隅すみに表示されたレアリティには、金色に輝かがやく『ＳＳＲ』と表記されている。

　高ランカーの俺おれならわかる。この印刷の丁てい寧ねいさ、断じて贋がん作さくではない。公式が作った、本物のキラプリカードだ。

「驚おどろきすぎ。みっともないわね」

　俺おれは罵ば倒とうなんかよりも光ひかり輝かがやくカードのほうが気になり、手をわなわなさせ、

「な、なあ、ちょっと触さわらせてくれよ……！」

「い、嫌いやに決まってるじゃない……」

「じゃあ、せめて携帯で写真撮とらせてくれ！」

「そ、そんないきなり顔近づけないでっ」

「真横からでいいから！」

「やだっ！　鼻息かかってる！」

　おっといかん……カードのあまりの過激さについ取り乱してしまった。

　俺おれはごほんと咳せき払ばらいして、

「それにしても、すごいな……。いや、心から驚おどろいた。まさか本当に持ってる奴やつがいたとはな」

「ふん……私を誰だれだと思ってるのよ」

　千ち鶴づるは少し慌てた感じで、乱れた制服の襟えり元もとを正す。

　実物を初めて目にしたが、ホログラム加工が通常のそれと違ちがって異様に凝こっている。……ていうかこいつ、なにさりげない顔でＳＳＲ出してんだよ。驚おどろきすぎて天に召めされるかと思った。

「言ったでしょ。私はこれまで開かい催さいされたすべてのイベント限定アイテムを所持してるって」

「……おそろしい奴やつだな」

　ともかく、これでキラプリにはＳＳＲがあることは判明した。ならば、千ち鶴づるが推察するように、最初のイベント同様、今回のイベントにもＳＳＲが実装されているのだろうか。

　筐きよう体たいのバージョンアップ、クリスマスという現実に即そくした大型イベント、アニメ新展開突とつ入にゆう、そして協力プレイというまったく新しいシステムの導入。

　排はい出しゆつ率りつの類るい似じ性せいと、これでもかと詰つめこまれた盛り上がり要素を鑑かんがみれば、テンションの上がった運営がこっそりと隠かくし要素──ＳＳＲを、イベントに忍しのばせていてもおかしくはない。

「ちょっと探さぐってみるか……」

　俺おれはスマホを取り出し、ツイッターで検けん索さくをかける。廃はい人じん達たちが今回のイベントについてあれこれと意見交こう換かんしているはずだ。

「えっ？　ちょ、ちょっと待て、なんだこれ!?」

　画面をスクロールしていくと、とあるツイートが目に留まった。

　二枚の画像がアップロードされている。その画像は、ライブ中の画面をスマホで撮さつ影えいしたものらしく、そこにはＲとは絵え柄がらがまったく違ちがう──神こう々ごうしく──そして信じがたいほどに可愛かわいいサンタコーデをまとったアイドルが写っていた。

　さらにもう一枚の画像は、アイテムカードの写真。カードにはそのサンタコーデを着用したアイドルとアイドルランクが表示されている。アイドル名は黒く塗ぬり潰つぶされているが、ランクはなんと『きゅうきょくアイドル』の一つ下の『れじぇんどアイドル』。全国順位２～20位の誰だれかだ。

　そして、そのアイドルが着用している未知のサンタコーデのレアリティはスーパーレアを表す『ＳＲ』ではなく──『ＳＳＲ』と表記されている。

「おい、おまえ、ちょっとこれ見てみろよ……！」

　俺おれは思わず千ち鶴づるにスマホの画像を見せる。椅い子すに座すわって同じようにスマホをいじっていた千ち鶴づるは、眼光を鋭するどくして振ふり返かえり、俺おれのスマホの画像を覗のぞきこむ。額と額がくっつきそうになる。

「ち、近ぇよ」

　ちょっとどきっとした。俺おれはすぐにスマホに視線を戻もどす。

「……これは」

　千ち鶴づるの幼い瞳ひとみがはっと大きく見開かれる。

「……いたずら目的のコラ画像にしては出来が良すぎる………なにより仕事が早すぎるわ」

「……だよな。それに見ろ、このコーデ、他のレアリティに比べて可愛かわいさの貫かん禄ろくが違ちがう」

　決定的なのは、この『ＳＳＲ』のサンタコーデが印刷されたカード、ＲやＳＲとはあきらかにホログラム加工が違ちがう。千ち鶴づるの持っているＳＳＲの【なないろウェディングドレス】同様、もはや芸術作品だ。

　千ち鶴づるは小さな腕うでを組み、

「……公式のアイテムカードね」

「……いや、すごい、本当に可愛かわいいな、このコーデ……！」

　これを〈みゆ〉に着せたら、どれほど可愛かわいくなるのだろう。ゾクゾクする。想像しただけで昇しよう天てんしそうだ……！

「これはなんとしてでも、どんな手段を使ってでも手に入れねば……！」

「当然ね……！」

　しかし、問題は、このＳＳＲサンタコーデの入手条件だ。

　アップされているのは画像のみで、入手条件などの記き載さいは一いつ切さいない。

「なあ、おまえキラキラアイドルフェスタのときって、どうやってＳＳＲゲットしたんだ？」

「……イベントランキングで８位になったときに排はい出しゆつされたわ」

「まじか……８位て……すげぇなおまえ……」

　基本的に、キラプリは高難易度で高スコアを出せば、高レアリティのアイテムが出現する。

「……考えてもしかたねぇ。とりあえず『ＨＡＲＤ』でやってみっか！　さあ、そろそろ席を替われ」

「……しかたないわね」

　俺おれは千ち鶴づると席を替わると、筐きよう体たいに百円玉を投入、〈みゆ〉と〈しのぶ〉を登場させ、公式最高難度の『ＨＡＲＤ』を選せん択たくする。

「う、うお、さすがにハードのダブルプレイは難しいな……！」

　一人ひとりでプレイしているとも知らずに、大量のノーツの群れが無む慈じ悲ひに〈みゆ〉と〈しのぶ〉に襲おそいかかってくる。

「ぷっ。なにその低いスコア。あなたの算数のテストの点数かしら」

「うるせーよ」

　やっぱ、無理があったか。ミスタッチの許容量を超こえ、曲を完走することができなかった。ゲームオーバーになる直前に表示されたスコアはボロボロだった。

「……やっぱ、高ランカーと協力プレイしないと、ＳＳＲは手に入らないんじゃないか……？」

　さすがに『ＨＡＲＤ』のダブルプレイは無理がある。

「……」

　俺おれのプレイを目の当たりにした千ち鶴づるも、どうやら俺おれと同様の結論に行き着いているらしく、筐きよう体たいの前に座すわったまま、思案顔でうつむいている。難易度選せん択たく画面で指が止まったままだ。

「なにか手はないものか……」

　そして、俺おれは、ある案が浮うかんだ。

　が、すぐにそれを捨てた。

　それをするくらいなら死んだほうがマシだ。

「ぐぬぬっ……」

「おい、おまえ……」

　俺おれが悩なやんでいると、千ち鶴づるは『ＨＡＲＤ』を選せん択たくし、両手は１Ｐ側、右のひざの内側を２Ｐ側に添そえた。

　俺おれも足を使うしかないか、と一いつ瞬しゆん考えたが、さすがにそれはどうだろうと思ってなんとか踏ふみとどまったのに。こいつやる気だ。

　千ち鶴づるはライブが始まると、両手で左側の１Ｐボタン、ひざを器用に動かしながら右側の２Ｐボタンを押おしていく。２Ｐ側は最低限ゲームオーバーにならないプレイで乗り切る作戦だろう。とはいえ、ひざの使用はルール的にぎりぎりのラインだな……。

「お、おい、ちょっとそれは……」

　千ち鶴づるはプレイに集中してまったく気づいていないのか──後ろで待機している俺おれからは、千ち鶴づるのスカートが小さな腰こしのあたりまでめくれて、まっ白なふとももが露あらわになっている。ほっそりして、熱い指で触ふれればバニラアイスのように溶とけてしまいそうな無む垢くな白さに思わず瞳ひとみが吸すいこまれそうに──いかんいかんっ！

　俺おれは慌あわてて目をそらす。會かい田ださんじゃないんだし、なに小学生のあられもない姿をじっと見てんだ。

　つーかこいつ、このままのペースでいけば本当にクリアしちゃうんじゃ……。

「んんっ……！」

　そして、奮ふん闘とうのかいあってか、千ち鶴づるは体力ゲージを１割ほど残して、なんとか楽曲を完走した。

「す、すげぇ……ハードでダブルプレイ、まじでクリアしやがった……！」

「はぁ……はぁ……っ、わ、私が本気を出せば、こ、こんなもの、楽勝よ……っ！」

　イベントモードではスコアがリアルタイムで集計され、自分が全国で何位だったのかすぐに表示される。千ち鶴づるの叩たたき出したスコアは全国で73位だった。すげぇ。イベント開始直後とはいえ、二人ふたりで稼かせぎ出ださねばならないスコアを、一人ひとりで処理してこの順位。悔くやしいが、こいつの実力は本物だ……！

「さあ、出るか、ＳＳＲ……！」

　排はい出しゆつアイテム出現の演出に移行する。リボンにくるまれたプレゼントボックスの上うわ蓋ぶたがゆっくりと開いていく。中からはまばゆい光が漏もれ出す。ＳＳＲの排はい出しゆつの期待感が高まる。そして、

「おっ…!?　おぉぉ……」

　排はい出しゆつされたのは、ＳＲのサンタコーデだった。

「……」

　微び妙みような顔を浮うかべる千ち鶴づる。ステータスとホログラム加工の違ちがいはあれど、カードの絵え柄がらはＮからＳＲまで変わらない。まあ嬉うれしいっちゃ嬉うれしいだろう。けど、俺おれたちは既すでにその可愛かわいさを遥はるかに凌しのぐ、全く異なる可愛かわいいものがあることを知ってしまっているのだ。

　ただ、これで光明は見えた。

　セオリーどおり、高難易度のライブを高スコアでクリアすれば、高レアリティのカードが排はい出しゆつされた。

　つまり、ＳＳＲを狙ねらうならば、『ＨＡＲＤ』でバカ高いスコアを出せばいい。

　といっても、『ＨＡＲＤ』のダブルプレイで、コンスタントに高スコアを出すのは困難だ。

「なにか情報は出てないか……」

　さらなる攻こう略りやく方法を模も索さくするべく、スマホからキラプリ掲けい示じ板ばんに飛ぶ。ユーザーからはイベント内容をめぐって阿あ鼻び叫きよう喚かんになっている。とくに孤こ独どくなキラプリおじさん達たちの反応は悲ひ惨さんだ。さきほど二枚の画像がツイッターにアップされたことにより、ＳＳＲが密ひそかに実装されていることを知ったのはいいものの、あまりの攻こう略りやく難易度の高さに、入手を諦あきらめる意見も目立つ。だが、俺おれは諦あきらめない。信じれば夢は叶かなう。アニメのキラプリで俺おれはそれを学んだのだ……！

「おっ、これは……」

　そして、摑つかんだ。

　公式ツイッターの新イベントに関する追加アナウンスだ。

　先週頭に公開スタートした劇場版キラプリ。その来場者特典のアイテムカードに付属している『フレンドチケット』を筐きよう体たいに読みこませると、アニメのキャラクターが出現し、擬ぎ似じ的てきに協力プレイが可能、とある。

「なるほど、やっぱりソロプレイヤー救済案をきちんと出してきたか！」

　これで『ＨＡＲＤ』で２Ｐ側を自動操縦にすれば、難なく高スコアが得られる。キラプリ廃はい人じんは社会人が多い。搾しぼり取とれるところから搾しぼり取とろうというわけだ。ほらな、諦あきらめなければ夢は叶かなうのだ、お金で！

「よっしゃ、さっそく観みに行くぜ！」

　明日あしたは祝日、学校は休みだ。すでに公開開始日に映画を観みに行って特典をゲットしてたが、一昨日おとといわくわくらんどから脱だつ出しゆつした際に床ゆかにばらまいて紛ふん失しつしている。しかし、もう一度映画を観みて特典を貰もらい直せばいい。いいのだ、面おも白しろい映画は何度観みても面おも白しろい。弾はじけ飛べ俺おれのバイト代！

「ねえ、２位」

　俺おれがはしゃいでいると、千ち鶴づるが俺おれの顔を見上げてきた。

「なんだよ」

　てかいつのまにか２位って名前みたいになってるな。

「最も寄よりの上映館を調べたのだけど、この小こ倉くらって場所にいけばいいのかしら。県が違ちがうみたいだけど」

　千ち鶴づるが地図アプリを開いたスマホを俺おれの顔にズイと突つきつける。近ぇよ。

「……ああ、小こ倉くらは北きた九きゆう州しゆうだ。ここから電車で四駅先だ」

　市内にも一応映画館はあるが、規模が小さく、上映する映画も種類が限られている。劇場版キラプリを鑑かん賞しようするには、海を渡わたって、北きた九きゆう州しゆう一いちの繁はん華か街がいである小こ倉くらに行かなければならない。

「小こ倉くら……」

　千ち鶴づるはスマホに目を落としたまま不安げな表情でうつむいた。

「どうしたよ、おまえほどのプレイヤーなら劇場特典持ってんじゃねーの？　これでＳＳＲサンタコーデが手に入るかもしれねーんだ。テンション上がるだろ」

　千ち鶴づるはさんざんためらったあと、

「もってない」

「え？」

　幼い顔を悔くやしそうに歪ゆがめ、

「特典、もってない。まだ、映画、みてない」

「え、まじで？　キラプリ廃はい人じんのおまえが？」

　そういえば、最近ここに引ひっ越こしてきたとか言ってたっけな。忙いそがしくて映画を観みに行くヒマがなかったのだろう。

「……まあ、おまえも観みにいけばいいんじゃねーの。小学校も明日あした休みだろ。面おも白しろかったぞ、映画」

　とくに、主人公のキッコが序じよ盤ばんで敵幹部のアジトに潜もぐりこむために左官に変装するくだりなんて最高だ。アジトの壊こわれた壁かべを中なか塗ぬりゴテで修しゆう繕ぜんするシーンなんてすっげーぬるぬる動いていたぞ。どんだけ作画に力入れてんだ。

「つ」

「え？」

　千ち鶴づるに目を向けると、小さな肩かたをかすかに震ふるわせながら、

「……つれてって」

「は？」

　声が小さすぎて聞きとれないんだけど……。

「……えいが……つれて、いって」

「なんだよ？　もっと大きな声でしゃべれよ」

　千ち鶴づるは顔を真まっ赤かに染め、

「わたしをっ……えいがかんにっ……」

「……映画館に？」

「……っ！」

　千ち鶴づるは俺おれにつかみかかるようにして、叫さけんだ。

「つれていけっ！」

「うぉ……!?」

　な、なに言い出したんだ、こいつ……？

　耳の先まで真まっ赤かにして、ぷるぷると震ふるえる千ち鶴づるを注意深く観察していると、

「だ、だって……小こ倉くらの街って、こわいひとがいっぱいいるんでしょ……？」

「……あぁ、そういうことか」

　ようやくわかった。

　小こ倉くらの街は、めちゃくちゃ治安が悪いのだ。

　ネットでもよく『修しゆ羅らの国』として博はか多たがフィーチャーされているが、本当に世紀末してるのは小こ倉くらを含ふくむ北きた九きゆう州しゆう市しだ。大地は荒あれ果はて、素行不良の若者達たちの巣そう窟くつとなっている。

　千ち鶴づるも編入時に、担任の先生に、この町から海を隔へだててすぐ隣となりの小こ倉くらの危険性を十分に説かれたのだろう。

「こ、小こ倉くらの人と目が合うと、ケンカになるんでしょ……？」

「まあ……そういうことはよくあるな」

「と、トゲ付き肩かたパッドをつけたひとたちがバイクに乗って道路を走ってるんでしょ……？」

「うーん……そういうやつもたまにはいるな」

「ぜ、全員戦せん闘とう民族で怒おこると地球を割っちゃうんでしょ……？」

「さすがにそれはねーよ！」

　こいつ、学校の先生にどんな教え方されたんだよ。さすがにそこまでひどくねーよ。

「……うぅぅ」

　千ち鶴づるはうつむいて、ハムスターの赤ちゃんみたいに弱々しく震ふるえている。

「……普ふ通つうに、親に連れてってもらえば？」

「…………パパもママも忙いそがしい」

「そ、そうか……」

　まあ、家庭の事情もそれぞれあるしな……。なんかまずいこと聞いちまったかな……。

「………っ」

　千ち鶴づるは、死ぬほど悔くやしそうに唇くちびるをかみしめて俺おれをにらみつけてきた。

「いや、こええよ……」

　なんか喋しやべれよ……。

　しだいに、千ち鶴づるの大きな瞳ひとみがじわりと潤うるんできた。

「……ぅ」

「お、おい！　おまえ、待て待て！」

「うぅぅぅぅぅ……！」

　猫ねこのうなり声のような音を引き結んだ唇くちびるから漏もらし始める。

「あーっ、翔しようちゃんなにしてるのー？」

　會かい田ださんが搬はん入にゆう口ぐちからとたとたと駆かけ寄よってきた。やべっ。

「あっ、千ち鶴づるちゃん泣いてる！　どうしたの千ち鶴づるちゃん？　翔しようちゃんにおっぱいさわられたの？」

「そんなことしませんよ！　會かい田ださんじゃないんだから」

「うぅぅぅぅぅぅぅぅ……！」

「…………友達と観みに行けよ」

「うぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ……！」

　千ち鶴づるはうなり声をやめない。

　……まあ、引ひっ越こしてきたばかりだしな。それに小５にもなれば女児向けアニメを観みに行く同級生を見つけるのも大変だろう。最近の小学生はただでさえませてるし。むしろ千ち鶴づるがちょっと珍めずらしいくらいだ。てかそもそも学校でもこんな無愛想な態度取ってたらどっちにしろまともに友達できてなさそうだな。

「翔しようちゃんっ。ほんとはなにがあったの？」

「……キラプリの映画観みたいから、小こ倉くらに連れてけって言うんですよ」

「えー？　それくらい連れてってあげなよぉー！　千ち鶴づるちゃんかわいそうだよー」

「い……いやですよ」

　こんなもんかわいそうなことあるか。そもそも、親しん戚せきの子でもないのに、出会ったばかりの女子小学生と一いつ緒しよに映画を観みに行くなんて普ふ通つうに考えておかしいだろ。ありえねぇって。

　千ち鶴づるはしばらくうーうーうなっていたが、

「……もういい、ひとりでいく」

　決意を固めたのか、小さな声でつぶやいた。

「えーだめだめ千ち鶴づるちゃーん」

　會かい田ださんがすぐさま心配そうに千ち鶴づるの両りよう肩かたに手を置き、

「小学生が小こ倉くらに一人ひとりでいったら絶対あぶないってー。ましてや可愛かわいい女の子だよ？　おっかない兄にいちゃんたちに絶対さらわれちゃうよー」

「そ、そんな物ぶつ騒そうなことそうそうありませんって」

　と思うが、ありえなくもない。そう思わせるくらい、あの街はやばい。正直俺おれも千ち鶴づると同じ歳としの頃ころは、一人ひとりで行くのはかなり勇気が要いった。

　會かい田ださんは俺おれをじっとりした目でにらみ、

「翔しようちゃんがそんな冷たい男の子だとは思わなかったー。わたし女の子泣かす人きらいだなー」

「そ、そうですか……」

　會かい田ださんにそう言われたら少々応えるな。だが、俺おれは敵に塩を送るような真ま似ねはしない。ＳＳＲサンタコーデは俺おれだけが手に入れればいいのだ。ふはは。

「あ、そうだ！」

　會かい田ださんはポンと手を打った。

「映画館に千ち鶴づるちゃん連れてかないと、翔しようちゃんのこと出禁にするね♪」

「はっ!?」

　なんで!?　どんなことがあっても俺おれのこと出禁にしないってさっき言ったじゃん！　あの笑え顔がおはなんだったの!?

「どうするのー？　どうするのー？　キラプリできなくなっちゃうよー？　ジャンケンゲームもできなくなっちゃうよー？」

「いや、ジャンケンゲームはべつにいいです……」

　ていうかあんなのやってるの會かい田ださんくらいしかいないし……。

「ふふーん。どうするの～？」

　會かい田ださんが楽しそうに俺おれに詰つめ寄よる。俺おれは千ち鶴づるの顔を見下ろす。

　千ち鶴づるは恨うらめしそうに、じっと俺おれの顔を見上げている。

　くっそ、まじかよ……！

　なんでこいつと……いや、でも出禁だけはマジで洒落しやれにならん……！

　俺おれはしばらく考えた末──頭をくしゃくしゃとかいた。

「…………わかりましたよ」

「わーいやったー！」

　會かい田ださんは両手をあげて大喜びした。

　……さすがに出禁は勘かん弁べんだからな。気分屋の會かい田ださんならホントにやりかねない。キラプリができなくなる。そうなったら俺おれはストレスで死んでしまう他ない。

「デート♪　デート♪　しっぽり、しっぽり♪」

　會かい田ださんは大はしゃぎで囃はやし立たて、

「よかったねー千ち鶴づるちゃん！　翔しようちゃん映画に連れてってくれるってー♪」

　千ち鶴づるの小さな両手を握にぎって上下にブンブンと振ふる。されるがままの千ち鶴づるは、俺おれを上目づかいでじっとにらみ続けている。

　……はぁ……なんでこうなんだよ……。
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「遅おせぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　翌日。

　俺おれはマルワの入り口の横に設置されたベンチに座すわって、千ち鶴づるの到とう着ちやくを待っている。

「くっ、なんで俺おれがあいつなんかと……」

　背を丸めて冷えきった体を缶かんコーヒーで温めながら、硬そうな雲が流れる空を仰あおぐ。

　なぜあんなむかつく女子小学生と休日の行動を共にしなきゃなんねーんだよ……。

「……てか、あいつ本当に来んのかよ……？」

　腕うで時ど計けいを確かく認にんする。午前十時十二分。待ち合わせ時間から、もう十分以上過ぎてる。

　遠くの海岸から吹ふく冷たい風が頰ほおをはげしくなぶる。

「……ひとりで行くか……」

　さすがにあほくさくなってきた。冷えきった缶かんコーヒーを一気に飲み干し、ゴミ箱に捨て、ベンチから腰こしを上げると、

「おそい」

「うおっ！」

　振ふり返かえると、千ち鶴づるが突つっ立たっていた。

「な、なんだおまえ、いたのかよ」

　びっくりして、まじまじと千ち鶴づるに見入る。

　いつもの制服姿とは違い、高級感のあるシックな黒を基調としたドレスに身を包んでいる。あどけなさを強く残す首周りは精せい緻ちな刺し繡しゆうが施ほどこされた純白のレースで華はなやかに彩いろどられ、華きや奢しやな脚きやく部ぶを包みこむ黒タイツには可愛かわいらしいチェック柄がらが入っている。

　い、いいコーデじゃん……。

　初めてこいつの私服を目にしたが、なかなかわるくない──いやむしろ、大人おとなびた雰囲気と幼さが奇跡的に同居した千ち鶴づる本来の個性を存分に引き立てた、見事なコーデだ。まさにお人形のような、見ているとなんだか庇ひ護ご欲よくを強烈に刺し激げきされる幼い可愛かわいさに溢あふれている。

「遅おそすぎるんだけど」

　千ち鶴づるは小さな腕うでを組んで、仏ぶつ頂ちよう面づらでそう言った。

「お、遅おそい、って、なにが」

　おっといかん。なに小学生に見とれてんだ。千ち鶴づるの声で我に返ると、

「ずっと、駐ちゆう輪りん場じようで待ってた」

「え？」

　百科事典のように巨きよ大だいなカードファイルを入れているであろうリュックサックを背負い、愛用の品なのか、いつもマイカードを入れている桜色のデッキケースを腰こしに引ひっ掛かけている千ち鶴づるをしばらく見つめて、
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「ああ、第二駐ちゆう輪りん場じようのほうか？」

　マルワの駐ちゆう輪りん場じようには第一と第二がある。店内の入り口前だしスペースも広いのでみんな第一を使う。千ち鶴づるはおそらく店の裏手にある第二の方で俺おれを待ってたんだろう。あそこにはベンチもないので、おそらくずっと立ちっぱなしで。

「あなたの勝手なルールなんて知らない。なぜ事前にきちんと場所を指定しないの？」

「そんなこと言ったってな……」

　よく見ると、千ち鶴づるはずっと寒風に晒さらされていたせいか、ただでさえ肌はだが白いのに、顔の血が引いて雪のように真っ白になっていた。いつもの薔ば薇ら色いろの唇くちびるは寒々しい紫むらさき色いろだ。黒いタイツに包まれた小さなひざこぞうがかすかに震ふるえている。待ちくたびれて、駐ちゆう輪りん場じようが二箇か所しよあることを遅おそまきながら知り、こちらに俺おれを探しにやってきたんだろう。

　どれくらい待ってたんだろう。この寒い中……。

　まあ、ちょっと説明不足だったか……。

　俺おれはため息をつき、

「……ほら、これ」

「？」

　俺おれがポケットから取り出した、小さく折りたたんだメモ紙を受け取ると、千ち鶴づるは怪け訝げんそうに小さな指で広げる。そして、眉まゆをピクリと動かした。

　紙には、俺おれのスマホの電話番号が記き載さいされている。

「なぜあなたの連れん絡らく先さきを書いた紙を渡わたされなくてはいけないの？」

　千ち鶴づるは俺おれの行動の意味を汲くみ取とりかねているのか、眉み間けんに皺しわを寄せる。

　説明するのめんどくせぇな……つってもこのまま不ふ審しんがられるのもむかつくし……。

　俺おれは頭をかいて、

「小こ倉くらで、もしまたこんなことがあったら困るだろ。念のためだ。はぐれたり、何か緊きん急きゆう事態が起きたら、連れん絡らくしてこい」

　せっかく映画を楽しもうとしてるのに、千ち鶴づるが迷まい子ごになったり、不測の事態に陥おちいったときに面めん倒どうくさいことにならないようにするため、今け朝さ用意してきたのだ。誠まことに遺い憾かんだけどな。

　千ち鶴づるは腕うでを組んだまま、じっと俺おれの顔を見つめてしばらく考かんがえこんだあと、

「……わかった」

　どうやら納なつ得とくしたらしい。仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、スカートのポケットにもぞもぞと紙を押おしこんだ。

「さ、ここにいても寒いだけだし、とっとと行こうぜ。駅はここから十分もあれば着く。おまえも自転車取ってこい」

　俺おれは自転車に歩み寄り、鍵かぎを開ける。

「なにぼーっとしてんだよ。おまえも自転車で来たんだろ、早く取ってこいよ」

　店の裏手にある駐ちゆう輪りん場じようを親指で指し示す。自転車にまたがり、突つっ立たったまま動かない千ち鶴づるを眺ながめていると、

「徒歩で来た」

「いや、徒歩で来た、じゃねーよ。自転車で集合って昨日きのう別わかれ際ぎわに言ったじゃん」

　引ひっ越こししたてでわくわくらんど以外のこの周辺の地理がよくわからない千ち鶴づるは、案の定最も寄よりの駅の場所もわからなかった。そのため、わざわざ駅よりも遠いマルワ集合にしたのだ。

「私が乗れるわけないじゃない、自転車。そんなこともわからないの？」

「えええ～～～……」

　なんでこいついちいちこんな偉えらそうなの？　貴族なの？　てか自転車乗れないなら昨日きのうの時点で言えよ。

「……まあいいや、乗れよ、うしろ」

　徒歩だとここから駅まで三十分以上かかる。不服だが、この寒い中二人ふたりでちんたら歩くよりマシだ。ていうか徒歩では電車に間に合わない。

　むむ、と千ち鶴づるは顔をしかめる。

「……違い反はん、二人ふたり乗のりは」

「しょうがねーだろ、歩いてたら時間無くなっちゃうぞ。早く映画観みたいのなら、早く乗れ」

「……」

　すると、千ち鶴づるはためらったあと、俺おれの自転車の荷台におずおずと近寄り、小さなお尻しりを乗せてすました顔でお嬢じよう様さま座ずわりをした。荷台の端はしをつかみ、無言で俺おれと距きよ離りを取る。いちいち挙動がむかつくな。

「さて、出発だ」

　俺おれは自転車のペダルを踏ふみこむ。ガタン、と車輪が回る。思ったよりもあぶないと感じたのか、千ち鶴づるは荷台の端はしから手を離はなし、俺おれの服の裾すそを両手でつかんだ。

　駐ちゆう輪りん場じようを出て、両側に田んぼと畑が延々と続く県道を走る。

　七年前にマルワができたことですっかり客を吸われたこのあたりの個人商店は年としの瀬せなのにもかかわらず死んだようにひっそりとしている。俺おれが生まれたときからある洋よう菓が子し店の店先には、あと二日後に迫せまったクリスマスの飾かざり付つけがさびしげに揺ゆれていた。

「そんなに危ないの、小こ倉くらって」

　枯かれ木きが立ち並ぶ、車がほとんど通らない道沿いをひたすらペダルを漕こいでいると、俺おれの耳に千ち鶴づるの声が届いた。風になびく千ち鶴づるの長い髪かみの先がちらちらと視界の隅すみに映る。

「ああ？　まーなぁ。とりあえず小学生が一人ひとりで行くようなところじゃないな。行けばすぐにわかる。あ、でもゲーセンにキラプリが二台もあるぞ、二台も」

「そう」

　関心無さげにつぶやく千ち鶴づる。おいおいちょっと待て、もっと驚おどろけ。この点だけでもこの田舎いなかと違ちがって、今から行く街がどれほど都会かわかるだろうに。

「……まあ、つってもおまえが前いたような場所とは比べものにならないくらいしょぼいだろうけどな」

　俺おれはふと、千ち鶴づるが以前住んでいたであろう大都会を思おもい浮うかべる。ゲーセンにキラプリが四台も設置されている、活気に満みち溢あふれた街。羨うらやましい限りだ。たった一台のキラプリの筐きよう体たいを偶ぐう然ぜん出会った他人と取り合いになるようなこともないんだろうな。

「やっぱここよりも都会のほうが楽しいか？」

　白い息を吐はきながらなんとなく尋たずねる。

「……べつに。変わらないわ」

　千ち鶴づるの小さな声がかすかに背中に返ってくる。

「それに」

「それに？」

　しばらく押おし黙だまったあと、千ち鶴づるは口を開いた。

「どこにいるかよりも、誰だれといるかのほうが大切よ」

「……お、おう」

　なんだか意味ありげなこと言うな、こいつ。あまり普ふ通つうの小学生らしくないな……。

「……もうそろそろ駅に着くぞって、あれ？」

　ペダルを漕こいでいるうちに見えてきた駅前には、女子高生らしき私服の集団がたむろしていた。

　その中に、死ぬほど見慣れた顔があった。

「しょ、翔しよう吾ごっ？」

「うぇ、夏なつ希き？」

　駅前の小さな石せき碑ひの前で自転車を急停止させる。駅前にいたのは、幼なじみの夏なつ希きだった。

　昨日きのうの昼休みの屋上での出来事が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　……なんか、屋上で喧けん嘩か別わかれっぽくなったんだよなぁ……。

　俺おれが変なこと言ってしまったせいで……。

　そういえば昨晩は珍めずらしく夏なつ希きは納な屋やに顔を出さなかった……。

　しかし、このまま無視して通り過ぎるわけにもいかないので、

「……なんだ、おまえも小こ倉くら行くのか？」

　俺おれが頰ほおをかきながら声をかけると、

「ち、ちがうよ、小こ倉くらじゃないよ。シーモールだし……今日きよう、カラオケ半額なんだ」

「そ、そうか……おまえ、カラオケ好きだもんな………」

「う、うん……」

「……」

「……」

　き、気まずい……。

　俺おれは意味もなく自転車のカゴの縁ふちに視線を逃にがす。

　夏なつ希きも視線を下ろし、左手の竹刀しないダコをいじっている。

　どうしたもんかな……。

「ん………？」

　顔を上げてチラリと俺おれを見た夏なつ希きは、一いつ瞬しゆんうろんな目つきになり「んんん～？」と眉まゆ根ねを寄せながら俺おれの右側に回りこむ。どうしたんだこいつ。

　そして、夏なつ希きの顔がみるみる青ざめていく。

「だ、だれ、後ろに乗っけてるの」

　やばい！

　夏なつ希きに出会った衝しよう撃げきですっかり失念してた。

　俺おれは今、自転車の荷台にお嬢じよう様さま座ずわりしている千ち鶴づるを乗っけてんだった……！

「こ、この子、一昨日おとといわくわくらんどにいた女児だ……！」

　夏なつ希きは千ち鶴づるを指さして、アワアワと取り乱し、

「つ、ついに、翔しよう吾ごが、ゲームと現実の区別がつかなくなって、本物に手を出しちゃった……！」

「ち、違ちがう！　そうじゃないんだ！　……ちょっと！　そこの女子たち!?　なに内ない緒しよ話ばなししてんの!?」

　夏なつ希きの友達の女子三人が俺おれと距きよ離りを取り、輪になってひそひそと耳打ちしあっている。やめろ！　田舎いなかの無む駄だに強固なネットワークによりよからぬ噂うわさが一いつ瞬しゆんにして地元を駆かけ巡めぐるじゃないか！

　俺おれはすぐさま夏なつ希きに、

「じ、実はこいつ、俺おれの友達の妹なんだよ、妹！　三人で小こ倉くら行く予定で、そいつ遅おくれるから俺おれとこいつだけで先に現地に行くことになってさ！　いやーほんと困ったよーははは！」

「翔しよう吾ご友達いないじゃん」

「……」

　夏なつ希きはげんなりしながら、

「ホントやめなよ……このご時世しゃれんなんないから…………とりあえず、翔しよう吾ごが幼女誘ゆう拐かいしちゃったって今からいすずさんに電話するね……」

「俺おれのお袋ふくろを下の名で呼ぶな、恥はずかしいだろなんか……てか、やめろ、やめてくれ、そのスマホをしまうんだ！」

「いすずさん出るかなー……？　まあ出なかったら警察に電話しよ……」

「ばっ!?　おい、やめろ！」

　俺おれは振ふり返かえって荷台に乗っている千ち鶴づるをひじでつつき、

「おい、おまえもボサッとしてないでなんか言えよ！　このままじゃ映画どころじゃなくなるぞ!?」

「…………」

　千ち鶴づるは、なぜかめちゃくちゃ緊きん張ちようしていた。

　小さな体をこわばらせ、口を真一文字に引き結んだまま、うんともすんともいわない。

「ちょっ、おまえ、ＳＳＲ欲ほしいんだろっ!?　一いつ緒しよに小こ倉くら行けなくなるぞっ!?」

「ぅ……」

「だったら夏なつ希きへの誤解を解いてくれ！」

「……ほ」

　そうしてようやくかすれる声で、

「ほ、ほんとうです……わ、わたしがこの人を誘さそって、小こ倉くらに行きたいと言い、ました……」

「おいおいなんか言わされてる感がすげぇんだけど」

　言ってることはすべて真実なのに。誘ゆう拐かいの嫌けん疑ぎが晴れるどころか、むしろガチっぽさが増したよ。

　周囲の女子達たちもますます引いている。

　とくにあのおさげ髪がみにしてる女子なんて半泣きだ……たしか同じクラスの……名前なんだっけ……いや今はそれどころではない！

「なぁ夏なつ希き、考え直せ。俺おれとおまえの仲だろっ……？」

「……う～ん……」

　夏なつ希きはあごに手を当て探たん偵ていのような目つきで、うつむいている千ち鶴づるの表情を注意深く観察する。

「まぁ……この子もおとなしく自転車の後ろに乗ってるし……嫌いやがってないみたいだし……」

　夏なつ希きは「うん」とうなずき、

「まあ翔しよう吾ごにも、どうしようもない事情があるんだよね」

　夏なつ希きは俺おれの肩かたにぽんと手を乗せてきた。

「そういうことにしといてあげる」

「お、おう。まあ、そうだな」

　言い方がちょっと怪あやしいけど。しかし、多くを語らずとも理解しあえる。やっぱり幼なじみって素す敵てきだ。今日きようの夏なつ希きはなんだか天使に見える。

「じゃあ、このこと、いすずさんに黙だまっててあげるから、ちょっとだけお金貸して？」

「え」

「だって翔しよう吾ご、港の荷下ろしのバイトで稼かせいでるじゃん！　ちょっとくらい幼なじみに貸してよ♪」

　そ、そうきたか……！

　夏なつ希きの目は『これ以上こじらせるのは得策じゃないよね♪』──と言っている。……ああ、俺おれも同意だよ。言葉にせずとも通じあえるから幼なじみって素す敵てきだ。俺おれは悶もだえ苦しみながら財さい布ふから二千円を取り出した。

　夏なつ希きは「んん～？」と言い、

「翔しよう吾ご、最近の女子高生が四人いたら二千円じゃ足りないよ！　あと二千円、プラス！」

「……おまえ」

　まさに外げ道どう！　俺おれは半泣きになりながら大切な四千円を夏なつ希きに手て渡わたした。

「ほらよ」

「ありがと、しょーご♪」

　夏なつ希きは再び天使のような笑えみを俺おれに投げかけると友達の輪に戻もどり「カラオケいこー！」とはしゃぎながら、駅の改札を抜ぬけてホームへと消えていった。

「くっ……とんでもない奴やつに会ってしまった……」

　俺おれは涙なみだをこらえながら千ち鶴づるの乗った自転車をカラカラ押おして駐ちゆう輪りん場じように向かう。自転車を止めると、千ち鶴づるは荷台からすとんと降りた。傷物にされた乙女おとめの気持ちで自転車の鍵かぎを閉めていると、

「……あの人、幼なじみだったのね……」

　夏なつ希きが消えていった駅舎を眺ながめながら千ち鶴づるが呟つぶやいた。俺おれはうんざりとした気持ちで鍵かぎをポケットにしまいながら、

「ああ、そうだよ。幼なじみと思いたくねーけどな。そういやおまえ一昨日おとといわくわくらんどであいつと会ったんだったな」

　わくわくらんどで夏なつ希きに首根っこを引っ張られて退店したときのことを思い出す。あれは本当に悪夢だった。いまでもちょっと頸けい椎ついに甘あまい痛みが残っている。

「……仲がいいのね」

　千ち鶴づるは小さな声でポツリと言った。

　なんとなく、さびしげに聞こえたその声に反応して、千ち鶴づるを確かく認にんする。駅のほうを向いているので、背中からはその表情はうかがえない。

「あれが？　どう見たらそう見えるんだよ。家がたまたま隣となりなだけだよ」

　生まれた時から今までほぼ毎日顔を合わせている。男友達みたいな感覚だ。

「あんなに綺き麗れいでよくできた人が幼なじみなんて、あなたにはもったいないわね」

「うるせーよ。てか、あいつが綺き麗れい……そんなんじゃないだろあれは」

　しかしまぁ……客観的に見ればそうなのかもしれない。というのも、あいつは小学校の頃ころからしばしば異性に告白されているのだ。でもやっぱり、俺おれからすれば狂きよう気きの沙さ汰たである。たしかに明るくて良いい奴やつではある。が、いかんせん一いつ緒しよにいる時間が長すぎてもはや異性として見れない。それはむこうも同じだと思う。それにしても、告白してきた奴やつらを「剣けん道どうで忙いそがしいから」という理由で全部断ってるっていうんだからえげつない。

「そろそろ電車来るな。ほら、行くぞ」

　ホームからベルが鳴り、線路の向こうから電車がのろのろと入ってきた。灰色と黄色のツートンカラーの、見るからに芋いも臭くさい二両編成の電車だ。俺おれはいまだ駅のほうを見つめてぼんやり佇たたずんでいる千ち鶴づるを促うながして駅舎の中に入った。

「……な、なんなの、あれ……？」

　券売機で切きつ符ぷを買っていると、俺おれのあとについてきた千ち鶴づるがホームに入ってくる電車を無人改札ごしに眺ながめながら目を丸くしている。

「に、二両……？　動くの、あれで」

「見りゃわかるだろ。ガンガン動くよ。ほら、おまえもとっとと切きつ符ぷ買えよ」

「なんで二両しかないの？　少なすぎるでしょう」

「は？　むしろ多いくらいだろ」

　基本この路線を走る電車は一両編成だ。休日や通勤通学時は今みたいに二両編成になったりする。

「私が前にいたところは、十六両編成だったわ」

「じゅ、十六両……？　なにそれ合体するの？」

　俺おれと千ち鶴づるはお互たがいにカルチャーショックを受けつつ切きつ符ぷを買う。改札を抜ぬけるとき、壁かべにかかっていた時刻表を見た千ち鶴づるはさらに絶句した。

「な……なぜこの時刻表は真っ白なの？」

「安心しろ、なにも問題ない。一時間に一本であってる。むしろ多いくらいだ」

「私の前にいた場所は三分おきに電車が来てたんだけど……」

「は……？　どういうこと？」

　改札を抜ぬけホームに入ると、ちょうど夏なつ希き達たちが一両目に乗のりこんでいた。俺おれは千ち鶴づるとともに後ろの車両に乗った。

　車内には休日にもかかわらず乗客はほとんどいなかった。車両の中ほどまで進み、クロスシートに千ち鶴づるとはす向かいで座すわる。足元から吹ふき付つける暖だん房ぼうが冷えた身体からだに心地ここち良よい。

　車しや掌しようの吹ふく笛のするどい音がしたあと、ゴトリ、と電車が動き出す。生まれたときからほとんど変化のないさびれた町並みが車窓を流れはじめた。

　とくに喋しやべることもないので、俺おれはスマホでキラプリの情報を集めることにした。千ち鶴づるはこれから出向く校区外に緊きん張ちようしているのか、うつむいて、所在なげに小さいひざこぞうをもじもじとこすりあわせている。

　ほんと変なところで真ま面じ目めだなこいつ。こころなしか今日きようは朝から口調が硬かたいし。その上夏なつ希きにはほとんど喋しやべれていなかった。わくわくらんどではあんなに暴君ぶりを発揮しているのに。外では普ふ段だんこんな感じなのだろうか。

　前の車両から、夏なつ希き達たちの楽しそうな喋しやべり声がかすかに耳に届いてくる。

「言い忘れた、おいおまえ、靴くつ下したの中にちゃんと千円札入れてきたか？」

　スマホを見ながら、はす向かいに座すわる千ち鶴づるに声をかけた。「は？」という千ち鶴づるの怪け訝げんそうな声が返ってきて、

「なんでそんなことしないといけないの？」

「そりゃもちろん、身ぐるみはがされたときに帰宅するための最低限のお金を死守するためだろ」

「……私わたし達たちが今からいくところは、ほんとに日本なの？」

「まあ、地図的にはな………そろそろ乗のり換かえだ。降りるぞ」

　電車が下しもの関せき駅えきに到とう着ちやくする。千ち鶴づるを伴ともなって小こ倉くら行きの電車に乗のり換かえた。車窓からは海と造船工場が見える。巨きよ大だいなクレーンと建造中のタンカーの群れ。小さい頃ころから変わらない、うんざりしつつも、なんとなく落ち着く風景だ。

　しかし、本州を離はなれ関かん門もんトンネルを渡わたり、小こ倉くら駅を降りた瞬しゆん間かん、その心地ここち良よい空気が変わったことを肌はだで感じた。

「な、なにあれ……」

　千ち鶴づるがこわごわと駅前のアーケードを指さした。

　そこには、うんこ座りでメンチを切っている中学生、ワンカップ片手に野の良ら犬いぬとケンカしているサラリーマン、モヒカン男の大軍を率いて真っ黒な馬に乗る巨きよ漢かんなど、フリーキーな住民でごった返していた。

「……この街はどうなっているの、いったい」

「……あんまりキョロキョロするな」

　あまりの世紀末な光景に千ち鶴づるは顔を真まっ青さおにして口をつぐむ。俺おれの心もかすかに怯ひるむ。

「俺おれだってな、小４のときに初めてこの街に来たときはここが日本だということを心の底から疑ったさ……でもな、信じがたいが、大都市圏けんと違ちがって地方にはこういう街が、実在するんだ」

「……」

　街のモラルハザードっぷりにドン引きしている千ち鶴づるの細い肩かたに、俺おれは声をかける。

「……映画館のある場所はここから歩いて二十分くらいだ。それまでのあいだ、誰だれとも目を合わせないように極力下を向いて歩け」

「……わかった」

　千ち鶴づるは小さな指で俺おれの服の裾すそを握にぎり締しめる。この街の異常性を本能的に察したのか、俺おれの言うことに珍めずらしく忠実に従い、千ち鶴づるは下を向いたまま小さな歩ほ幅はばで俺おれの後ろを歩く。

「にしても、今日きようはバカに賑にぎやかだな……」

　年末ということもあり、街は悪い意味で活気に満みち溢あふれていた。巨きよ大だいアンプとギタリストを搭とう載さいしたトゲだらけのトラックを追いかけるパトカーの群れ、路上で鎧よろいを売るヒゲオヤジ、魔ま法ほうみたいな呪じゆ文もんを詠えい唱しようしあっているローブ姿の老人と少女、南米帰りのような極ごく彩さい色しきのカクテルドレスに身を包み、煙管きせるを吹ふかす艶あでやかな女性。

「ここ、同じ日本の街なの……？」

「これが……小こ倉くらだ」

　千ち鶴づるは異国のスラム街を歩くように、終始怯おびえきった表情を浮うかべている。俺おれの服の裾すそを握にぎり締しめる指の力がしだいに強まっていく。

　さすがに千ち鶴づるへの心の負担が大きすぎるかもしれないな……。

　悩なやんだ末、ちょっと遠回りになるが、アーケードを出て、北側の区画へ足を踏ふみ入いれた。

「こ、こっちは安全なの……？」

　ひと気のない通りを不安げな表情で見回す千ち鶴づるに、

「こっちもこっちであぶないんだけどな……」

　一見閑かん散さんとしているが、商店街にいる個性的な面々とは……怖こわさの純度が違ちがう。それこそ絶対に目を合わせてはいけない人ひと達たちが多く住む区画だ。

　千ち鶴づるが俺おれの服の裾すそをすんすんと引っ張り、

「え、映画館ってあれのこと……？」

「ん？」

　こんなところに映画館……？

　千ち鶴づるが指さす右手の建物に視線を向けると、

「うおっ……!?」

　そこには、冬なのにタンクトップを着たマッチョの男二人ふたりが仲なか睦むつまじく手を取り合って『漢おとこ座ざ』と書かれた看板を掲かかげた建物に今まさに吸すいこまれているところだった。

「は、はやくっ、はやく入りましょっ」

　千ち鶴づるもつられるように足を向けた。

「ち、ちげぇよ！　待て！　たしかにここも映画館だが、ここは普ふ通つうの映画館じゃねぇ！」

「？　何が違ちがうのいったい」

　俺おれは息を吞のみ、小さな声で、

「……ここは、薔ば薇ら族ぞくのための映画館だ」

「ばらぞく？」

「……おまえは知らなくていい」

「なによ、教えなさいよ」

　何食いついてきてんだよこいつ。小学生特有の、好こう奇き心しん溢あふれる瞳ひとみで俺おれを見上げてきやがって。

　話題を転じるべく、

「そ、そんなことより！　そろそろ昼だし、映画の前に腹ごしらえしようぜ！」

　腕うで時ど計けいを確かく認にんする。午前十一時十二分。上映開始の十二時五分までまだ時間がある。

「べつに……私はお腹なかすいてないわよ」

　くぅ～～。

　千ち鶴づるのお腹なかあたりから小さなかわいい音が鳴った。

「ほら、おまえもお腹なかすいてんじゃねーか。我が慢まんしてんじゃねーよ」

「ぅぅ……」

　顔を赤くしてうつむく千ち鶴づる。素す直なおじゃないやつだな。

「……じゃあ寒いし、ラーメンでも食うか。おまえ食ったことある？」

「ば、ばかにしないで。それくらい食べたことあるわよ」

「そうか。ならいいけど」

　周囲を見回すと、すぐ近くに、赤い暖簾のれんに『男だん々だん』と染そめ抜ぬきされたラーメン屋があった。このあたりは普ふ段だん来ないし、せっかくだから新規開かい拓たくしてみるか。

　千ち鶴づるを伴ともなってガラス戸を開け店に入った瞬しゆん間かん、

「く、くさっ……なんなのここ……地じ獄ごく？」

「なに言ってんだ、天国じゃねーか」

　千ち鶴づるは鼻をつまんで店内をドン引きした表情で見み渡わたす。

　壁かべには刃は物ものでえぐったような穴が所々に開いていて、カウンターでは従業員が聞きなれない異国語……なんかアジアっぽい言語で客と摑つかみ合あいの喧けん嘩かをしている。しかし他の客は慣れっこらしく、黙もく々もくと麵めんをすすっている。

　そして、なんといっても、この匂におい。

「……芳かぐわしい……」

　俺おれは目を閉じて深々と息を吸う。初めての店だが、これは期待できるぞ。『とんこつ臭しゆうのきついラーメン屋にハズレ無し』だ。親おや父じの格言を思い出す。旅行雑誌記者としていつも全国各地を飛び回っている親おや父じいわく、九州以外のとんこつラーメン屋の多くは、普ふ段だん食べなれていない人にもとっつきやすいように臭くさみをかなり取っているらしい。だからパンチが足りない。気合の入ったとんこつラーメン屋は店の中が独特の匂においで充じゆう満まんしているというのだ。

　俺おれはカウンターの空いている席に腰こしを下ろし、

「さーて硬かたさどうすっかな……っておい、なにやってんだおまえっ？」

「っ……！」

　千ち鶴づるは入り口に突つっ立たったまま、口と鼻に手を当てて、必死に息を止めていた。

　今にもぶっ倒たおれそうなくらい顔が真まっ赤かになっている。

「おい！　死にたいのか!?　早く息を吸え！」

　慌あわてて駆かけ寄よって千ち鶴づるに呼吸を再開するよう促うながすと、

「ぷはっ……もうだめっ……限界」

　しばしばこの地に足を運ぶ俺おれと違ちがって、九州のラーメン屋の匂においを嗅かぎ慣れていないのだろう。千ち鶴づるは目をぐるぐる回して足元をふらつかせている。

「もう、お店、出る……」

　千ち鶴づるがガラス戸に手をかけた瞬しゆん間かん、

「オーダー！　ハヤク！」

　取っ組み合いをしていた客をのしたアジア店員は、千ち鶴づるに向かって怒ど鳴なった。

「あきらめろ。この街のラーメン屋は一度店に入っちまうと、何か食うまで出られないぞ」

「……くっ」

　迷った末、千ち鶴づるはしかたなく俺おれのほうに歩いてくる。靴くつの裏が床ゆかにベタベタ張り付く感覚に顔をしかめながら、俺おれの隣となりに座すわった。

「おまえ麵めんの硬さどうする？　よくわかんねーなら俺おれと同じでいいか」

「……硬さ？　……言っている意味がよくわからないけど、とにかく私は食べないわよ。鼻をつまんでおくから、あなた一人ひとりで召めし上あがりなさい」

「すみませーんとんこつハリガネふたつー」

「あなた今ふたつって言ったわね。放つわよ」

「いいから黙だまって食えっての」

　不服そうな顔でアジア店員の調理している様子を眺ながめていた千ち鶴づるは、眉まゆをひそめて小声で、

「……ちょっと待って、今あの店員、全然麵めんを茹ゆでないで丼どんぶりに入れたわ」

「そりゃハリガネだからな」

「ハリガネ？　私は人間よ。ロボでもないのにそんなものは食べないわ」

「ロボて。大だい丈じよう夫ぶだよ、麵めんの硬さのことだ。客側で指定できるんだよ」

「……ほんとに大だい丈じよう夫ぶなの？」

「つべこべいわずに待ってろっての」

「オマチドゥ」

　アジア店員からカウンター越ごしにラーメンを二丁出される。厚切りのチャーシューに、青ネギのみのトッピング。男らしい。そしてこの湯気と一いつ緒しよに立ち上る深い香かおり。口内に唾だ液えきが溢あふれる。さっそく割わり箸ばしで麵めんをたぐろうとすると、

「……おい、食べないのかよ」

　千ち鶴づるは目の前のラーメンにまったく手をつけようとしない。強ごう情じような奴やつめ。

「!?」

　凄すさまじい殺気。

　厨ちゆう房ぼうの暗がりから、店長とおぼしき巨きよ漢かんがこちらを射殺さんばかりに睨にらんでいた。

「い、いいからほら、一口でも食ってみろって」

　このままでは殺やられる。俺おれはスープを掬すくったレンゲを千ち鶴づるの口元に近づける。

「いやっ！　くさっ！　くさいくさい！　臭くさいっ！」

　そのとき、巨きよ漢かんの手から千ち鶴づるめがけて光る何かが飛来した。

　──出で刃ば包ぼう丁ちようだ！

　そう悟さとったときには、すでに出で刃ば包ぼう丁ちようの切っ先は千ち鶴づるの顔の真横を通過し、背後の壁かべに突つき刺ささっていた。

「「……」」

　ビーンと壁かべに突つき立たったまま揺ゆれる包丁を見つめ、

「……ほ、ほら、おまえもとんこつにされたくなきゃ、観念しろ」

「もががっ……」

　悪いと思いつつ、千ち鶴づるの口に無理やりスープの入ったレンゲをあてがう。白目をむく千ち鶴づる。薔ば薇ら色いろの唇くちびるの隙すき間まにスープがかすかに侵しん入にゆうする。小さな喉のどがこくんと嚥えん下げする。幼い相そう貌ぼうが紙のように真っ白になる。

　あ、こいつ死んだかも……。

　そう思った直後、千ち鶴づるの瞳ひとみに生気が宿った。

「お、おいしい……！」

　顔中が、パアァッ……！　と音が出そうなほど輝かがやきを放った。

「ほらみろ、とんこつラーメンは世界一おいしいんだよ。高菜も食い放題だから遠えん慮りよせず食えよ」

「うん！」

　よほどお気に召めしたのか、千ち鶴づるは子犬のように一いつ生しよう懸けん命めい小さな口にラーメンをかきこみ、またたく間に完食してしまった。
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「まあ、それほどわるくはなかったわね。二度と来ないけど」

　店を出たあと、千ち鶴づるはすました顔でハンカチを口元に当てた。

「スープまで飲み干した奴やつのセリフかよ。とんこつの匂においプンプンさせやがって」

　俺おれは千ち鶴づるを連れて大きな石橋を渡わたりながら前方を指さし、

「映画館はあの建物の中にある。そして、あの中に……俺おれ達たちのパラダイスがある……！」

「……ついに、来たのね……私のパラダイス！」

「おまえだけのかよ」

　ちらりと千ち鶴づるの横顔を見る。

　普ふ段だんの大人おとなびた表情は引ひっこみ、初めての遠足にはしゃぐ幼よう稚ち園えん児じのような、あどけない笑えみが浮うかんでいる。

　なんか、すっげー嬉うれしそうだな。

　映画館を前にして興奮が抑おさえきれなくなったのか、いつもと違ちがって……子どもらしい顔してやがる。

　……おっといかん、見入ってしまった。

　石橋を渡わたり終えた先にある商業施し設せつの正面入り口には、すえた臭においのするアーケード通りと違ちがって、休日を楽しむ健全な家族連れやカップルで賑にぎわっていた。

「くぅ……！　心が躍おどるぜ……！」

　上階に進むエスカレーターに乗り、

「そういえばおまえ、『マジカル☆キラキライト』持ってきた？」

「……」

　映画キラプリではライブシーンで、観客が『マジカル☆キラキライト』と呼ばれるキラプリ公式のペンライトを振ふってキッコ達たちを応おう援えんするのが習わしとなっている。べつに公式のペンライトじゃなくてもいい。俺おれ達たちの声せい援えんにより、主人公のキッコ達たちの歌とダンスがより輝かがやくわけである。物語と観客が一体となって盛り上がる最高の演出だ。これ考えた人ほんと天才だと思う。

「ふん……あんな子どもじみたことするわけないでしょ。映画は静かに見るものよ」

「おいおい、なんだよ大人おとなぶりやがって…………よっしゃ！　着いたぞ！」

　四階の映画館に到とう着ちやく。

　館内に入ると、至る所にクリスマスのイルミネーションが施ほどこされている。券売機の横にはキッコの等身大パネルが設置されている。思わず歩調が速くなる。

「あいつ、ほんと金持ってるな……」

　券売機で二人ふたり分ぶんのチケットを入手していると、千ち鶴づるは売店で、劇場限定のキラプリグッズを買かい漁あさっていた。

「おまえ、なにそれ？」

「どう、すごいでしょ」

　俺おれのもとに戻もどってきた千ち鶴づるはキラプリのフィギュア付きの『メロンソーダ』と『明めん太たい子こチリドッグ』のセットを小さな両手で抱えて満足げな表情を浮うかべている。てか明めん太たい子こチリドッグて。なんで映画館にこんな九州感バリバリなもん置いてんだよ。こんなもん注文する奴やついるのか？　目の前にいた。

「てかおまえ、さっきラーメン食ったばっかだろ……まだ食うの……？」

「う、うるさいわね、成長期なのよ」

　そんな小さな身体からだのどこにそんな食欲を秘めているのか。小学生は謎なぞである。

　千ち鶴づるとともに七番の劇場入り口へ向かうと、

「あっ！　ねぇ２位！　見てこれ！　アニメの原画が展示されてる！」

「あんまりガラスケース触さわっちゃだめだぞ……てかこんなところでまで『２位』って呼ぶのなおまえ」

　もはや完全に名前になってるな。

「……まったく、楽しそうにはしゃぎやがって」

　千ち鶴づるは俺おれの言葉も耳に入っていない様子で、ガラスケースに鼻先がくっつきそうになるくらい、キラプリアニメの原画を食い入るように見つめる。

　すごく楽しそうだけど……こいつ、普ふ段だんあんまりこういうとこ来たことないのかな。

「って……おい、千ち鶴づる！　あそこに顔入れるパネルがあるぞ！」

　おいおい！　こんなパネル、先週観に来たとき置いて無かったぞ!?

　俺おれはすぐさまキッコの等身大パネルの顔が空いているところに首を入れ、

「おい、写真撮とってくれ！」

「いや、それはちょっと……」

「えっ……なぁ、置いてくなよ、写真、撮とってくれよ………！　このままじゃ恥はずかしいだろ……！」

　一人ひとりでどんどん劇場入り口へ歩いて行く千ち鶴づるは、ふいに立ち止まって、くるりと振ふり返かえり俺おれのもとに戻もどると、パネルの裏から俺おれの腰こしをぐいっと引っ張り、

「ほらもう、いくわよっ」

「いててっ、首が、首がもげるっ！　……て、やばっ、そろそろ映画始まっちまう！」

「ねっ、ねっ、はやくいきましょっ」

「ああ……いくぜ！　天国へのゲート！」

「それじゃ死んじゃうみたいじゃない……いくわよ、狂きよう乱らんの宴うたげへ！」

「おまえのほうがやばいよ。なんだよ狂きよう乱らんて」

「いいのよなんでもっ！」

　はしゃぐ千ち鶴づるに服をぐいぐい引っ張られて劇場入り口へ向かうと、チケットもぎりのお姉ねえさんに入場券を手て渡わたす。代わりに来場特典が封ふう入にゆうされた、黒いビニールの包みを手て渡わたされる。

「ふふっ、テンション上がるぜ……！」

　そうさ、俺おれはこれが欲ほしかったのさ……！

　包みの中には、アイテムカードに付属した、アニメキラプリの五人のキャラクターの「フレンドチケット」がランダムで一枚入っている。

　歩きながら黒いビニールを開かい封ふうする。

　一体誰だれが出るか……！　こういう瞬しゆん間かんはいくつになってもわくわくするぜ。

「おおっ！　これは……！」

　飛び出してきたのは、くしくも、三日前にわくわくらんどで紛ふん失しつした、主人公の友達であり帰国子女の『アリシア』のフレンドチケットだった。

「よっしゃあああああ！　戻もどってきたぁ！」

　心に温かさがこみ上げる。戻もどってきてくれたかアリシアよ、俺おれのもとに……！

「そっちはどうだ？」

　となりを歩く千ち鶴づるの手の中にあるカードを確かく認にんすると、

「あぁ!?　それ『もも』じゃん！　いいなぁ！　俺おれ『もも』も好きなんだよ！」

「あげないわよ」

「ほ、欲ほしいとは言ってないだろ……つーかおまえほんと引きいいよなぁ……」

　釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱いだきつつ、千ち鶴づるとともに劇場内に入る。グッバイもも、また今度必ず迎むかえにいってやるからな……！

「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！　すげぇぇ、満員だ！」

「わぁぁぁっ……！」

　薄うす暗ぐらい内部はすでに大勢の客で賑にぎわっていた。先週と同様、やはり女児向けアニメなので、親子連れが多い。若い女性の単独客もけっこう座すわっている。早くキッコ達たちに会いたいのだろう、幼い子ども達たちがキッコ達たちの名を叫さけんでいる。わかる、わかるぞ！　俺おれも叫さけびそうになってるもの……！

「ここにいる全員がキラプリが好きだって考えると……胸が熱くなるな……！」

「うんっ……！」

　同好の士が一堂に会するこの高こう揚よう感かん。この劇場にいるみんなが仲間だという一体感に血が沸わき立たつ。

　やっぱ好きな映画は何回来ても良いいもんだな！

「さて、『マジカル☆キラキライト』のチェックするか」

　席に座すわると、場内がさらに薄うす暗ぐらくなった。子ども達たちの興奮の声が劇場内の各所から湧わき上あがる。心しん拍ぱく音おんが高くなる。

　椅い子すの下で『マジカル☆キラキライト』の点灯具合をチェックしていると、

「おまえ、さっきからなにリュックサックの中モゾモゾしてんの？」

　左ひだり隣どなりに座すわる千ち鶴づるに声をかけると、

「うっ、うるさいわね……なんでもないわよ」

「いっとくけど『マジカル☆キラキライト』は貸せないぞ？　一本しか持ってきてないからな」

「だ、だから、べつにいいって！」

　そのとき、千ち鶴づるの左ひだり隣どなりから声をかけられた。

「よかったら、使って下さい」

「「っ!?」」

　ものすごく渋しぶい声に反応して俺おれと千ち鶴づるが左ひだり隣どなりの席に目をやると、灰色のスーツ姿のダンディな男が、孫に微笑ほほえみかけるような大らかな笑え顔がおで、千ち鶴づるに『マジカル☆キラキライト』を差し出していた。

　や、やだ、さりげない心づかい……キラプリおじさんカッコイイ……！

「やったじゃん！　これでおまえもキッコ達たちに声せい援えん送れるぞ！」

　自分が楽しむだけじゃなく、他人のことも慮おもんぱかる。まさにキラプリ紳しん士し。

　俺おれもこうありたいものだぜ……！

　しかし千ち鶴づるはキラプリ紳しん士しと目を合わせず、

「……あ、ありがとうございます、でも、へ、へいきです……」

「……そうですか。では、使いたくなったらいつでも仰おつしやって下さい」

　キラプリ紳しん士しは差し出した『マジカル☆キラキライト』を笑え顔がおで引ひっ込こめた。

　押おしつけがましくなく、去り際もＣＯＯＬ。まさに紳しん士し！

「もったいないなぁ。せっかく貸してくれるっていうのに。素す直なおに借りとけよ」

「うぅぅ………」

　千ち鶴づるはまごまごして唇くちびるをとがらせている。つーかなんでこいつ俺おれ以外の人には人見知りするのに、俺おれには容よう赦しやないの？　理り不ふ尽じんじゃね？

　本編が始まる前に、キッコがスクリーンに登場し、『マジカル☆キラキライト』の使い方のレクチャーが始まった。


『「マジカル☆キラキライト」をふるときは～、まわりのおともだちにあたらないようにきをつけてふってね！』



「はーい！　って痛ぁ!?」

　コツン！　と左のこめかみに突とつ起き物ぶつが当たる。左ひだり隣どなりに目をやると、

「おまえ！　『マジカル☆キラキライト』持ってきてんじゃねーか！」

　千ち鶴づるがピカピカとピンク色に光る『マジカル☆キラキライト』を握にぎりしめていた。

「う、うるさいわねっ」

　千ち鶴づるが手にしているのは、五種類ある『マジカル☆キラキライト』の中でも、もっとも低年ねん齢れい向けのピンク色のかわいいデザインのやつだった。

「しかも二本！　俺おれより応おう援えんする気満々だったんじゃねーか」

「う、うるさいうるさいっ」

「いてっ!?　てか先っぽ当てんなよ！　キッコの話ちゃんと聞けよ！」

　キッコの説明が終わり、場内がさらに暗さを増す。

「さぁ！　いよいよ始まるぞ……！」

「うんっ……」

　千ち鶴づるは両手に『マジカル☆キラキライト』を握にぎりしめて、ぐっとスクリーンに見入る。

　床ゆかについていない足をせわしくなくパタパタさせ、幼い瞳ひとみは期待と興奮を宿し、スクリーンから放たれる光を反射しながらキラキラしている。
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　照明が消えた劇場内で、いよいよ映画が始まった。







　　　＊＊＊







　一時間半後。

「わかんねー奴やつだな、あのシーンはそういう意味じゃないんだよ」

　映画館を出た俺おれと千ち鶴づるは、同じ階にある喫きつ茶さ店てんのテーブルで向かい合わせに座すわった。

　上映終了後、映画の感想で言いあいになり、立ち話どころじゃなくなったのだ。

「あなたこそちゃんと観みてたの？　あのシーンではキッコの瞳ひとみをあえてカメラに映さず、ミラの表情にフォーカスを当てることに終始していたわ。あれはあきらかに監かん督とくの作さく為い。つまり今回の映画の要よう諦ていは、主人公のライバルであるミラの成長物語よ」

「たしかにな、たしかにそれも見どころのひとつだろうけど、やっぱメインテーマは主人公のキッコが一度は寿す司し職人を志すもののやっぱりアイドルの夢を捨てきれずに仲間のもとに帰ってくる復活劇だ。キッコが刺身包丁をマイクに変えて、ももに抱だきつくシーン、あれはアニメ史に残る名場面だ」

「ちがう、ミラ」

「キッコだよ」

　俺おれと千ち鶴づるはいがみあったまま、ふんと目線をそらしあう。千ち鶴づるはいちごオレのストローをがじがじと嚙かみつぶし、俺おれはコーヒーをがぶがぶと喉のどに流ながし込こむ。やっぱり映画は一人ひとりで観みにいくものだとしみじみ思う。

「まあ、でも……あのシーンはやっぱ最高だったな」

　俺おれがぼんやりつぶやくと、千ち鶴づるはストローをがじがじしていた口を止め、

「……そこだけはあなたに同意ね」

　映画の終しゆう盤ばんで、それまではライバル関係だったキッコとミラが、お城の扉を二人ふたりで開けて、お互たがいのコーデを交こう換かんしながら舞ぶ踏とう場じようへの階段を駆かけ上のぼるシーン。最高にグッと来た。

「そういえばおまえ、キッコが『かいじょうのみんな！　わたしたちにせいえんをおくって！』って呼びかけたとき、周囲の幼女にまぎれて『キッコ、がんばれー！』って叫さけんでたよな」

「だ、だって……そうしないとキッコ負けちゃうから」

「まぁ……たしかにな」

「あ、あなただって、ラストシーンでボロボロ泣いてたじゃない。鼻水すする音すごかったんだけど」

「しかたないだろ。キッコもミラも頑がん張ばってたんだから」

「まぁ……そうね」

　むかつくこともあったけど……こいつと映画観みに行くのも、けっこう、楽しいかもな。

　こいつもなんだかんだで楽しんでたみたいだし。

　ちょっとは、連れてきたかいがあったかもしれねーな。

「さて、特典も手に入れたし、とっととわくわくらんど行こうぜ…………ん？　どうしたよ、ほら立て」

「……」

　俺おれが伝票を持って席を立っても、千ち鶴づるは動こうとせず、両手に小さな顎あごを乗せ、ストローを唇くちびるでくわえたまま、店外のなにかにじっと目を凝こらしていた。視線の先をたどる。

　ゲームセンターだった。

「あー、あそこ、キラプリあるんだったな」

　うん、すっげー気持ちわかるぞ。

「やってくか」

　千ち鶴づるは瞳ひとみを輝かがやかせて、こく、とうなずいた。

　いつもと違ちがう場所でやるキラプリもまた格別だもんな。

　俺おれと千ち鶴づるは店を出て、喫きつ茶さ店てんのはす向むかいにあるゲームセンターに入った。

「やっぱ都会のゲーセンはしゃれてんな……って、おいおいなんだ、このふがいない歌とダンスは。これがハイスコアのライブかよ」

　キラプリの筐きよう体たいの前で、俺おれと千ち鶴づるは同時に不敵な笑えみを浮うかべた。

「ふん、コーデのセンスがまだまだね」

　高レアコーデによるごり押おしのハイスコア。千ち鶴づるはそんなハイスコアが気に食わないのか、素す早ばやく財さい布ふから百円玉を取り出し、筐きよう体たいに投入する。

「イベントモードに挑いどみたいところだけど」

「ああ。それどころじゃないな」

　イベントモードは通常モードと異なり、筐きよう体たい独自のスコアランキングには関かん与よしなくなる。筐きよう体たいのハイスコアを塗ぬり替かえるべく、通常のライブを選せん択たくした千ち鶴づるは阿あ修しゆ羅らのような表情で〈ちづる〉に目が覚めるほど可愛かわいいコーデを施ほどこしてゆく。そして、

「おお、エキストラハードでいくか……！」

「当然よ」

　地じ獄ごくのようなノーツの群れを次々に撃げき破はしていく。鬼き神じんのようだった千ち鶴づるの顔が、徐じよ々じよに嗜し虐ぎやくの笑えみで満たされていく。鬼おにが笑う。凄すさまじい表情だ。

「……おまえ、俺おれのハイスコアを破ったときもこんな顔してたのか……」

「ふふ……愉たのしいわね、キラプリは……！」

　こ、こえぇ……。

　ドＳ魂だましいを煽あおられた千ち鶴づるの本気プレイにより、ライブを終えた〈ちづる〉は、難なく筐きよう体たいのハイスコアを塗ぬり替かえた。

「よっしゃ、次は俺おれだからな」

「待って。まだやりたりない。もっと私の〈ちづる〉でこの筐きよう体たいのスコアランキングを蹂じゆう躙りんするわ。一位から十位まで全部〈ちづる〉の名前で埋うめ尽つくしてやるわよ……！」

　うわぁ……変なスイッチ入っちゃってるよこの子。

「じゃ、じゃあ俺おれトイレ行ってくるから、それ終わったら替われよな」

　千ち鶴づるは俺おれの言葉も耳に入らない様子で、キラプリあらしに没ぼつ頭とうする。

　持ち前の美び貌ぼうと相まって末すえ恐おそろしいやつだ……将来こいつと付き合う男は大変な目に遭うだろうな……そんなどうでもいいことをしみじみ思いつつ、俺おれはトイレに向かった。

「うわ……やばいことになってる」

　二分後。トイレから戻もどると、筐きよう体たいの椅い子すに座すわる千ち鶴づるに、トゲ付き肩かたパッドをつけたモヒカン男と袖そでなし革かわジャンを着たサングラスの男がなにやら絡からんでいた。小こ倉くらにはこういうやつらが本当にいるから困る。

　遠くからかすかに彼かれらの会話が耳に届いてくる。

「おい、きさんなんオレらのハイスコア消しとるんかちゃ」

　ええ～……こいつらキラプリプレイヤーなの……？

　稼か働どうする場所が違ちがえばプレイヤーの質まで変わるのか。まさにキラプリヤンキーだ。

「おい！　なんか言えちゃ！」

　モヒカンに大声で凄すごまれた瞬しゆん間かん、千ち鶴づるの小さな体がビクッと震ふるえる。大人おとなに本気でキレられた体験がないのか、うつむいたまま目を白黒させる。この街の不良は子ども相手にもマジギレするからたちが悪い。

　しかたねぇ……小こ倉くらに同どう伴はんした以上、年長の俺おれが保護者みたいなもんだしな……。

　俺おれは深呼吸をし、二人ふたりのキラプリヤンキーに歩み寄った。

「おい」

「なんやきさん？」

　こちらをえげつない顔で睨にらみつけてくるモヒカン。恐こえぇ。なんで目の周り黒く塗ぬってんだよ……しかし、下手に出るとかえってまずい。

「幼女先せん輩ぱい、困ってんじゃねーか」

「何言いたいんかちゃこら？」

　モヒカンが俺おれの襟えり元もとに手を伸のばす。とにかく手を出すのが早い。もはや獣レベル。会話なんてほとんど通用しない。俺おれは襟えり首くびに触ふれたモヒカンの手首を左手で摑つかむと、竹刀しないの柄つかのように強く握にぎり締めた。

「あてててて！」

「お、おい!?」

「文句があるならコーデとライブで示せよ。その最低限のルールすら守れないやつは、キラプリプレイヤーなんかじゃねぇ。帰りな」

　モヒカンの手首を放して、サングラスの男の体にどんと押おし付つけた。

「き、きさんまじボテボテにしちゃーけぇ！」

「おい」

　かたわらにいるサングラスがモヒカンの肩かたに手を乗せる。耳打ちし、何かを納なつ得とくしたモヒカンとともにすごすごと筐きよう体たいの前から去っていった。

　ふぅ……おっかねぇ……。

「おまえ、大だい丈じよう夫ぶか。殴なぐられたりしなかったか」

　いつのまにか俺おれの服をつかんで放心状態になっていた千ち鶴づるの安否を確かく認にんする。

　千ち鶴づるははっと我に返り、ぶんぶんと首を横に振ふる。

「まあ、ケガがなくてなりよりだ……てか、いっつも俺おれを脅おどしてる防犯ブザー、いまこそ使わないでどうするよ」

　千ち鶴づるは何も言わず、じっとうつむいている。

　……まあ、あまりに怖こわくてなにもできなかったんだろう。

　俺おれがいなくなった隙すきに、あいつらに声をかけられて、心底恐おそろしい思いをした千ち鶴づるの姿が脳のう裏りに浮うかんだ。

「……まあいい。さ、おまちどうだ。特別に連コインしていいぞ」

　俺おれはキラプリの筐きよう体たいを親指で指し示し、

「キラプリやって、いやな気持ちなど忘れてしまえ」

「……」

　千ち鶴づるはしばらくじっとしていたが、静かに百円玉を財さい布ふから取り出すと、椅い子すに座すわり直し、筐きよう体たいに投入した。しかし、着せるべきコーデでも悩なやんでいるのか……なかなか画面が先に進まない。

「なんだよ。早くしろよな。ぶっちゃけ俺おれも早くやりたいんだよ」

　今日きようはまだキラプリに触さわっていない。禁きん断だん症しよう状じようで体がちょっと震ふるえそうだ。

「……あの」

「なんだよ」

　何かを言おうとしているが、言葉がすっと出てこない。そんなもどかしい様子だったが、結局何も言わず、千ち鶴づるはライブをスタートさせた。

　なんだよ、いったい……言いたいことがあるなら言えっての。

「おいあれ見ろちゃ！　幼女先せん輩ぱいがでたん可愛かわいいライブしよるぜ！」「すげぇ！　あげな可愛かわいいコーデ初めて見たばい！」「本人もぶち可愛かわええー！」「まるで妖精ばい！」

「え……？」

　振ふり返かえると、さきほどの二人ふたりに加え、違ちがうモヒカン達たちがキラキラと瞳ひとみを輝かがやかせてこちらに集まってきた。こ、こいつらもキラプリやってんの……？


「「「「「幼女先せん輩ぱいさすがッス!!」」」」」



　モヒカン達たちは千ち鶴づるに殺到し、

「もっかい！　もっかいライブしてくれやぁ！」「オ、オレの〈めぐみ〉のファッションチェックしてください！」「俺おれの家に一いつ緒しよに住んでくだせぇ！」「妖精の国のお姫様ばい！」「幼女先せん輩ぱいを讃たたえよ！　幼女先せん輩ぱいを讃たたえよ！」

「え、えっと……」

　人ひと垣がきの隙すき間まから困こん惑わくの表情を浮うかべた千ち鶴づるが、輪の外の俺おれを見てきた。

　……まったく、変な連中によく絡からまれる奴やつだな……。

「すみません、ちょっと」

　むくつけき男たちの肉の壁かべをかきわけ、椅い子すに座すわった千ち鶴づるの手を引く。ゲームセンターの出口に向かって俺おれは走り出した。

「ああ!?　なんオレらの先せん輩ぱい独ひとり占じめしとるんや！」

「追え！　先せん輩ぱいにもっとコーデを学ばせてもらうんじゃぁ！」

　ゲーセンを出て行く俺おれ達たちを、モヒカン達たちが目を血走らせてドタバタと追いかけてくる。

「お、おい、ほら駅まで走るぞ！　捕つかまったら二度と帰れなくなるぞ！」

「き、気安く手に触ふれないでっ！」

「やべ！　捕つかまる！　……ああもう足遅おそいなおまえ！」

「きゃあ!?」

　暴れる千ち鶴づるを抱かかえ上あげ、エスカレーターを五段飛ばしで駆かけ下おりる。一階の噴ふん水すい広場に到とう着ちやく。背後を振ふり返かえると、

「うわ……まだいる」

　千ち鶴づるを抱かかえ直し、駅を目指して駆かけ出だす。橋を全速力で渡わたり、雑ざつ踏とうで溢あふれる大通りを走はしり抜ぬけ、交差点を左折し、

「……このままじゃ追いつかれるな……」

　足を止め、周囲を見回す。

「あっ……！」

　千ち鶴づるが何かに気づいて路地裏を指さす。

　居酒屋の勝手口の横に、小こ汚ぎたないロッカーが口を開けている。

「いくぞ！」

　路地裏に足を踏ふみ入いれ、表面がボコボコになったロッカーに千ち鶴づるとともに身を隠かくす。

　モヒカン達たちが近づく荒々しい足音が薄うすい扉とびら越ごしに聞こえる。

「ちょ、ちょっと、近い……！」

「あいつらが通り過ぎるまでの我が慢まんだ」

　ほとんど密着状態で、俺おれのみぞおちに小さな鼻をうずめた千ち鶴づるが、うめき声をあげる。

「なにもこんな汚きたない所に、汚きたない生物と一いつ緒しよに詰つめこまなくてもいいじゃない」

「汚きたない生物って俺おれのことか」

　みぞおちにある千ち鶴づるの顔を見下ろす。

　胸の前で小さく握にぎりこぶしを作り、顔を真まっ赤かにして涙なみだ目めになり、上うわ目め遣づかいで俺おれを見上げる千ち鶴づると目があった。

　どきっとした。

　目をそらした。

「……」

「……」

　な、なに変な空気になってんだよ……！

「!?　つ、つーかとんこつくせぇ！　おまえとんこつラーメン食いすぎなんだよ！」

「あ、あなたもくさいわよっ！　ばかっ！」

　ちくしょう！　ロッカーの中がとんこつ臭しゆうでいっぱいだ！
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「うぅぅぅぅ……！」

　身体からだを密着させているのが堪たえきれなくなったのか、千ち鶴づるは涙なみだ目めのまま、猫ねこみたいなうなり声をあげて、俺おれの横よこっ面つらをぽかぽか叩たたく。

「い、いってぇな、やめろ、落ち着けって！　外にバレるだろ！」

「んんんんん～～！」

　ぶんぶん振ふり下ろされる千ち鶴づるの小さな両手をつかもうとするが、千ち鶴づるは俺おれに手をつかまれるのを阻はばむように、振ふり上あげた腕うでをあっちこっちに振ふり回まわす。ロッカーの内部がガンガン揺ゆれる。

「おい、あの中だ！」

　やばい、バレた！

　ロッカーの扉とびらを勢いよく開け、千ち鶴づるを抱かかえて走り出す。

「きゃっ!?」

「黙だまってろっての」

　俺おれは千ち鶴づるを地面に落とさないようにしっかりと担かつぎ、駅に向かって走った。







　　　＊＊＊







　十分後。

　千ち鶴づるを担かついだまま小こ倉くら駅の改札口に到とう着ちやくすると、荒あらくなった呼吸を整えた。

「はぁ……はぁ……ここまで来れば、大だい丈じよう夫ぶだろ」

　すさまじく体力を消しよう耗もうした。体力にはそれなりに自信があったんだが。

　小さいとはいえ、人間を担かついで全力疾しつ走そうするのがこんなにしんどいとは……。

「……そろそろ、おろしてくれないかしら」

「ん？　ああわるい」

　千ち鶴づるを地面に降ろす。千ち鶴づるは俺おれからススッと距きよ離りを取った。

「さぁ……とっとと地元に帰ってわくわくらんど行こうぜ」

　俺おれはふらふらと券売機に向かう。千ち鶴づるが黙だまってついてくる。切きつ符ぷを買ってホームへ降りると、すでに到とう着ちやくしていた下しもの関せき行きの電車に乗のりこんだ。

　クロスシートに向かい合わせに座すわる。電車が発車する。俺おれも千ち鶴づるも、物を言えないくらいに疲つかれていた。

　関かん門もんトンネルを抜ぬけると、夕日に照らされた造船所が姿を現した。

「やべ……眠ねみぃ」

　気を抜ぬいたら眠ねむっちまうな……。

　目をこすっていると、

「……２位」

「えっ？」

　正面からいきなり千ち鶴づるに声をかけられて思わず顔を上げると、

「……なんだ、寝ね言ごとかよ」

　疲つかれ果はてて、電車にやさしく揺ゆられることで緊きん張ちようが解けたのだろう。窓に小さな頰ほおをくっつけて千ち鶴づるはうとうとしていた。

「あなた……まだまだね……２位……」

「……こいつ、夢の中でもキラプリしてんのか……」

　とんだキラプリバカだ。俺おれも人のこと言えないけど。

「……まったく、気持ちよさそうに寝ねてやがる」

　眠ねむたい頭でぼんやりと千ち鶴づるの寝ね顔がおを眺ながめる。

　幼い頰ほおを預けた車窓から差さしこむ夕日を綺き麗れいな黒くろ髪かみが艶あでやかに反射している。あどけなさを色いろ濃こく残す目元には長い睫まつ毛げがかかり、起き伏ふくの少ない胸が寝ね息いきに合わせて微かすかに上下している。

　この安らかな寝ね顔がおだけ見れば、本当に歳とし相応の、かわいい女の子に見える。いつもこうだったらいいんだけどな……。

「……おい、着いたぞ、起きろ。乗のり換かえだぞ」

　電車が停車する。

「ぜんぜん起きねぇなこいつ」

　声をかけてもスースー寝ね息いきを立てるだけ。

　ちょっと躊ちゆう躇ちよしたが、しかたなく肩かたを軽く揺ゆする。

　扉とびらが開き、外の冷気が車内に流ながれこみ、

「……むにゃ」

「目ぇ覚めたか」

「……っ」

　寝ねぼけていたのが恥はずかしいのか、千ち鶴づるは俺おれに起こされたと気づいて、恥はずかしさをごまかすようにせかせかと俺おれより先に電車を降りて、向かいのホームに停車している乗り換えの電車に飛び乗った。

　一両編成の電車が、俺おれと千ち鶴づるを乗せてゆっくりと走り出す。

　窓からは、海が見える。

　赤い夕ゆう陽ひが海の向こうに沈しずもうとしている。

「……ぐ、筋肉痛が……！」

　走り回ったせいで、足あし腰こしの筋肉が悲鳴を上げている。

『まもなく、綾あや羅ら木ぎ、綾あや羅ら木ぎです』

　車しや掌しようのアナウンスが車内に流れる。とぎれとぎれになる意識に活かつを入れ、小さな顔を上向かせて口からよだれをたらしている千ち鶴づるに声をかける。

「おい、着いたぞ、わくわくらんど行くぞ」

「……うぅ」

　両手でごしごしと目をこする千ち鶴づる。寝ねぼけ状態の千ち鶴づるの手を引いて無人の改札に備えつけられた木箱に切きつ符ぷを投入し、駅舎を出る。駐ちゆう輪りん場じようで自転車の鍵かぎを開けながら、傍そばでふらふらと立っている千ち鶴づるに、

「おい、寝ねぼけてる場合じゃね─ぞ。ＳＳＲゲットしに行くんだろ」

「……ＳＳＲ！」

　その単語を聞いて意識を取とり戻もどした千ち鶴づるは、俺おれよりも先に自転車の荷台に乗のりこむ。

「落ちるんじゃねーぞ」

　千ち鶴づるが背後で頷うなずく気け配はい。俺おれの服をしっかりと摑つかんでいることを確かく認にんして、わくわくらんどへ向けてペダルを踏ふむ。

　ちらりと背後を確かく認にんする。

　千ち鶴づるは半目を開けて口は半開きにして「ＳＳＲ……ＳＳＲ……」と呟つぶやいている。怨おん霊りようかよ。さすがに怖こえぇよ。

　マルワに到とう着ちやくし、わくわくらんどへ向かう。

　慣れ親しんだ、安っぽい蛍けい光こう灯とうの光とコインゲームの筐きよう体たいから奏かなでられる間ま抜ぬけなＢＧＭの騒そう音おんが近づくにつれて、徐じよ々じよに意識が覚かく醒せいしてきた。

「さあ、さっそくフレチケ試ためすぜ……！」

　筐きよう体たいの前で財さい布ふを取り出す。しかし、頭は元気だが、体の動作がなかなかその元気についていかない。

「……私が先」

「お、おい」

　俺おれに先手を取られるのがイヤなのか、千ち鶴づるは俺おれよりも早く筐きよう体たいの椅い子すに座すわり、フラフラと百円玉を投入した。もはや生き血を求めるゾンビみたくなってるぞ。

「おお、〈もも〉だ！」

　イベントモードを選せん択たくし、千ち鶴づるが劇場特典の『フレンドチケット』をスキャンすると、〈ちづる〉のとなりに〈もも〉が出現した。曲の難易度を『ＨＡＲＤ』に設定し、ライブがスタート。

「お、ほんとに自動で処理してる！」

〈もも〉の頭上のターゲットマークにノーツが重なると、ボタンを押おしたときの演出がオートで作動している。しかもすべてパーフェクト判定だ。

　しかし、当の千ち鶴づるはというと、

「むにゃ……むにゃ……」

　指がほとんど動いておらず、こっくりこっくりと船を漕こいでいた。

「……おい。手、止まってるぞ」

　はっ、と背後からの俺おれの声に反応した千ち鶴づるは、水をかぶった子犬のように頭をぶるぶると震ふるわせて、画面を凝ぎよう視しし、ノーツの処理を再開する。

　……ああ、なんだか俺おれも、流れるノーツを見てたら眠ねむ気けが……。

「……スコアひっくいなおい」

　ライブが終わった後のリザルト画面には、それはひどいスコアが表示されている。最高コンボ数なんて20コンボだ。普ふ段だんのこいつなら３００コンボ以上出すのに。疲ひ労ろうと眠ねむ気けのせいで千ち鶴づるの華か麗れいな運指は明らかに精せい彩さいを欠いている。

「馬ば鹿か野や郎ろう、とっとと替われ」

「……」

　もはや口応えする元気もないのか……。

　千ち鶴づるは緩かん慢まんな動きで排はい出しゆつ口こうからアイテムカードを取ると、椅い子すから腰こしを上げる。俺おれの後ろへフラフラと移動する。

「気合と根こん性じようが足りねぇんだよ。精神が肉体を凌りよう駕がしてこそ、本物のキラプリプレイヤーだ。見てろ、俺おれがＳＳＲサンタコーデを入手する様を」

〈みゆ〉に続けて〈アリシア〉のフレチケをスキャンし、ライブスタート。

「……コンボ、途と切ぎれてる」

「あ、あれ……？」

　意識が途と切ぎれるのとリンクして、〈みゆ〉のコンボも途と切ぎれる。

「……低いわね、スコア」

　結果、リザルト画面には、それはもう目も当てられないほど低いスコアが表示されていた。最高コンボ数は８。ゴミである。これではＳＳＲサンタコーデどころではない。

「次、替わって……」

「おまえ、まだやんのか……？」

「とうぜんでしょ……」

　千ち鶴づるが生気のこもらない手つきで財布から百円玉を取り出す。このリビングデッド、まだやる気か。純じゆん粋すいにすげぇよ、おまえのキラプリ魂だましい。

「──うそ、もうこんな時間……いけない、帰らないと……」

　しかし、席に座すわろうとした千ち鶴づるはわくわくらんどの壁かべ掛かけ時ど計けいを確かく認にんすると、慌あわてた様子で、出入り口のガラス扉とびらへと歩いていく。

「おい、おまえ一人ひとりで帰れるのか？」

　千ち鶴づるは俺おれの言葉を無視して、フラフラとわくわくらんどを出ていった。大だい丈じよう夫ぶかよあいつ。そのまま墓場に行くんじゃないだろうな。

　時刻はすでに午後七時半。さすがに門限があるのかもしれない。

「まあいい。邪じや魔ま者ものがいなくなったことだし、これで思う存分イベントモードができるぞ」

　午後八時の閉店時刻まで、まだ時間がある。

　俺おれがＳＳＲサンタコーデ……とってやる……よ……。

　………。

　………翔しようちゃん、翔しようちゃん。

　…………ん？　………誰だれかが俺おれの名を呼んでいる。

「翔しようちゃん、ほら、起きて。もうそろそろ閉店だよ？」

「……お……？」

　まぶたを上げると、そこには心配そうに俺おれの肩かたをゆする會かい田ださんがいた。

　……しまった、寝ね落ちしていたか……不ふ甲が斐いない。

「うわ……二十分も寝ねてたのか」

　腕うで時ど計けいを見て驚おどろく。もう閉店十分前だ。気づくと店内に設置されたゲームの筐きよう体たいの半ば以上は電源が落とされ、天てん井じように備え付けられたスピーカーからは蛍ほたるの光のＢＧＭが流れている。さっきスタートボタンを押おしてから三秒くらいしか経たってない感覚だが……。

「ずいぶんお疲つかれみたいだねぇ、翔しようちゃん。どうだった？　映画」

　會かい田ださんが優やさしく問いかけてくる。

「……なんとか目的は達成しました」

　會かい田ださんはにこにこと笑い、

「そっかぁ。きちんとお兄にいさんできてえらいね」

　俺おれの頭をよしよしと撫なでてくる。園児を褒ほめる保母さんみたいだ。なんだかとても恥はずかしいからやめてほしい……あぁ、でも、ずっとこうしてもらうのもいいかも……。

「どうする？　翔しようちゃんがやりたいなら、もうちょっとだけやってく？」

　俺おれはちょっと考えて、頭を振ふる。

「……やりたいのはやまやまですが……今日きようはちょっと眠ねむすぎて……ギリギリまでいるとお店に迷めい惑わくかけますし……」

「そっか」

　會かい田ださんは優やさしく微笑ほほえむ。今日きようは退散して、明日あしたのイベント最終日に備えよう。そう決めて、コントロールパネルに出しっぱなしにしていたカードを回収しようとして、

「あいつ、なにやってんだよ……」

　頭をガリガリとかく。コントロールパネルの隅すみに、千ち鶴づるの財さい布ふがあった。

　會かい田ださんもそれに気づいて「あらら」と財さい布ふを手に取ると、「ちょっとしつれーい」とカードスリーブをもぞもぞさぐる。

「ふーんどれどれ……。あ、翔しようちゃん翔しようちゃん、診しん察さつカードに住所のってるよ。伊い倉くら町ちよう３丁目の……わぁー、いいとこ住んでるねぇ。はい、翔しようちゃん」

「え？」

　會かい田ださんはニコニコしたまま、俺おれに千ち鶴づるの財さい布ふを差し出し、

「わたしね、いまから新幹線で博はか多たにいかなきゃいけないんだぁー。こまったなー、こまったなぁー、だれか優やさしい人が届けにいってくれないかなぁー」

　その顔には「財さい布ふ届けにいかないと出禁にしちゃうぞ♪」と書いている。

　……しょうがねーなぁ。

「……行きますよ……」

「さっすが翔しようちゃんっ♪」

　実際、財さい布ふないとあいつも困るだろうしな……。

　俺おれはため息をつき、會かい田ださんから聞いた千ち鶴づるの家のある住所へ向かうべく、閉店間ま際ぎわのわくわくらんどを出た。
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「でけぇ……」

　午後八時十五分。街灯のまばらな国道沿いを自転車で走ること十数分、會かい田ださんに教えてもらった住所をたよりにやってきた場所は、地元の高級住宅地だった。その中でも一ひと際きわ目立つ大きな洋館の前で、俺おれは呆ぼう然ぜんとしている。

「あいつ、こんなすごい家住んでるのか……」

　まさに、白はく亜あの城、といった風ふ情ぜいだ。

　三階建ての洋館をしげしげと見上げる。豪ごう華かすぎてすっかり目が覚めた。このあたりはほとんど来たことないからよく知らないけど、目の前のこの城は、新築というわけではなさそうだ。ここに越こしてきた千ち鶴づるの親が買い取ったか借りてるかしているのだろう。いずれにせよ千ち鶴づるの家庭がとんでもない金持ちだということは理解できた。

　門柱にかかっている白木の四角い表札には、『新にい島じま』とある。

　豪ごう華かな扉とびらの前には、いかめしい鉄てつ格ごう子しの門。

　月は冴さえ冴ざえとしていて、周囲は物音ひとつしない。急に夜の冷気がマフラーの隙すき間まに流ながれこんできた。思わず身み震ぶるいする。

「めんどくせぇ……」

　さっさと財さい布ふを渡わたして帰るか……。

　寒さでかじかんだ手をこすり合わせて、インターホンのボタンを押おした。

「……留守か？」

　十秒以上待ったが、インターホンからは何の返事もない。

「てかもう寝ねてるんじゃ……でも部へ屋やの電気ついているし……」

　門越ごしに家の窓をうかがう。三階、二階ともに真っ暗だが、一階だけはオレンジ色の灯あかりが一箇か所しよ点ともっている。

　ここまで来て財さい布ふを渡わたさずに帰るのも逆にめんどいな……。

　再びインターホンを押おしてみる。が、やはり返事はない。

「うーん……」

　ちょっとしつこいかも、と思いつつ、二回連続で押おしてみる。

　ピンポーン、ピンポーン。

　……あ、あれ。今さら気づいたけど、このインターホンのボタン、なんかキラプリの筐きよう体たいのボタンに似てるな……。

　突とつ如じよ俺おれの中でキラプリスイッチが入ってしまった。身体からだの血が急激に滾たぎる。意思と関係なく、思わず目の前のボタンを連打してしまった。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　ガチャン！

「ふが！」

　一心不乱に連打していると、突とつ然ぜん開かれた門もん扉ぴが鼻にクリーンヒット。衝しよう撃げきにより身体からだがのけぞる、そのまま地面にべたんと尻しりもちをついた。

「うるさい」

　顔を上げると、無ぶ愛あい想そうな表情を浮うかべた千ち鶴づるが、門もん扉ぴを片手で握ったまま俺おれを見下ろしていた。

「いってぇなおまえ……」

　鈍にぶい痛みが鼻の奥おくで尾おを引いている。みだりに連打した俺おれも悪いが、居るなら早く出ろっての……てか、骨、折れたんじゃないのこれ？　指で鼻を触さわりつつ、千ち鶴づるを見上げる。

　冬の夜空に冴さえ冴ざえと光る月と、門柱の頂きに据すえられた二つの球状の光がしっとりと濡ぬれた千ち鶴づるの黒くろ髪かみに反射している。わくわくらんどの帰かえり際ぎわはゾンビみたいな面だったのに、帰宅してシャワーでも浴びたのか、今は意識がはっきりしているようで、普ふ段だんどおりの冷たい表情に戻もどっている。

「なにしにきたの」

　俺おれの突とつ然ぜんの来訪により、死ぬほど不ふ機き嫌げんそうな声を漏もらす千ち鶴づる。

「……財さい布ふ、忘れてたから、持ってきてやったんだよ」

　いまだ鈍どん痛つうが続く鼻を片手で押おさえたまま、ポケットから千ち鶴づるの財さい布ふを取り出す。

「あ……」

　取り出された自分の財さい布ふを見て、無表情だった千ち鶴づるの目が小さく見開かれる。なんだ、財さい布ふを忘れてきたの今さら気づいた、って顔しているな。ドジめ。

　しかし千ち鶴づるは動どう揺ようを俺おれに悟さとられたくないのか、すぐにまた鉄てつ壁ぺきの無表情を形作った。

「そんなこと頼たのんでないけど」

　こいつ……あいかわらずの高こう慢まんっぷりだ。お礼くらい言えないのかよこのお嬢じよう様さまは。

　しかし、寒いわ鼻が痛いわで、無む駄だなエネルギーを使ってわざわざ反論するのもアホくさい……いいさ、そっちがその気なら俺おれにも考えがある。

「じゃ、この財さい布ふはいらないんだな。俺おれが貰もらうことにしよう」

　取り出した財さい布ふを再びポケットにしまうと、千ち鶴づるはむっとして、

「泥どろ棒ぼう。今から警察呼ぶけどいいわね」

「はあ？　なんで俺おれがドロボーなんだよ」

「じゃ、財さい布ふ返して」

　駄だ目めだ、会話にならん。どうやらこいつ、どうあっても自分が財さい布ふを忘れて、俺おれに家まで届けてもらったという失態を認めたくないらしい。ドＳならではの思考法だ。

「……ほらよ、もう忘れんじゃねーぞ」

　俺おれはため息をつき、千ち鶴づるに財さい布ふを投なげ渡わたす。いきなり投なげ渡わたされたものだから、千ち鶴づるはちょっと慌あわてて胸の前で財さい布ふをキャッチした。

「てか、おまえこんなでっかい家に住んでんだな。ビビったわ」

　千ち鶴づるの背後にそびえ立つ巨きよ大だいな洋館をあらためて見上げてため息をつく。金持ちなんだろうなとは思っていたけど、まさかこれほどだとは。普ふ段だんどんな生活を送っているのか、庶しよ民みんの俺おれにはまったく想像がつかない。

「やっぱあれか。毎日執しつ事じとか家政婦さんが来て、親と一いつ緒しよにすごいもん食べてるのか」

　興味本位で何気なく訊きいてみた。

　すると千ち鶴づるはバカを相手にするように「はぁ」とため息を漏もらした。

「発想が貧ひん困こん」

「ああ？」

　千ち鶴づるはつまらなそうな顔で、小さな足に履はいている灰色のサンダルに視線を落とした。

「漫まん画がの読みすぎ。執しつ事じとか家政婦なんていないわよ…………パパとママだって時々しか家にいないし……」

「え、あ……そうなの……」

　思わず押おし黙だまってしまった。

　事情は知らないけど、余計なことを言ってしまったというのはさすがにわかる。

　妙みような罪悪感が胸をきゅっと締しめつける。

「……とにかく渡わたしたぜ。じゃあな」

　これ以上長居してもしかたない。帰って熱い風ふ呂ろに入ってとっとと寝ねよう。

　俺おれが踵きびすを返かえすと、

「ちょっと待ちなさいよ、鼻血出して歩かれると迷めい惑わく。家の前が汚よごれるじゃない」

　さっきから言いたい放題だなこいつ。肩かた越ごしに千ち鶴づるをじっとりと睨ねめつけ、

「あのなぁ、そもそもおまえが勢い良く門を開けなきゃ……」

「だから」

　千ち鶴づるは俺おれの言葉を遮さえぎって、もう我が慢まんできないという感じで言った。

「だから、診みてあげるってさっきから言ってるでしょ」

「初耳だぞそれ」

　千ち鶴づるは不ふ機き嫌げんそうな顔で俺おれをじっと見つめ続ける。

　……まあ、いいや。お言葉に甘あまえて、せめて鼻に詰つめるティッシュくらいもらって帰るか。

「あがりなさい」

　千ち鶴づるは横目で俺おれを見やると玄げん関かんの扉とびらを開けて家の中に入った。

　俺おれは頭をかきながらその背中に続いて門をくぐる。

「うわ……すご」

　玄げん関かんに一歩足を踏ふみ入いれると、とてつもなく広い空間に出で迎むかえられた。チリひとつ落ちていない、自分の顔が映りこむほど磨みがき上あげられた大理石の玄げん関かんに息をのむ。

「こっち」

　家の内部の豪ごう華かさに圧あつ倒とうされながら靴くつを脱ぬぎ、千ち鶴づるのあとに続いて、長い廊ろう下かを歩く。

「おい、暗ぇよ。廊ろう下かの電気ぐらいつけろよ」

「いいでしょ。私一人ひとりしかいないんだから」

「……俺おれも一応いるんだけどな」

　二人ふたり分ぶんの足音がひたひたと音を立てる。長い廊ろう下かの壁かべには、扉とびらがいくつもあった。

　廊ろう下かの突つき当あたりには、扉とびらのすりガラス越ごしに淡あわい光が漏もれている。千ち鶴づるが扉とびらを開く。あとに続くと、

「豪ごう華かすぎる……」

　リビングらしいその広い部へ屋やの天てん井じようには、西せい欧おうの宮きゆう殿でんにあるようなバカでかいシャンデリアが吊つるされていた。

「こんな高級感溢あふれる部へ屋やに入ったの、生まれて初めてだ……」

　あまりの広さに少なからずテンションが上がったが、しかし──同時に妙みような違い和わ感かんが俺おれの心をかすめた。

　この家には、ぽっかりと何かがない。

　その足りない何かがわからず、俺おれは部へ屋やを見回した。

「あ……」

　プラスチックの容器に入った、食べかけの、一人ひとり分ぶんのご飯とおかず。

　テーブルの上のそれを見て、ようやく悟さとった。

　そうだ。

　この家には、家族の存在が欠落している。

　俺おれの家には、父親は仕事で家を空けがちだが、玄げん関かんには趣しゆ味みの釣つり竿ざおが何本も立てかけられて、たまに帰ってきたときは居間のテレビの前で寝ねそべってバカ笑いしている。リビングには干した洗せん濯たく物ものが乱雑にかかっていて、料理好きの母親が俺おれが小さい頃ころ好きだった甘あまいお菓か子しを作っては無理やり食べさせようとしてくる。その、いわば家族の生活感──あたたかみが、この家には一いつ切さい欠けつ如じよしている。

　こいつの家庭事情がどんな具合になっているのか、俺おれは知らない。

　仮に尋たずねたとしても、千ち鶴づるはそんなこと俺おれには喋しやべらない気がする。

　それでも、千ち鶴づるがこんなに広い家に、夜中に一人ひとりでご飯を食べているという事実が、胸をしめつけた。

　ひょっとして──いや、ひょっとしなくても。

　──こいつ、さびしい思い、してるんだろうな……。

「うおっ」

　ちょっとしんみりしていると、千ち鶴づるがいきなり救急箱を俺おれの顔に突つきつけた。

「勝手に室内ジロジロ見ないでくれる？」

「……びっくりさせんなよな」

　ふん、ちょっとほだされそうになった俺おれがバカだった。やっぱり千ち鶴づるは千ち鶴づるだ。鼻にティッシュ詰つめてとっとと帰ろう。すぐそばにあるソファに腰こしを下ろす。

「おおすげぇ、めっちゃ尻しりが沈しずみこむ……！　これが高級ソファの実力か……！」

　そんなことに感動してる場合じゃねーな……。

　救急箱を開けると、様々な薬品が入っている。箱の隅すみの脱だつ脂し綿めんを抜ぬき取とり、適当に丸めて、鼻に突つっこもうとすると、

「私が治ち療りようするって言ったはず」

「お、おい」

　千ち鶴づるはずんずんと俺おれに近づくと、ソファに座すわる俺おれの正面に立ちはだかり、俺おれの顎あごを指で支えて、ぞんざいに上向かせた。

「……」「……」

　目の前に、千ち鶴づるの顔がある。

「いってぇ！」

　いきなり、鼻の穴に綿棒を突つっこまれた。

「ごめんなさい。真近くに小こ汚ぎたない顔が来たから反射的に」

「おまえはアレか？　今晩中に、俺おれの鼻を破は壊かいし尽つくさないといけないクエストでもやってんの……？」

「い、いいから」

　千ち鶴づるは俺おれから目をそらす。少しだけ赤くなった顔をうつむかせながら、小さな声で、

「……だまって、横になりなさい」

「へいへい」

　ソファに仰あお向むけになると、千ち鶴づるは俺おれの顔の横で膝ひざ立ちになり、不ふ機き嫌げんそうな顔で、俺おれの鼻にティッシュを詰つめていった。

「いたっ！　詰つめすぎだろ、そんなにたくさん詰つめなくていいって」

「い、いいのよ、これぐらいで」

　千ち鶴づるはぎゅうぎゅうと俺おれの鼻にティッシュを詰つめながら、

「あなたの鼻に詰つめられるティッシュの気持ちを考えると、いたたまれなくなるわ」

「ティッシュに感情移入してんじゃねーよ……って、あれは！」

　食しよく卓たくの上に無造作に開かれたそれを見て、体からだ中じゆうの血が騒さわいだ。

　千ち鶴づるのキラプリファイルだ！

　俺おれはソファから跳はね起おきる。いかん、興奮して鼻血がまた噴ふき出でそうだ……！

「な、なぁ、ちょっとファイルの中身、見せてくれないか……？」

　絶対断られる。けど、どうしてもキラプリのことになると歯止めがきかなくなってしまう。さすがにダメだよな、俺おれに大切なコレクションを見せるなんて。

　千ち鶴づるは小さくちぎったティッシュを手に持ったまま、

「……い、いいけど……」

「えっ？」

　意外だ、言ってみるものだな！

　千ち鶴づるの手によりティッシュを詰つめられた俺おれは、鎖くさりから解き放たれた猛もう犬けんのごとく、カードファイルが置いてあるテーブルに駆かけ寄よる。

「うお、このコーデ全部揃そろえたのか……おおっ！　【かぜまちカーディガン】じゃないか！　実物初めて見た！」

「しずかにして。近所迷めい惑わくよ」

　開いたカードファイルを手に持って俺おれは目を輝かがやかせる。

「すげぇ……すげぇよ、このカードファイル……！」

　ホログラム加工されたカードがブランド別に綺き麗れいに収納されている。ページを繰くるたびに新たな美しさが展開する。ページをすべて繫つなげると、まさに金きん襴らん緞どん子すのような、実にきらびやかな絵巻物になるだろう。錚そう々そうたるカードコレクションを眺ながめているだけで、強きよう烈れつな陶とう酔すい感かんが身体からだを駆かけ巡めぐる。うわぁ、きもちいい……。

「……このローファーって『パブロ・ハニー』の新作だろ？」

「違ちがう。それは『ラバーソウル』の色違ちがい。『パブロ・ハニー』はこっち」

　千ち鶴づるはテーブルに身を乗り出して俺おれが手に持ったファイルのページを繰くる。

　無ぶ愛あい想そうな顔をしているが、その瞳ひとみには、とっておきのおもちゃを友達に見せるような、嬉き々きとした色が浮うかんでいる。

　──こいつ、本当にキラプリ好きなんだな。

　嬉うれしそうな目つきだけじゃなく、カードの収納の仕方だけでもわかる。カードゲームに興じる者のほとんどは、メインデッキ以外の性能の低いカード──いわゆる「使わないカード」は、わざわざファイリングせず、自宅の引き出しとかにまとめて収納してしまう。しかし、こいつは、この百科事典のような、冗じよう談だんみたいに分厚いカードファイルに、手に入れたカードを全て納めて持ち歩いている。いつでも使用できる態勢を整えているということを表しているし、なにより、一枚一枚のカードに惜おしみない愛情を注いでいるのだ。

　おいおい、こんなカードファイル見せられると、なんだか、俺おれも嬉うれしくなってくるじゃねーか。

　思わず緩ゆるみそうになる頰ほおを、歯を食いしばることによってなんとか堪たえた。

「それにしても、すごいな……本当にこれまでのアイテムカード、全部持ってんだな」

「……」

　千ち鶴づるはしばらく押おし黙だまっていたが、首を横に振ふった。

「……本当は、足りない。あとは、『プリマヴェル・コーデ』があれば、全部揃そろう」

「……全国一位か」

　全国ハイスコアランキング一位になれば『プリマヴェル・コーデ』と呼ばれるアイテムカードが筐きよう体たいから排はい出しゆつされる。キラプリプレイヤーなら誰だれもが一度は憧あこがれる、究極の〝高み〟だ。

「……いつか、なりたいな」

　俺おれがぼそりとつぶやくと、千ち鶴づるが鼻で笑う。

「あなたごときが全国一位を目指すの？」

「いいだろ、俺おれの勝手だ」

「ばかね。全国一位になるのは私。それだけは絶対に譲ゆずれない」

　千ち鶴づるは強い力を瞳ひとみに宿して俺おれを見つめる。

「それに、全国一位を目指すのならば、まずは私に勝つことね」

　そして、不敵な笑えみを浮うかべた。

　そう、こいつに勝たなければ、俺おれの夢は成じよう就じゆしない。

「いずれ決着はつけるさ。でも、今はＳＳＲサンタコーデを手に入れることが先決だな」

　俺おれは鼻に詰まったティッシュを抜き取り、

「そろそろ帰ろうかな。明日あしたのイベント攻略に備えなきゃいけないし……。ありがとよ。血は止まったみたいだ。治ち療りようしてくれたし、一応礼は言っとくぜ」

　千ち鶴づるは「ふん」と鼻を鳴らし、

「私が勝手にやったことだからお礼はいらない。それに、負けてあげる気もないから」

　俺おれの『全国一位』になるという発言がそんなにお気に召めさなかったのか。ほんと負まけず嫌ぎらいだなこいつ。

「俺おれが勝つに決まってるだろ」

「ずっと２位なのに？」

「……ほんとかわいくねーなおまえ」

　俺おれは千ち鶴づると喋しやべりながら橙だいだい色いろの照明の灯ともった廊ろう下かを歩く。

　玄げん関かんで靴くつを履はいていると、

「もう来ないでね」

「二度と来ねーよ」

　靴くつを履はき終え、扉とびらの取っ手に手をかけると、

「…………あの」

「ん？」

　振ふり返かえると、千ち鶴づるはうつむいて、小さな指の先をからませてもじもじしていた。何も喋しやべろうとしない。小こ倉くらのゲーセンでヤンキーに絡からまれたあとのような──何か言わなければならないことがあるのに、なかなかそれを口にできない──そういうもどかしい気け配はいが、千ち鶴づるの引き結んだ唇くちびるから強きよう烈れつに漂ただよっている。

　もう帰っちまおうかな……。

　取っ手を押おそうとした瞬しゆん間かん、千ち鶴づるは意を決したように、ポケットから何かを取り出し、俺おれの顔の前にスッと差し出した。

「なんだ？」

　怪け訝げんな気持ちでそれを見ると、

「え、これっておまえ」

　びっくりした。

　なんと、【マジカルかんざし】だった。

「え、え!?　くれんの？　俺おれに？　なんで!?」

「ん」

　千ち鶴づるはむっつりした顔でこく、と頷うなずく。

　サンダルを履はいた爪つま先さきで一いつ生しょう懸けん命めい背せ伸のびして、小さな両りよう腕うでを伸のばし、千ち鶴づるが俺おれの目の高さまで差し出しているカードを食い入るように見つめる。

　それは、俺おれがどうしても、どうしても欲ほしかった、〈みゆ〉につけてあげれば絶対に可愛かわいくなるアイテムカード。俺おれが犬みたくしっぽを振ふってまで欲ほしいと懇こん願がんしてしまった垂すい涎ぜんのアイテムが印刷されたカード。それを突とつ然ぜん目の前に突つきつけられて、しかもそれをあげると言われて気が動転してしまう。

「んんっ」

　困こん惑わくするばかりでなかなか受け取らない俺おれに痺しびれを切らしたのか、千ち鶴づるは仏ぶつ頂ちよう面づらで俺おれの手に【マジカルかんざし】を押おし付つける。開きかけた扉とびらから俺おれの背中をグイと押おして外に出すと、物も言わずにドアをバタンと閉めた。

「へ、変なやつ……」

　閉まったドアを呆ぼう然ぜんと見つめながら、俺おれはやっぱり困こん惑わくし続けた。

　ほ、ほんとに貰もらっちゃってもいいのかなこれ……。

　俺おれは千ち鶴づるの謎なぞの行動の原因を探さぐる。

　ひょっとして……ひょっとしてだけど。

　もしかしてこれって、今日きようのお礼、なのだろうか。

　映画を観みに小こ倉くらへ連れていったこととか、キラプリヤンキーから助けたこととか、財さい布ふを持って来たことへの、千ち鶴づるなりの感謝の気持ち、なのだろうか。

「…………まぁ、色々あったけど、今日きよう一日、なんだかんだ、楽しかったな」

　柄がらにもなく、そんなことを思う。これもおそらく【マジカルかんざし】効果だろう。

「あとは、ＳＳＲサンタコーデを手に入れれば、安心して年が越こせるな」

　明日あしたは二学期の終業式。学校は午前中で終わる。

　イベント終しゆう了りよう予定時刻の夕方六時まで思う存分イベント攻こう略りやくができる。

　劇場特典を使えば難なく高スコアを出すことができる。

　ＳＳＲはもう目の前だ。

　踊おどり出しそうな気持ちを抱いだきながら門を出た俺おれは、今日きよう一日の酷こく使しに悲鳴をあげる全身の筋肉を引きずって、家路についた。
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　イベント最終日。

　終業式が終わってわくわくらんどに到とう着ちやくすると、千ち鶴づるがすでにキラプリの筐きよう体たいの前に座すわっていた。

「……あいかわらず早いなおまえ。ちゃんと小学校の終業式行ってきたのか？」

「……」

　千ち鶴づるは無言。まあ返事があるとは期待してなかったけど。とりあえず千ち鶴づるはいつもどおりだ。

　画面上に流れるノーツの量を見るに、どうやら難易度設定は『ＨＡＲＤ』のようだ。

　元気いっぱいに歌い踊おどる〈ちづる〉のとなりでは〈もも〉が笑え顔がおで歌い踊おどっている。

「うわ、すげぇな、二人ふたりでオールパーフェクト判定かよ……」

　昨日きのうとは違ちがい、千ち鶴づるは正確無比な運指でノーツを処理し、楽曲を難なく完走した。昨日きのうのゾンビっぷりが噓うそのような華か麗れいなプレイだ。

　イベントランキングは47位と出ている。やっぱこいつすげぇな……。

「これはＳＳＲ排はい出しゆつが期待できそうだな」

　一昨日おととい、手足を用いて出したスコアのおよそ倍は稼かせいでいる。この半分のスコアでＳＲが排はい出しゆつされたのだ。確率次し第だいだけど、ＳＳＲが排はい出しゆつされてもおかしくない。後ろに立っているので表情はわからないが、どうせ無表情なんだろうな。心の中でどう思っているかは知らないけど。

「……あれ？」

　しかし、画面に表示されたプレゼントボックスから出てきたのは、ＳＲである【さざめきチュニック】だった。

「……まあ、そう簡単には出ないか。ちなみに今日きようで何回目だ？」

　千ち鶴づるは沈しずんだ声で、

「これで十回目。まったくＳＳＲが出ない」

「十回？　おかしいな……」

　このスコアで十回やってＳＳＲが出ないのか……。イベントモードを高スコアでクリアすればＳＳＲが手に入る。最初のイベントでＳＳＲをゲットした千ち鶴づる自身がそう語っていた。

「もっと情報収集してみるか……」

　俺おれはスマホでツイッター検けん索さくし、

「えっ……!?」

　イベントに関するツイートの中に、とんでもない証言があった。


『「れじぇんどアイドル」の友達とエキストラハードクリアしたらＳＳＲガンガン出るぞ！』

『これ排はい出しゆつ率りつ50％あるんじゃね？』



「まじで……？　エキストラハードでリアル友達と協力プレイしなきゃいけないのか？」

　千ち鶴づるは排はい出しゆつされたばかりのカードをケースに丁てい寧ねいにしまいながら、

「私もさっき〈もも〉とエキストラハードを試ためしたけど……〈もも〉はあまりコンボを繫つないでくれないわ。のみならず……途と中ちゆうで体力ゲージが持たず、勝手にゲームオーバーになる」

「え……」

　俺おれは攻こう略りやくＷｉｋｉのページに飛ぶ。イベント情報が更こう新しんされている。『ＨＡＲＤ』でのサンタコーデの推定排はい出しゆつ率りつは……なんと、０・３％とある。

「まじかよ、確率低すぎだろ……！」

　てか、これじゃあ、

「劇場特典意味ないじゃん！」

　Ｗｉｋｉのリンクには、一いつ緒しよにエキストラハードを協力プレイしてくれるランカーを募ぼ集しゆうするスレまで立っていた。イベント終しゆう了りよう目前にして、ＳＳＲを手に入れていない廃はい人じん達たちの切せつ迫ぱくした叫さけびが聞こえてくるようだ。

「エキストラハードにもちゃんと対応してくれよフレチケ……」

　しかし、冷静になると、たしかに、裏うら技わざであり、開発スタッフの俺おれ達たちに対する挑ちよう戦せん状じようともいえるエキストラハードモードに、公式配布物の劇場特典が完かん璧ぺきに対応してくれるのを望むのは少々甘あまいのかもしれない。

「どれほど連コインすればいいんだよ……！」

　０・３％の幸運に懸かけて、劇場特典を使ってひたすら『ＨＡＲＤ』をクリアするか。

　サブのマイカードを用いて、ダブルプレイで排はい出しゆつ率りつ50％の『ＥＸＴＲＡ ＨＡＲＤ』をクリアするか。

　どっちも無理だ。

「ここまでか……」

　今日きようはイベントの最終日。終しゆう了りよう時刻は午後六時。現在午後一時十九分。

　ほとんど時間は残っていない。

　今から千ち鶴づると交こう互ごに筐きよう体たいを回すと、イベント終しゆう了りようまでに一人ひとり当たりのプレイ回数は多めに見積もっても、せいぜい二十五回が限度だ。その二十五回のなかで、一度でも０・３％の確率を引き当てなければ終わりだ。

　じゃあ、50％を狙ねらって、エキストラハードをダブルプレイでクリアを狙ねらうか？　まさか。今から練習してなんとかなるものじゃない。それは千ち鶴づるも同様だろう。

「……」

　わくわくらんどにおいては邪じや知ち暴君として威い勢せいを誇ほこっていた千ち鶴づるが、肩かたを落としてなすすべなくうつむいている。俺おれと同様に絶望を感じているようだ。

　千ち鶴づるはこれまでの全イベントにおいて、プリマヴェル・コーデ以外、漏もらすことなくすべてのアイテムを手中に収めている。連勝記録がここで潰ついえてしまう。

「……俺おれは、ＳＳＲサンタコーデを手に入れることができないのか」

　せっかく一ひと目め惚ぼれしたコーデだったのに……。やはり幻まぼろしは幻まぼろしか。

　俺おれはその場にしゃがみこみ、頭をかかえる。

　どうしても〈みゆ〉に着せたくて、ソロプレイヤーがなしうるすべての努力を払はらったのに。

　もう、打つ手はなにもなくなった。

「……」

　いや、ある。

　たった一つだけ、入手できる方法がある。

「……」

　足元で呻しん吟ぎんしていた俺おれの体から一挙に毒気が失うせたことを感じ取ったのか、千ち鶴づるも俺おれと同じ「答え」にたどり着いたのか。いや俺おれより早く気づいていたのか。何か言いたそうな目で、足元にうずくまる俺おれをじっと見つめている。

　ＳＳＲサンタコーデを入手するための最良の手段。

　俺おれは、ともすればずっと前から、この方法を、心のどこかで考えていたのかもしれない。

「あのさ、」「あの」

　俺おれと千ち鶴づるが同時に口を開いた瞬しゆん間かん、

「あー！　やっぱりここにいた！」

　よく通る、明るい、聞きなじんだ声だった。

「……夏なつ希き」

　わくわくらんどのガラス扉とびらを勢い良く開けて駆かけ寄よってきたのは、大人おとなめのカジュアルに身を包んだ夏なつ希きだった。俺おれの納な屋やの雑誌を検けん閲えつした成果が出ている。普ふ段だんの男おとこ勝まさりな雰ふん囲い気きは鳴りを潜ひそめ、艶あでやかな、女性らしさが漂ただよっていた。

「翔しよう吾ご！　こんなところでなにしてるのっ！　パーティー遅ち刻こくしちゃうよ!?」

　夏なつ希きは俺おれの腕うでをぎゅっとつかむと、ぐいと引っ張り無理やり立たせる。ものすごい力だ。俺おれを筐きよう体たいから少しでも引ひき離はなそうとしている。

「うお!?　ちょ、ちょっと待てって！　俺おれパーティー参加するつもりねーし！　そもそも遅ち刻こくもなにも、パーティーの会費払はらってないんだから、俺おれが参加できるわけないだろ！」

「払はらってるよ！　昨日きのう翔しよう吾ごから貰もらった四千円、翔しよう吾ごの分の会費に当てたんだから！」

「え……おまえ、なんで」

「翔しよう吾ごが、パーティーに参加するためだよ！　こうまでしないと来ないじゃん！」

　夏なつ希きに引っ張られ、俺おれは筐きよう体たいに体をぶつけそうになり、慌あわてて、

「だから、おまえはなんでそんなに俺おれをパーティーに参加させたいんだよ！」

　クラス全員が参加するか知らないが、そんなものにかかずらっている場合ではない。今はそれどころじゃないんだ。もうイベント終しゆう了りようまでいくらも時間が残っていない。

「なんでって……！」

　俺おれの腕うでを握にぎっていた夏なつ希きの力がふと、抜ぬけていく。

「……夏なつ希き？」

　胸むな騒さわぎがする。

　夏なつ希きはなにも答えない。

　なにかを我が慢まんするかのように、じっとうつむいている。

「あのさ……翔しよう吾ご、聞いて。あたし今から、結構真ま面じ目めな話するから」

　いつもの明るい夏なつ希きの声のトーンが地の底まで下降する。その低い声を聞いて、俺おれの胸に、妙みような罪悪感が芽生える。

　夏なつ希きは俺おれの腕うでを力なくつかんだまま、意を決したように言った。

「クラスのね、全員……ほんとうに全員が参加するパーティーなんだよ」

　言いにくそうな間を置いて、

「……そのパーティーに翔しよう吾ごだけが参加しなかったら……もう、きっとこれからは……だれも誘さそってくれなくなっちゃうよ」

「……」

「……翔しよう吾ご、あたしね…………見たくないよ……」

　うつむく夏なつ希きは俺おれの腕うでを弱々しくつかんだまま、

「翔しよう吾ごが、クラスのみんなから除のけ者ものにされたりするのなんて……」

　夏なつ希きはふいに顔を上げた。悔くやしそうに言った。

「ゲームなんて、いつでもできるじゃん……」

　胸に刺ささった。

「本当に、心配なんだよ……翔しよう吾ごのこと。……おとといの、あの屋上のあと、あたしも色々考えたんだけど……やっぱりわかんないよ……なんで、高校生で、男の子の翔しよう吾ごが、女の子がやるゲームに夢中になってるの？　……おかしいよ」

「それは……」

　筐きよう体たいに目をやる。両手を小さなひざの上に乗せた千ち鶴づるが、俺おれの言葉に耳をそばだてるかのように、じっとうつむいている。

　いつもなら反論できる。

　でも、夏なつ希きの真しん剣けんな顔が、俺おれにそれをすることを躊ちゆう躇ちよさせた。

「今後も、ずっとそうやって、ゲーム、やっていく気なの……？」

　夏なつ希きはどこまでも真しん剣けんな表情だった。

「……これが、大きな分かれ道になるかもしれないんだよ……？　今後翔しよう吾ごが、まともな人間に戻もどって、まっとうな人生を送れるか、それとも……」

「……」

　夏なつ希きは、優やさしい。

　本当に優やさしい。昔からそうだ。俺おれがなにか間ま違ちがったことをすると、必ず心配して、俺おれを正しい方向に導こうとする。夏休みのラジオ体操をズルして休もうとしたり、足の靭じん帯たいを痛めていたのに剣けん道どうの試合に出ようとしたとき。家族でもないのに、いや、家族でもここまで俺おれのことを真しん剣けんに考えてくれる奴やつなんていないかもしれない。

　その夏なつ希きが、ここまで深刻に俺おれを諭さとしてきたのは、生まれて初めてだった。

　きっと、本当に、我が慢まんしていたのだろう。

　俺おれがキラプリを嬉き々きとしてやる姿に。小言レベルで済ませていたけど、本当に止めたかったのだろう。

　驚おどろくと同時に、キラプリにのめりこむようになったここ半年間の俺おれの言動は、夏なつ希きをここまで心配させてしまうほどの異常性を伴ともなっていたという事実に直面し、申し訳なさや、そら恐おそろしさなど、言いようのない様々な感情が一挙に胸を押おし潰つぶしていく。

「……」

　俺おれが何も答えられないでいると、夏なつ希きは俺おれの腕うでをぎゅっと握にぎり、

「………お店の外で、待ってるからね」

　夏なつ希きはそう言うと、俺おれの腕うでからそっと手を離はなし、振ふり返かえらずにわくわくらんどの出口へと駆かけていった。

　これまで、いかに他人から白い目で見られようと、決して誰だれにも迷めい惑わくはかけていないという自負により、後ろ暗い気持ちを打ち消して、俺おれはキラプリに没ぼつ頭とうすることができた。でも、違ちがった。夏なつ希きは、俺おれが考えている以上に、このゲームに熱を上げる俺おれの身を案じていた。

　まともな人間にさせようという、夏なつ希きの気持ちに、俺おれはどう応えるべきか。

「行ってくればいいじゃない」

　となりから、筐きよう体たいの椅い子すに座すわる千ち鶴づるの声が聞こえた。

「せっかく優やさしい幼なじみがあなたみたいな駄だ目め人間を更こう生せいさせようとしてくれているのだから」

「……なんだよその言い方」

「べつに」

　千ち鶴づるはそっぽを向き、細い指で筐きよう体たいのボタンを撫なでる。

「行きたいんでしょ」

「……行きたいとはべつに言ってねーよ」

「行ってクラスのみんなと友達になってくればいいじゃない。まともな人間に生まれ変わるチャンスよ」

　千ち鶴づるの声こわ音ねが氷のように冷たくなっていく。

「……俺おれは、キラプリがあればいいんだ」

　これは、本心だ。いつわりない事実。

「うそつき」

「……どういう意味だよ」

　ふいに湧わいた小さな怒いかりで理性がまともに機能しなくなる。

　これは、千ち鶴づるがいつも俺おれに投げかける、毒どく舌ぜつや、挑ちよう発はつの類いではない。明確な敵意と侮ぶ蔑べつが籠こもっている。頭が妙みように冷えていく。今までの人生でも何度か味わったことがある。夢を見ているような離り人じん感かん……喧けん嘩かになる一歩手前の、足あし元もとがゆらぐ感覚だ。

「キラプリ以外の雑念に縛しばられている人間は……しょせん二流ってことよ……！」

　千ち鶴づるは、俺おれに向かって叫さけんだ。

「二流！　あなたなんか２位で二流よ！　二流っ！　二流っ!!　この二流っ！」

　刃は物もののように鋭するどい千ち鶴づるの声。それは、これまで俺おれと千ち鶴づるの間で繫つながっていた『なにか』を明確に断たち切きろうとしていた。

　そして、

「あなたは『キラプリプレイヤー』なんかじゃないっ！」

　バッサリと、断たち切きられた。

　こいつだけには、言われたくなかった。
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「……ああ、そうだな」

　大切な『なにか』を断たち切きられたことで、腹の底で抑おさえていた気持ちが止められなくなった。

「２位だし、二流だし、そうだよ、俺おれはキラプリプレイヤーなんて名乗れねぇよな。おまえと違ちがって、なにもかも捨ててゲームに打うち込むなんてできねーからな！」

「二流！　中ちゆう途と半はん端ぱ！　あなたがいたらキラプリが汚けがれる！」

「……てめぇ……！」

「ここから出てって！　いますぐ！　顔もみたくないっ！」

「……ああ出て行くよ！　二流の俺おれはパーティーに参加してクラスのみんなで盛り上がってくるとするか！　一人ひとりでさびしくゲームするしかないやつとは違ちがうしな！」

「っ……！」

　自分でも、ぞっとするほど冷たい言葉を放ってしまった。

　千ち鶴づるは、筐きよう体たいの椅い子すに座すわったまま、ひざに手をあて、歳とし相応の、幼い子どもがするような、泣き出す寸前の顔になった。

「……ふん、もう二度とやるかよ」

　俺おれは千ち鶴づるの表情から逃にげるように、筐きよう体たいから離はなれた。

　手の中にあるマイカードを投げ捨てようとしたが、

「……くそっ」

　荒あらっぽく通学鞄かばんにしまい、出口へ向かう。

「……翔しようちゃん」

「……」

　一部始終を見られていたんだろう。

　さびしそうな目で俺おれを見つめる會かい田ださんと目を合わせられないまま、ガラス扉とびらを押おし開あけ、店の外に出た。
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「来てくれた……！」

　わくわくらんどの外の駐ちゆう輪りん場じようで、夏なつ希きは嬉うれしそうに笑った。

「待ってたよ！　翔しよう吾ご！　きっと来てくれるって、信じてたよ！」

　よほど俺おれがパーティーに出席することが嬉うれしいようで、俺おれの手をぎゅっとつかんでブンブンと上下に振ふる。

「ああ。来た。だから、もう心配すんな」

「うん……ずっと無理やり誘さそい続けて、ごめんね。……でも、来てくれて本当に嬉うれしい！」

　夏なつ希きは慌あわてて、

「そっ、そうだ！　はやくいこっ！　もうパーティー始まっちゃってるよ！」

「おう……そうだな」

　俺おれと夏なつ希きは公民館へ向けて自転車を漕こいだ。夏なつ希きと二人ふたりで自転車を併へい走そうするのはなんだか久しぶりで、懐なつかしくなった。

「おっすー、黒くろ崎さきっち！」

　公民館に到とう着ちやくし、四階の両開きの扉とびらを開けて会場に入ると、手羽先を片手に持った学級委員長の磐いわ田たが俺おれを出で迎むかえた。会場にはクラスメイト達たちが作ったとおぼしきクリスマスの飾かざり付つけがところせましと飾かざられている。いつの間に作ったのかな、これ。

「来てくれてすっげー嬉うれしいよ！　やっぱ黒くろ崎さきくんがいないとしまらないよねー！　夏なつ希きちゃんも今日きようは楽しんでね！」

「う、うん」

「は、はは」

　俺おれと夏なつ希きがテンションの高い磐いわ田たに苦笑いを返している間に、磐いわ田たは俺おれ達たちから離はなれて、すぐ近くを通りかかった女子に話しかけ始めた。

「……ほ、ほらっ！　翔しよう吾ごっ、グズグズしてるとお料理なくなっちゃう！　あたしたちもなにか食べよっ！」

「お、おう」

　夏なつ希きは会場の真ん中のテーブルに並べられた料理の山へと俺おれを引っ張り、

「こ、こんなにたくさん！　ぜんぶおいしそう！　ほら、お皿貸して！　あたしよそってあげる！」

「に、肉ばっか盛られてもな……」

　でも、たしかに、腹が減っている。そういえば朝からなにも食べていない。キラプリに熱中してたときは昼飯を抜ぬいても苦じゃなかったのに。当たり前の生理現象に、当たり前に気づく。これが夏なつ希きのいう「まともな人間」なのかもしれない。

　──『キラプリ以外の雑念に縛しばられている人間は……しょせん二流ってことよ……！』

　ふいに頭に湧わいた千ち鶴づるの言葉を振ふり払はらう。

「……よし、食うか」

　肉が山盛りになった皿を片手に、テーブルに置かれた箸はし入いれに手を伸ばすと、

「きゃっ」

「っと」

　フラフラとこちらに近づいてきた女子と肩かたがぶつかる。尻しりもちをつきそうになった女子の腕うでをとっさに摑つかみ、

「わ、わるい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ご、ごめんなさいっ、わたし、ぼーっとしてて……ちょっと人をさがしてて……」

　女子はへどもどしながら申し訳なさそうに体勢を整え、ふいに顔を上げて、

「あ、黒くろ崎さき、くん…………来てたんだ！」

　俺おれの顔を確かく認にんすると、パァッと音が出そうなほど顔が明るくなった。そして、急に恥はずかしくなったのか、俺おれから一歩距きよ離りを取り、乱れたロングスカートの襞ひだを慌てて整える。茶色のムートンブーツに、清せい楚そな白いブラウス、おさげ髪がみを止めた水色のヘアゴム。控ひかえめな出いで立たちだが、気弱そうな彼かの女じよなりの精せい一いつ杯ぱいのオシャレをしてきたというのが手に取るようにわかる。そしてわからないのが……なぜか彼かの女じよがすごく嬉うれしそうだということだ。

「あっ……じゃ、じゃあ翔しよう吾ご！　あ、あたし、ちょっとトイレいってくるから！」

「えっ？　ちょっ!?　いきなりどうしたんだよ夏なつ希き!?」

　ちょっと待て、二人ふたりっきりにしないでくれ……！　何話せばいいんだよ……！　気まずいだろ……！

　夏なつ希きはあたふたしながら会場の隅すみのほうへピューンと移動した。

「……」

「……」

　てか……えっと、誰だれだっけこの人……。

　見覚えがある。たしか、夏なつ希きの友達の……昨日きのう、駅前で夏なつ希きと一いつ緒しよにいた、俺おれが千ち鶴づるを誘ゆう拐かいしたと勘かん違ちがいして半泣きになっていた……。

「悪い、その……」

　うつむいた俺おれを見て、名前を思い出せないことを察したのか、目の前の女子はちょっとだけショックを受けた顔をした。心が痛いたむ。

　しかし女子は気持ちを切きり替かえるように、ぱっと明るい表情に戻もどって、

「し、白しら川かわ芽め衣いです……黒くろ崎さきくんの席の右から２つ目の席の」

「あ……」

　思い出した。教室で、休み時間にいつも文庫本を読んでいる女子だ。名前を思い出せなかったのは、覚える気もなかった上に、印象も希き薄はくだったせいだろう。よくよく考えると、夏なつ希き以外のクラスメイトの名前をまともに認にん知ちしていないなんて失礼にもほどがあるな……。

　それに引きかえ、白しら川かわは俺おれの名前を認にん知ちしてくれていた。ありがたいやら忍しのびないやら……。

「……」

　せっかくだから、お詫わびに何か気の利きいた会話を……………ってダメだ、名前が分かったところで他人と会話を広げるスキルなんて俺おれは持っていない。

「……」

　白しら川かわもなにやらうつむいて所在なげにしている……よし、逃にげるか……。

「ね、黒くろ崎さきくんって、本、好き？」

　立ち去ろうとする直前、白しら川かわは俺おれを引き止めようとするような目をして、そう尋たずねてきた。

　あまりに突とつ然ぜんな問いかけに怪け訝げんな顔をしてしまったのだろう、白しら川かわは俺おれを見てびくっと肩かたをすくめ、

「あの、その……黒くろ崎さきくんって、いつも、昼休み一人ひとりで本読んでいるから……本、好きなのかな、って思って……あの、どんな本、読んでるの？」

　俺おれに気をつかうように、上目づかいでおずおずと尋たずねてくる。会話の接つぎ穂ほを見つけようと、必死になっているのかもしれない。いらぬ気をつかわせてしまってるな……。

「……」

　白しら川かわの瞳ひとみには、怖こわがりつつも、ちょっと期待のようなものが浮かんでいる。他人の読んでいる本に興味があるのか。よほど本が好きなのかもしれない。

「まあ、その……」

　俺おれは頰ほおをかく。どうしたものか……白しら川かわの期待には応えたいが……事実を語るべきか……。

　──『二流！　あなたなんか２位で二流よ！　二流っ！　二流っ!!　この二流っ!!』

　まあ……どうでもいいか、いまさら失うものなどなにもない。正直に言ってしまえ。

「実はあれ、女性ファッション誌なんだ」

　よし、引くなら引け。なんなら笑っていいぞ。

　白しら川かわは俺おれの捨て鉢ばちになった言葉に一いつ瞬しゆん、目を丸くしたが、

「女の人の服装に興味があるの？」

「興味っていうか……ゲームのための勉強を……」

「ゲーム……？　わ、わたしもゲームやってるよ！　黒くろ崎さきくんはどんなのやってるの？」

　白しら川かわはスカートのポケットからパッとスマホを取り出した。意外だな。あんまり引かないらしい。まあ、話題がうまくゲームに移ったからな。たしかにスマホのソシャゲなら、多くの同級生がプレイしている。こういった、人と話すときの、コミュニケーションツールとしての機能も持ち合わせているし。

　ただなぁ……。

「ゲームっていっても、ちょっとみんながあまりやらないようなのだから……」

「ぜんぜんいいよ、もしよかったら教えて！」

　子犬のような瞳ひとみで俺おれを見上げてくる白しら川かわ。なんならぶんぶん振ふられる尻尾しつぽまで見えそうだ。ひょっとしたら本よりもゲームのほうが好きなのか？　うむ……わからん。おとなしそうに見えて、意外と好こう奇き心しん旺おう盛せいなのかも。

「まあ、その……ゲーセンでやる……アイドルの……服を……着きせ替かえたり……」

「？」

　俺おれがお茶を濁にごしまくっていると、白しら川かわは小さく首をかしげる。さすがにクラスメイトにキラプリやってることをカミングアウトしたことないから恥はずかしい……でも、もう後には引けそうにない……。

　──『ここから出てって！　いますぐ！　顔もみたくないっ！』

　うん……もういいや。

　元からクラスでは浮うき気味だったんだ。嫌きらわれたって構うものか。

　白しら川かわよ、覚かく悟ごしろよ、俺おれは今から壮そう絶ぜつに気持ち悪いことを言うぞ。女性ファッション誌を読んでいると言った俺おれに引かなかったおまえのキャパシティを軽くオーバーしてしまうぞ。

　俺おれは勇気と諦あきらめを深く吸すいこんで、覚かく悟ごを決め、一気に吐はき出だした。

「俺おれがやっているのは、キラプリっていう、女の子向けのアイドルアーケードゲームだ。もう一度言うぞ。小さな女の子向けのアイドルアーケードゲームだ」

「えっ……」

　ほーら引いた。わかってたけどな。

「……」

　白しら川かわは、俺おれの言葉に完全に固まっている。

　そりゃそうだろう。さすがに、失うものがないとはいえ、恥はずかしい。今度こそ本当に、白しら川かわのもとを去るべく回れ右をしようとすると、

「あ、ごめんなさい……その、ちょっとびっくりしたけど…………わたし、少しだけ、興味あるかも」

「……まじで？」

　白しら川かわの意外な言葉に、今度は俺おれが固まる番になった。

「わたしもね、その……可愛かわいい服とか、キレイなものとか好きだから……。ねぇ、それってどんなゲームなの？　もっと教えて」

　意外だった。

　俺おれはこれまで、絶対に理解してもらえないだろうと決きめこんでいた自分の趣しゆ味みを、目の前の女子は、否定せず、受け入れてくれようとしている。もちろん白しら川かわがたまたま物事に偏へん見けんを持たない寛かん容ような性格だったというのも多分にあるが……俺おれが深刻に考えているよりも、案外、素す直なおに自分を他人に開示してもいいのか……？

「お、おう……そういうことなら」

　俺おれは、キラプリというゲームについて、できるだけ丁てい寧ねいに、かつ気持ち悪くならないように注意しながら、白しら川かわにその魅み力りよくを語った。語るうちにどんどん熱が入っていって、しだいに言葉が止まらなくなる。それにつれて、不安げな表情を浮うかべていた白しら川かわの目が徐じよ々じよに明るくなっていく。

「……そういうわけで、キラプリは女児以外の、俺おれのような高校生男子でも──いや、あらゆる年齢、人種に対応しうる、画期的で、最高のゲームなんだ」

　全てを語り終えたとき、気づけば、白しら川かわの顔がキラキラと輝かがやいていた。

「……すごい、黒くろ崎さきくん、なんだか学者さんみたい……！　わたしも今度やってみようかなぁ。……あの、今度やりかた、教えてくれる……？」

「ああ、もちろんだ」

「ほんとに？　……やった！」

　白しら川かわは喜びを嚙かみ締しめるように胸に両手を当てた。

　俺おれはあらゆることが人より劣おとっている自覚はあるけど、キラプリのことなら、誰だれよりもうまく教えることができる自信がある。自分の趣しゆ味みが誰だれかのために役立つならば、俺おれは喜んでそれを引き受けるぞ。

「……あ、あのね、黒くろ崎さきくん」

「ん？」

　白しら川かわは恥はずかしそうに前まえ髪がみを整える。会話に弾はずみがついたことで勢いを得て、白しら川かわのなかで何かの覚かく悟ごが決まったのか、口のなかで小さく「よし……」とつぶやくと一呼吸おいて、勇気を振ふり絞しぼるように口を開いた。

「あの……覚えてる？　おとといの教室でのこと」

「一昨日おととい？」

「ほら、あの……清きよ盛もりくんの下した敷じき、取りにいってあげたときのこと」
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　下した敷じき……ああ、そんなことあったな。

　白しら川かわはうつむき、スカートをぎゅっと握にぎりしめて、

「あの、あのときの黒くろ崎さきくん……その……」

「おっ！　黒くろ崎さき来てたんだ！」

　見覚えのある男が俺おれの肩かたを気さくに叩たたいてきた。あーえーっと、名前は、

「おいおい名前くらい憶おぼえてくれよぉ。河こう野のだよ、風紀委員の。まあ知らないんなら今日きようから憶おぼえてくれればいいや！　そうそう、一昨日おととい大おお塚つかとやりあったときの黒くろ崎さき、すっげーカッコ良かったな！」

「大おお塚つか？」

「おまえ、まじか……同じクラスになって半年以上経たってんだぞ……あれだよ、茶ちや髪ぱつのサッカー部の」

「あぁー……あいつ大おお塚つかっていうのか」

「いやさ、あいつには普ふ段だんから腹立ってた奴やつも多いからな、黒くろ崎さきがあのときあいつに啖たん呵か切ってくれて、ほんとスカッとしたぜ！　ほんとカッコ良かったぞ！」

「そ、そうか？」

　河こう野のは笑え顔がおで俺おれの肩かたに腕を回してくる。河こう野のの屈くつ託たくのない笑え顔がおにつられて、俺おれも自然と笑え顔がおになった。

「そうだ、黒くろ崎さき、いまさっき白しら川かわとなにやら盛り上がってたけど、なんの話してたんだ？」

「あー、その」

　会話の内容をしゃべろうか迷っていると、白しら川かわがもじもじしながら、

「そ、その……ひみつ」

　白しら川かわが俺おれの目を上うわ目めづかいでチラリと見てくる。ああ、正直ありがたい。さすがに今日きよう一日で二人ふたり以上にキラプリのことをカミングアウトするのは精神が持たない。

「な、なんてこった……！　黒くろ崎さきと白しら川かわって、そういう関係だったのか!!」

「……なんか、勘かん違ちがいしてないか、河こう野の」

「大だい丈じよう夫ぶだって、みなまで言うな！　俺おれが今度いいデート場所教えてやるから、ちゃんとおまえがエスコートすんだぞ！」

「だ、だから、そんなんじゃねーよ！」

　河こう野のは俺おれの肩かたを叩たたき、白しら川かわはうつむいて顔を赤くしている。

　なんだ、思ってたよりも、クラスのパーティーってのも、案外悪くないんじゃないか？　正直今ちょっと楽しいぞ？　案外このまま馴な染じめるんじゃないか？

「……ん？」

　突とつ然ぜん、ポケットの中のスマホが震ふるえた。

　どうやらメールではない。そもそもメールが来るような相手もいないし……キラプリのタイムボーナスのアラーム、こんな時間にかけたっけ……？

　新たな生徒が輪に加わり、すっかり別の話題で盛り上がり始めた河こう野のと白しら川かわからそっと離はなれて、スマホを取り出す。

　画面を確かく認にんすると、知らない番号が画面に表示されていた。

「……誰だれだ？」

　不ふ審しんに思う間にも、スマホのバイブはいっこうに止やむ気け配はいはない。手の中でひたすら震ふるえ続けている。

　このまま無視してバイブが鳴りっぱなしになるのもおっくうだな……。

　イタズラ電話だったらすぐに切ればいいか。

　不ふ承しよう不ぶ承しように通話ボタンを押おして、スマホを耳に当てた。

「……もしもし？」

　電話の向こうからは何も聞きこえてこない。

　なんだ、やっぱイタズラか……。

　スマホを耳から離はなそうとした瞬しゆん間かん、かすかに鼻をすするような音とともに、

「……２位？」

　心臓がドクンと跳はねる。

「おまえ………千ち鶴づるか？」

　聞き覚えのある小さな声に、慌あわててスマホを耳に当て直す。

　……なんで千ち鶴づるが俺おれに電話を？

　そういえば、昨日きのう。

　小こ倉くらに行く前に、万が一に備えて、俺おれの電話番号を千ち鶴づるに渡わたしてたっけ。

　だが、なぜ今千ち鶴づるが俺おれに電話を……？

「…………」

　しかし、千ち鶴づるは何も言わない。時折鼻をすする音だけが聞きこえてくる。

　ざわざわとした感覚が胸をよぎる。

　只ただ事ごとではない。

「……どうした？」

　数秒の沈ちん黙もくのあと、

「……くした」

「は？」

　声が小さすぎて聞き取れない。

　じっと耳をそばだてていると、電話の向こうから、くぅ、と小さく息を吸すいこむ音のあとに、

「マイカード、失なくした……」

　湿しめり気けを帯びた、千ち鶴づるの声が返ってきた。

　かすかに震ふるえるその声を聞いて、血の気が引いていく。

「……は？　失なくした？　マイカードを？」

　念を押おして聞いてみる。何かの間ま違ちがいだ。そんなこと、絶対にあってはならない。

　千ち鶴づるは声を詰つまらせながら、

「あのあと、私もわくわくらんど出て……途と中ちゆうで……デッキないのに気づいて」

　千ち鶴づるがいつも肌はだ身み離はなさず腰こしにぶらさげていた桜色のデッキケース。その中に、あいつはいつも大切にマイカードを保管していた。動どう揺ようしてうまく機能しない頭でなんとか整理してみる。俺おれがわくわくらんどを出たあと、千ち鶴づるもわくわくらんどを出て、そして、

「……どこかに落としたのか？」

「…………うぅ」

　今にも泣き出しそうな気け配はいが電話越ごしに伝わってくる。

　──噓うそだろ……？

　マイカードの紛ふん失しつ。

　それは、すべてのキラプリプレイヤーにとって、もっとも恐おそるべき事態だ。

　マイカードには、これまでキラプリで育ててきたアイドルのセーブデータが詰つまっている。いわば自分の歴史であり、未来へと通じる現在の自分を証明する唯ゆい一いつのカード。それを消失したということは──キラプリプレイヤーとしての死を意味する。

　掛かけ値ね無しの絶望だ。

「……ねえ、どうしよう……どうしよう……」

　電話から漏もれ聞こえてくる声は、普ふ段だんの千ち鶴づるからは想像できないほどに動どう揺ようしている。当たり前だ。俺おれだってマイカードを失なくしたら正気を保っていられなくなる。あの千ち鶴づるが俺おれに電話をかけてくるほどの異常事態だ。それくらい千ち鶴づるは今、混乱している。

　あれこれ考えるのは後回しだ。とにかく、今は千ち鶴づるを落ち着かせないと。

「おまえ今どこにいるんだ。家か？」

　慌あわてず、努めて冷静な声で尋たずねる。電話の向こうからは言いい淀よどむような気け配はいのあと、

「……小こ倉くら」

「は!?」

　なぜ、千ち鶴づるが小こ倉くらにいるんだ？

「小こ倉くらの、ゲームセンターのキラプリなら、誰だれか、いっしょに、イベントしてくれる人がいるかもしれない、と思って……ゲームセンターのあるビルの手前で、ケースないのに、気づいて」

　ちょっと待て、千ち鶴づるはあのあと、電車に乗って一人ひとりで小こ倉くらの街を歩いたというのか？

「なにやってんだよ！」

　意味が無いとは充じゆう分ぶんにわかりつつも、千ち鶴づるの取った行動のあまりの危険性に、思わず大きな声で叫さけんでしまった。

　小こ倉くらも、今日きようほとんどの学校で終業式を迎むかえている。解放感に満みち溢あふれた素行の悪い学生や地元の不良がわらわらとひしめいているはずだ。

「ぅ……」

　俺おれの怒ど鳴なり声に、千ち鶴づるのおののく気け配はいが電話越ごしに伝わってきた。すぐ後こう悔かいし、

「すまん。あのな、俺おれがそっちに着くまで駅の改札前のトイレにこもってろ。途と中ちゆう誰だれかに声をかけられても無視して、走ってトイレに逃にげろ」

「……うん」

　千ち鶴づるが承しよう諾だくしたことを確かく認にんして、通話終しゆう了りようボタンを押おす。うかうかしていられない。すぐにスマホで小こ倉くら行きの電車を確かく認にんする。十五時四分。これを逃のがしたらあと一時間待ちだ。腕うで時ど計けいの針は十四時四一分を示している。ここから駅まで全力で自転車を飛ばせば二十分。

　間に合う。

「どうしたの翔しよう吾ご？」

　電話をしていた俺おれを離はなれたところから見ていたのか、夏なつ希きが心配そうな表情を浮うかべて俺おれに声をかけてきた。

「……」

　俺おれは悩なやんだ末、夏なつ希きに頭を下げた。

「わるい夏なつ希き。やっぱ俺おれ、帰るよ」

「え？　……なんで？　あんなにみんなで楽しそうにしてたのに……一体、どうしたの？」

　ジュースの入ったグラスを片手に持ったまま、眉まゆをひそめる夏なつ希き。

　事情を説明するのももどかしく、

「あのな、一昨日おととい駅前で俺おれと一いつ緒しよにいたやつ知ってるだろ？　そいつがちょっと、大切なカード失なくしちまって……今小こ倉くらにいるらしいんだけど……とにかく、行ってくる」

「……またキラプリ？」

　夏なつ希きはさらに眉まゆをひそめて、

「事情はよくわかんないけど……つまり、今からここを出て『キラプリのほう』に行くってこと、だよね？　……そんなに、重要なの？　それに、失なくした、って、ただのカードでしょ？」

　ただのカード。そう、夏なつ希きや、キラプリに興味の無い者にとってはそうだろう。

　だが、俺おれや千ち鶴づるにとってそれは『ただの』では済まされない、命よりも大切なものだ。

　それがどれほど大切なのか、言葉で説明できないし、している暇ひまなんてない。だから、

「……ごめん」

　つい、焦あせってしまった。いつもの悪い癖くせだ。言葉が足りない。

　俺おれの言葉を聞いて、夏なつ希きの瞳ひとみがしだいに明確な怒いかりの色を宿し、徐々に水気を帯びていき……。

「っ……！」

　会場に響ひびき渡わたるほどのビンタを、夏なつ希きは俺おれの頰ほおに見み舞まっていた。

「せっかく、来てくれたのに……っ」

　夏なつ希きは声を震わせながら、

「ごめん、じゃ、ぜんぜんわかんないよ……！」

　夏なつ希きはすぐに、自分の手のひらを見て自分の取った行動にハッとしてうろたえている。周囲の生徒がざわつき、遠巻きから俺おれと夏なつ希きをうかがっている。ざわめきは波のように、ゆっくりと会場に伝でん播ぱしていく。

「夏なつ希き……」

　夏なつ希きは、教室で浮ういている俺おれの身を案じて、わざわざパーティーに誘さそってくれた。これをきっかけに、クラスに溶とけこむことができるように、と。

　こんなに良いい奴やつ、どこを探してもいない。決してないがしろにしてはいけない。

　だから、俺おれなりに、言葉が足りないなりに、誠意を込こめて、きちんと気持ちを伝えよう。

「なあ、夏なつ希き……聞いてくれ」

　電話越ごしの、千ち鶴づるの泣きそうな声が脳のう裏りに蘇よみがえる。

「困ってる奴やつが、いるんだ…………だから、行かないと」

「……翔しよう吾ご……」

　夏なつ希きは俺おれの言葉を聞き、深く考かんがえこむように、押おし黙だまる。

「おい、せっかくみんなで楽しんでいるのに、ぎゃーぎゃーうるさいんだよ」

　人ひと垣がきを無理やり搔かき分わけて、リア充じゆう……もとい大おお塚つかがやってきた。

　くそっ、こんなときに……！

「パーティーの空気わるくするなよ。なあ？　聞いてんの？」

　前まえ髪がみをしきりに触さわりながら、俺おれに近づいてくる。

　クラスメイトが周囲でざわついている。

　チラリと腕うで時ど計けいを確かく認にんする。十四時四三分。

　……早く出ないと、電車に間に合わねぇ……！

「痛てっ!?」

　そのとき、視界の端はしからゆるい放物線を描えがいて何かが飛来した。大おお塚つかの頭に当たって、コツン、と乾かわいた音を立てた。飛来物は大おお塚つかの頭で跳はね返かえって再び小さな弧こを描えがき、俺おれの足元に落下した。床ゆかをコロコロと転がるそれは、会場のテーブルに山積みにされていた、ジュースの空あき缶かんだった。

「おい誰だれだ!?　今の！」

　大おお塚つかは周囲をキョロキョロと見回す。視線を投げかけられた人ひと垣がきが取り乱して「おれじゃない」「わたしじゃない」と潮のように引いていく。

　空あき缶かんが勝手に飛んでくるわけがない。

　一体、誰だれが。

「……っ！　あいつか……！」

　見つけた。

　会場の隅すみにいる、小集団。その中心にいる、一ひと際きわ背の高いアフロ頭が、やたら男前な表情で、会場の出口を親指で指し示している。

　──サンキュー、アフロ。

　俺おれはアフロに目で礼を言い、人ひと垣がきに紛まぎれて混乱の渦か中ちゆうにある会場の扉とびらを開けた。

　階段を転がるように駆かけ下りて公民館を飛び出した。

　ごめんな、夏なつ希き。

　俺おれは駐ちゆう輪りん場じように停とめていた自転車にまたがり、駅を目指して全力でペダルを踏ふむ。

　ひたすら漕こぐ。

　真っ白な息が視界を邪じや魔まする。

　目の前に現れた駅のホームには、すでに電車が入っていた。

「ちっ……！」

　無人改札を抜ぬけ、ドアの締しまりかける電車に飛び乗る。席に座すわるのももどかしく、閉じた扉とびらにもたれかかる。

「なんであいつなんかのために……」

　奥おく歯ばを嚙かみ締しめる。

　ちょっと楽しいと思いかけたパーティーを抜ぬけ出だしてまで、なぜ今、俺おれはあいつのために必死に小こ倉くらを目指しているんだろう。

　車窓を流れるさびれた町を見つめながら考える。自転車を全力で漕こいで荒あらくなった呼吸が邪じや魔まして、あれこれ考えるのがおっくうになってきた。

　下しもの関せき駅えきに到とう着ちやくすると小こ倉くら行きの電車に飛び乗る。発進した電車は造船所を左手にして、徐じよ々じよに傾けい斜しやしながらぽっかりと口を開けたトンネルに滑すべりこむ。

　暗く長いトンネルを静かに電車が走っていく。

　海底を走る車内の静けさが心をざわつかせる。ふと窓に映った自分の顔を確かく認にんすると、目が血走っている。

「なんでもいいから、もう……早く着け……！」

　この歳としになるまでこのトンネルを幾いく度どとなく往復したが、こんなに長く感じるのは初めてだ。ひょっとしたらずっと続くのではないか。そう思ったとき、冬曇ぐもりの空から漏もれる光とともに、北きた九きゆう州しゆうの街が現れた。
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　電車が小こ倉くら駅のホームに到とう着ちやくした。

　悪いと思いつつ、駅員に運賃を無言で渡わたして、改札を抜ぬける。

　すぐ目の前のベンチに、千ち鶴づるがうつむいて座すわっていた。

「おい、おまえ無事か」

　俺おれが駆かけ寄よると、千ち鶴づるはうつむいたまま、何も言わない。

「……」

　とりあえず、ケガや着衣の乱れはない。外から見る分には、目立った変化はない。

「おまえ、なんでまた一人ひとりで……」

　黙だまり込こんでいる千ち鶴づるの右回りのつむじをじっと見つめていると、顔を上げないまま、

「……どこにもないの……駅をおりるまではあったと思うんだけど……来た道ぜんぶさがしたけど……どこにもなくて……」

「……」

「……どうしよう。これじゃもう、キラプリできない」

　正確には、できないことはない。最初からアイドルのデータを作りなおせば、キラプリはできる。しかし、夢中になっているゲームのセーブデータがすべて消えてしまう恐きよう怖ふというのは、もうそのゲームを引退してしまいたくなるほどの破は壊かい力りよくを有している。それに、千ち鶴づるにとって、キラプリはもはや単なる娯ご楽らくとしての範はん疇ちゆうを超こえている。マイカードには、千ち鶴づるのこれまでのキラプリの活動の全データが詰つまっている。

『全国一位』を目指すべく鍛きたえ続けてきた〈ちづる〉のデータの紛ふん失しつ。

　それはもはや自分の身体からだの一部、そして生きる意味を突とつ然ぜん消失したのと同義だ。

「本当に全部、探したのか？」

　念を押おして訊きいてみる。勘かん違ちがいじゃないのか。ランドセルの隅すみのほうに挟はさまっているとか、スカートのポケットに入っているとか。昨日きのう財さい布ふを筐きよう体たいに置き忘れたように、こいつ意外とドジだから、ひょっとしたらわくわくらんどに忘れてきたとか。

　しかし、千ち鶴づるは瞳ひとみに涙なみだをいっぱいためて、こくん、とうなずくだけだった。

「……」

　俺おれは、頭の中で千ち鶴づるに何を言おうか考えた。

　しかし、胸からこみ上げるたった一つの言葉が、すべてを一気に押おしのけた。

「あきらめんじゃねーよ」

　自分でも、自分の発した言葉が予想外だった。それは千ち鶴づるにとってもそうだったらしく、はっと顔を上げたその潤うるんだ瞳ひとみには、戸と惑まどいの色が浮うかんでいた。

「俺おれが見つけてやる」

　千ち鶴づるの瞳ひとみが、大きく見開かれた。じわりと新たな涙なみだが滲にじむ。しかしすぐに躊ちゆう躇ちよの色を宿し、

「……で、でも」

　千ち鶴づるは視線を地面に落とす。

　俺おれだって自分で自分の言葉が信じられねえよ。ただもう、考えている時間はない。

「とにかく急いで探す。拾われたら一巻の終わりだ」

　俺おれはかまわずゲームセンターへ向かう道を歩き出した。

「ま、待って……！」

　振ふり返かえると、千ち鶴づるがベンチから立ち上がり、俺おれのあとを必死についてこようとする。

「おまえは家に帰ってろ」

　千ち鶴づるは泣きそうな顔でぶんぶんと首を横に振ふる。置いていかれないようにしようとしたのか、俺おれの服の裾すそを小さな指で強く摑つかんだ。

「……」

　駅の改札口に目を走らせる。お互たがいの胸ぐらをつかんでにらみ合っている高校生、女子中学生が笑え顔がおで駅員に絡からんでいる。まずい。このあたりの学校も下校時刻を迎むかえて不良がたむろしはじめている。ひょっとしたらホームや電車内にも……。

「行くぞ。絶対に俺おれの側から離はなれるな」

　千ち鶴づるは涙をぬぐいながらこくんと頷うなずく。

　俺おれは千ち鶴づるがしっかりと服の裾すそを摑つかんでいることを確かく認にんし、歩き出す。駅を出て、千ち鶴づるの通った道をしらみつぶしに探す。

「桜色だったよな、デッキケース」

「……うん」

「道に落ちてればわかるはずだ」

　しかし、まったく見当たらない。交番に届いているかもという甘あまい幻げん想そうはこの街には無い。誰だれかに拾われてそのまま持ち去られたのかもしれない。絶望的だった。

「もう、そのあたりぜんぶさがした、なかった」

「隅すみのほうとかよく見たか？」

　アーケードの雑ざつ踏とうの中、ひたすら地面に目を凝こらす。ふいに足を止めた千ち鶴づるから泣きそうな気け配はいが伝わってくる。手を握った。歩く。ラーメン屋の軒のき先さきから漂ただよう強きよう烈れつなとんこつ臭しゆう、ドラッグストアの前でお互たがいの髪にブリーチをかけあって大はしゃぎする女子高生、ライブハウスへと続く地下の階段を下っていく赤いバンダナを巻いたタトゥーだらけの男達たち、握にぎった手から伝わってくる千ち鶴づるの小さな手のひらの感かん触しよく。

　小さく、熱く湿しめったその感かん触しよくだけが、やけに鮮せん明めいだった。

「……ないな、くそ」

　結局ゲームセンターのある商業施し設せつの近くまできたが、千ち鶴づるのデッキケースはどこにも落ちていなかった。

　──どこにあんだよ……。

　顔を上げる。

　目の前には、橋があった。

　その下には、大きな川が流れている。

「おまえ、この橋渡わたったか？」

「うん…………この橋のうえで、人とぶつかって……………もしかしたら、そのときに、落としたのかも……」

「……それだ！」

　これまで歩いてきた地面にはどこにも落ちていなかった。

　だったら、俺おれが探せる残された場所は……ここしかない。

　俺おれは息を吞のんで、橋の欄らん干かんに手をつき、もう一度川を見下ろす。今にも凍こごえつきそうな水が下流に向かって緩ゆるやかに流れている。

　……くそっ、もうここまできたらやるしかねぇ。

　土手に回って、川岸まで歩く。水みず際ぎわに着くと、制服のズボンの裾すそを膝ひざまでまくり、靴くつを脱ぬぎ、靴くつ下したを脱ぬぎ捨てた。

「え……なに、してるの……？」

　橋の欄らん干かんに身を乗り出した千ち鶴づるの戸と惑まどう声が聞こえてきた。ほんと、なにしてるんだろうな。素す足あしになった俺おれは、目を閉じて、川かわ面もに足の先を浸ひたした。

「つ、冷てぇっ……！」

　年としの瀬せの川の水が、容よう赦しやなく足に突つき刺ささる。爪つま先さきから頭頂部まで痺しびれが走る。予想以上に冷たかった。

　覚かく悟ごを決めて、両足を川に突つっこむ。水深はくるぶしが浸つからない程度の浅さ。雑草がいたるところに繁はん茂もしている。もし橋の上でデッキケースを落としたのであれば、流されずに、どこかの茂しげみに引っかかっているかもしれない。

「ねぇ、もういいよ！　探さなくて！」

　足の裏に砂じや利りや小石がチクチクと突つき刺ささる。かまわず歩く。

「ちっ、日が落ちてきたな……急がないと」

　川かわ面もが夕ゆう陽ひを弾はじいて反射する。

　暗くなったら、もう見つけられなくなってしまう。

　朽くちた木の枝を手て当あたり次し第だいに搔かき分わけながら川底を歩き回っていると、橋の上から再び千ち鶴づるが泣きそうな声で叫さけんだ。

「はやく！　冷たいから！　あがってきて！」

「黙だまってろ」

　しょうがないだろ。

　俺おれには、わかっちまうんだから。

　こいつと同じ『きらめきアイドル』の俺おれには、こいつの辛つらさが痛いほどわかる。無くしたカードが、千ち鶴づるにとってどれだけ大切なものか。もういいわけない。自分だったらたぶんショックで死ぬ。毎日毎日、それこそ寝ねる間を惜おしんで自分のアイドルを可愛かわいくさせることだけを考え、技術を磨みがき、究極の〝高み〟に向かって走り続けてきた。その努力の集積があのカードなのだから。

「あなた、わたしのこときらいなんじゃないの、なのに、なんで」

「ああきらいだよ。まじむかつくよ。──……でも、おまえのいないキラプリで一位になっても意味ないんだよ」

　ずっと、誰だれにも、わかってもらえないと思っていた。

　キラプリに情熱を注ぐ俺おれのこだわり、俺おれの信念。

　その想おもいにまったく同じ──いや、俺おれ以上のこだわりと信念を込こめて本気で牙きばを剝むいてきた、初めての相手が、千ち鶴づるだった。

「絶対見つけてやる」

　そいつが、カードを無くしたからというつまらない理由で、キラプリをあっさり辞やめてしまうことが、俺おれにはどうしても許せない。

「どこにあんだよちくしょう」

　いや、違ちがう。

　俺おれは、手放したくないのではないか。

　心の底でずっと欲ほしかったもの。

　自分と同じ好きなものを、同じ熱量で語り合える人。

　自分を犠ぎ牲せいにしてでも、なりふり構わず助けてあげたいと思える人。

　そう、世界はそれを──




「見つけた……！」




　朽くちた枝と枝の間に引っかかっていたのは、見覚えのある桜色のデッキケース。枝を搔かき分わけて、水底に沈しずみ込んだそれを拾い上げる。橋の上の千ち鶴づるに見えるように掲かかげてみせた。

「な？　あきらめなけりゃ見つかるんだよ」

　俺おれは川から上がって千ち鶴づるのいる場所に戻もどると、濡ぬれたデッキケースを制服の袖そでで拭ぬぐって千ち鶴づるに差し出した。プラスチック製のケースのフタは隙すき間まなくしっかりと閉じられていて、水が浸しん入にゆうした様子はない。

「よかったな、〈ちづる〉は無事だぞ」

「……！」

　千ち鶴づるは瞳ひとみを見開いたまま、震ふるえる小さな手で弱々しくデッキケースを受け取ると、ぎゅっと胸に抱だき締しめ、その場に膝ひざからくずおれた。

「あ、あぁ、ぁぁあぁぁ」

　猛もう烈れつな安あん堵どが胸に溢あふれ、張はり詰つめていた緊きん張ちようの糸がほどけたのか──千ち鶴づるは、声を上げて泣きだした。橋の上で、周囲にはばかることなく、まるで生まれたての赤子のように、大おお粒つぶの涙なみだを流して、泣きだした。

「もう……もう、だめかと、おもった……っ」

　千ち鶴づるは嗚お咽えつをかみころしながら、必死に声を絞しぼりだす。

「ありがとう……ありがとう……しょうご」

「いいよ」

　千ち鶴づるの泣き声が強まっていく。

「ごめんね、ごめんね、わくわくらんどで、あんなひどいこといって」

「いや。おまえはなにも間ま違ちがったことは言ってなかった。俺おれのほうこそ、ひどいこと言って、ごめんな」

　わくわくらんどで、叱しかられた子どものように、じっとうつむく千ち鶴づるの顔が脳のう裏りに蘇よみがえる。歯をくいしばる。夕日が川かわ面もを照らし、黄こ金がね色いろの光をきらきらと反射する。
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「……しょうごが、しょうごが、わたしをおいて、どこかにいっちゃうのが、こわくて……」

「おう……」

　俺おれは足元でしゃがみこんで泣き声をあげる千ち鶴づるのとなりにしゃがんだ。そうして、しばらくのあいだ、幼子のように泣き続ける千ち鶴づるのとなりにいた。

「………ぅぅ、ひっく」

　十数分後。

　山の稜りよう線せんに沈しずもうとしている落日を見つめていると、堰せきを切ったように泣き続けていた千ち鶴づるは、しだいに落ち着きを取とり戻もどしていった。

　目に浮うかぶ涙なみだを両手でぬぐいながら、ゆっくりと呼吸を整え、

「……もう……限定コーデ、まにあわないね……わたしのせいで」

「あきらめんなよ」

「……え……？」

　俺おれは腕うで時ど計けいを見た。

　午後四時五十一分。

「なあ、千ち鶴づる。俺おれからも頼たのみがあるんだけど」

　俺おれはある提案を──心の底でずっとずっと考えていた提案を、千ち鶴づるに持ちかけることにした。

「一回だけだ。一回だけ、俺おれに手を貸してくれないか」

　千ち鶴づるは、となりで俺おれの顔をしばらく見つめていた。

　そして、俺おれの視線と同じ方向を──沈しずみゆく夕日の最後の光を浴びて宝石のように輝かがやく川かわ面もを見つめながら、桜色のデッキケースを両手で抱だき締しめて、こくん、と頷うなずいた。
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　地元の駅に到とう着ちやくすると、自転車の後ろに千ち鶴づるを乗せてわくわくらんどを目指してペダルを踏ふんだ。

　田んぼと畑だらけの県道沿いを猛もうスピードで走はしり抜ぬける。ひたすらペダルを漕こぐ。見慣れた田舎いなかの景色けしきが背後に吹ふっ飛とんでいく。風になった気分だった。今け朝さの天気予報では雪が降るといっていたのに、不思議と寒さを感じない。

　千ち鶴づるは俺おれの腰こしにしっかりと腕うでを回し、背中に小さな顔をうずめていた。

　マルワの駐ちゆう輪りん場じように着くと、カギもかけずに自転車を乗り捨てて、ゆっくりと作動する自動ドアをこじ開けて店内に足を踏ふみ入いれた。

「痛っ」

　その途と端たん、背後の千ち鶴づるが自動ドアの溝みぞにつま先を引ひっ掛かけて、床ゆかにべちゃりとこけた。なにやってんだドジ。俺おれは千ち鶴づるの両りよう脇わきを摑つかんでかかえ上げ、脇わきに抱だいて走り出す。すると、

「おまえは……あのときの高校生！　ついに誘ゆう拐かいしやがったかこら！」

　食品売り場から、スーパーを巡じゆん回かい中ちゆうの警備員が駆かけ寄よってくる。四日前の奴やつだ。

　くそ、どうするか……！

　逡しゆん巡じゆんした直後、食品売り場からふらりと姿を現したのは──

「こ、こら！　やめないかふくべぇ！　そこをどけ！」

「あっ……！」

　ふくべぇが、警備員の前に立ちふさがり、行く手を遮さえぎった。

　ふくべぇの周囲には大勢の子ども達たちが集まり、嬉うれしそうに風船をせがみ始めた。

「……！」

　助けてくれたのか……？

　ふくべぇが俺おれを振ふり返かえった。

「あのときの借りは返したぜ」──なんとなく、そのとぼけた顔がそう言ってるように見えた。

　──ありがとよ、ふくべぇ。

　俺おれは千ち鶴づるを脇わきに抱かかえたまま、ふくべぇに頭を下げてわくわくらんど目指して再び走り出す。それにしても、一体誰だれがあの中に入ってるんだろう──でも、俺おれは思う。やっぱりふくべぇは、子どもの味方なのかもしれない。

　靴くつ売り場と日用品売り場と婦人服売り場の前を駆かけ抜ぬけて、千ち鶴づるとともにわくわくらんどになだれこむと、

「おかえり、翔しようちゃん」

　キラプリの筐きよう体たいの椅い子すに座すわってパラソルチョコを頰ほお張ばっていた會かい田ださんは、肩かたで息をする俺おれと目が合うとほっこりとした笑えみを浮うかべた。足あし元もとに置かれたくずカゴにはあふれるほどのチョコの包み紙がつめこまれていた。

「ちゃんと椅い子すあっためておいたからね」

「ありがとうございます。あと會かい田ださん。お菓か子し、食べすぎたら太りますよ」

「アイドルはね、お菓か子しを食べても太らないんだよー」

　會かい田ださんは大きな胸を反って伸のびをすると「外の清せい掃そう行ってくるね」とささやき、俺おれの肩かたをぽんと優やさしく叩たたいて、搬はん入にゆう口ぐちへと歩いていった。

「……會かい田ださん、本当にありがとうございます。今度、ライブ観みに行きますから」

　俺おれは會かい田ださんの背中に頭を下げ、筐きよう体たいの椅い子すに座すわった。會かい田ださんのお尻しりの熱で暖められた椅い子すはなんだかくすぐったかった。

「やっぱりここのキラプリじゃなきゃな」

　深呼吸して、目を閉じる。蛍けい光こう灯とうの光をまぶたの裏に感じる。近くで流れるクレーンゲームの間の抜ぬけたＢＧＭ、會かい田ださんの残していった甘あまいお菓か子しの香かおり。これら肌はだになじんだ環かん境きようが心身に深いリラックスをもたらしていく。同時に、神経が鋭するどく研とぎ澄すまされていく。

　俺おれは筐きよう体たいのボタンを慈いつくしむように撫なでる。筐きよう体たいのボタンにはそれぞれ固有の癖くせがある。ここの、慣れ親しんだわくわくらんどのキラプリの筐きよう体たいでないと、おそらく俺おれはエキストラハードをクリアできない。ましてや小こ倉くらのキラプリでは順番待ちが発生するかもしれないし、昨日きのうのようにキラプリヤンキーに取り囲まれたらイベントどころではない。

「さあ、やるか」

　俺おれは両手の手首を入念にほぐし、指を一本ずつ鳴らす。

「絶対に手に入れる」

　千ち鶴づるが小さな尻しりをねじこんで、俺おれのとなりに座すわってくる。窮きゆう屈くつだからもう一個椅い子す持ってこいよ、とは言わない。

　俺おれの二にの腕うでと千ち鶴づるの肩かたが触ふれあう。

　千ち鶴づるの体温は驚おどろくほど高く、その熱が不思議と安心感と勇気を与あたえてくれる。

「チャンスは何度もねぇぞ」

「わかってる」

　俺おれは腕うで時ど計けいを確かく認にんする。イベント終しゆう了りよう時刻の午後六時まで、残り十五分。選曲、コーデ選せん択たく、ライブ、アイテムカード排はい出しゆつ。ゲームの一連のセクションを考こう慮りよすると、二度のチャレンジはないと思ったほうがいい。

　俺おれは筐きよう体たいに百円玉を投入してスタートボタンを押おし、マイカードをスキャン。コーデ前の姿である白無地のＴシャツと短パンを身につけた〈みゆ〉が笑え顔がおで画面に登場する。イベントモードを選せん択たく、『いっしょにいるおともだちも、もうひゃくえんいれてね！』というキッコの声よりも先に、千ち鶴づるは筐きよう体たいに百円玉をねじこんだ。

　画面の中に〈ちづる〉が登場し、すでに楽屋にいた〈みゆ〉とハイタッチを交かわす。

「足引っ張るんじゃねーぞ」

「そっちこそ。あなたが完走できなかったら意味ないんだから」

「まあ、そうだな」

　苦く笑しようする。余計な心配だったか。

　わくわくらんどに着いたときには千ち鶴づるはすっかり泣なき止やんでいた。いつもの高こう慢まんな態度に戻もどっている。うん。それでこそ〈ちづる〉の使い手にふさわしい。

「さて、どの曲を選ぶか」

「あなたにまかせる」

「……ふむ……」

　俺おれはイベント限定曲の中から、とある楽曲を選せん択たくし、青いボタンを素す早ばやく十回押おして『ＥＸＴＲＡ ＨＡＲＤ』に設定した。この曲は、プレイヤーから『途と中ちゆうでノーツが途と切ぎれる』『ボタンが作動しなくなる』などとバグ扱あつかいされているいわくつきの超ちよう難曲だ。さらにロックテイストでＢＰＭが速く、かつ変へん拍びよう子しを多用しているためリズムキープが異様に難しい。その分、ノーツが多いのでスコアを多く稼かせぐことができる。俺おれ達たちが高スコアを出すにはこれしかない。

「攻こう略りやくＷｉｋｉによれば、協力プレイ時のエキストラハードで、二人ふたりのスコア合計が４００００を超こえればＳＳＲサンタコーデが排はい出しゆつされるテーブルに乗るらしい。その排はい出しゆつ率りつは…………50％だ」

「……良いい数字ね」

「といっても、４００００なんて、日本に十九人しかいない『れじぇんどアイドル』が二人ふたり揃そろっても容易に叩たたき出だせるスコアじゃないけどな」

　俺おれ達たちの低スコアコーデで、この悪あく魔まの数字を打ち破るには、最高難度のこの曲を選せん択たくするしかない。

「……そうね」

　千ち鶴づるはつぶやく。微かすかに不安げな声こわ音ね。しかしその目には、明らかに挑戦的な色が浮かんでいる。

　俺おれは指慣らしをしながら、

「さあ、最高に可愛かわいい衣い装しようを着せてやるか」

　コーデ選せん択たく画面で、俺おれは〈みゆ〉にとっておきのコーデを施ほどこしていく。画面の右側には、千ち鶴づるの手によりこの世のものとは思えないほど可愛かわいく仕立て上げられる〈ちづる〉がいる。

「時間がないからって慌あわてる必要はないぞ。適当なコーデにするな。ゆっくり選ぼう」

「ふん、当然よ。あなたこそ、私の〈ちづる〉の隣となりで踊おどるにふさわしい衣い装しようを施ほどこしなさい」

「言ってくれるじゃねーか」

　俺おれは〈みゆ〉に愛用の【せいしゅんローファー】にタータンチェックの【こいいろプリーツスカート】、それに白の【おとなめカッターシャツ】を着せていく。そしてアクセントには、昨晩千ち鶴づるから貰もらった、とっておきの【マジカルかんざし】を着けてやる。コンセプトは、今、どこかで街を歩いていそうな、どこにでもいる少女。派は手でな服装よりも、こういう抑おさえめな服装のほうが俺おれは好きだ。

「あいかわらずノーマルだらけ。加算スコアの低いコーデね」

　千ち鶴づるが画面の左側を見て呆あきれたような声を漏もらす。画面の右側には、〈みゆ〉とは対照的な、フリルをふんだんにあしらったお姫ひめ様コーデの〈ちづる〉がいる。しかしその派は手でさが決していやみじゃなく、「ああ、この少女はアイドルになるために生まれてきたんだな」と自然に思わせてしまう完かん璧ぺきな衣い装しようが完成している。

「おまえこそミックスコーデなんかするから全然ボーナスポイント入ってないじゃねーか」

「何か問題でも？」

「いや……俺おれ達たちらしいな、って思っただけさ」

　俺おれの言葉に、千ち鶴づるは不敵に微笑ほほえむ。

　そう、俺おれ達たちの共有する信念。

　自分が本当に好きなコーデでライブをする。

　しかし、効率を無視して好きなことを押おし通とおせば、どこかにかならず歪ゆがみが生じる。その歪ゆがみは、スコアに影えい響きようを与あたえる。そんな俺おれたちが高スコアを狙ねらうのならば、ほとんどミスできない、シビアなライブパフォーマンスを要求される。

　いいのだ。俺おれ達たちは、そうやってキラプリを楽しんできた。

　画面の中で、コーデを選せん択たくし終えた〈みゆ〉と〈ちづる〉は楽屋を出て、手を取り合い、大勢の観客の待つステージへと続く長い廊ろう下かを歩いてゆく。二人ふたりの『きらめきアイドル』の登場を今か今かと待まち焦こがれる観客達たちの歓かん声せいが廊ろう下かの壁かべを伝って響ひびいてくる。

「最初に会ったときみたいに、またハイキックするんじゃねーぞ」

「どうかしら。あんまり不ふ甲が斐いないプレイをするようなら保証はしない」

「こえーこと言うなおい」

〈みゆ〉と〈ちづる〉はステージ下のセリで待機している。頭上ではバックバンドの演奏準備がついに整い、オーバードライブでゴリゴリに歪ひずめられたベースサウンドがイントロを奏かなで始めた。

「さあ、いくぞ」

「うん……！」

〈みゆ〉と〈ちづる〉の足場がゆっくりと浮ふ上じようする。頭上のステージが左右に割れ、降り注ぐステージライトの光が奈な落らくの闇やみを切きり裂さいていく。二人ふたりが暗くら闇やみから解き放たれた瞬しゆん間かん、七色の光が飛とび交かうドームの中心に躍おどり出た。目の前にはサイリウムの大海。

　そして、地じ獄ごくのようなノーツの群れが俺おれの視界を埋うめつくした。

「……！」

　愕がく然ぜんとする。無数の気き泡ほうの波が上下左右バラバラに〈みゆ〉と〈ちづる〉のターゲットマークに襲おそいかかる。通常の難易度設定ではターゲットマークは一つ、ノーツの流れは一本だが、エキストラハードは四本のノーツの流れが二つのターゲットマークに交わる。一人ひとりプレイ時ですら画面がノーツだらけになるのに、二人ふたり分ぶんになるとターゲットマークは四つ、ノーツの流れは計八本──ほとんど画面がノーツの粒つぶで埋うめ尽つくされる。どのタイミングで何色のボタンを押おせばいいのか即そく座ざに判別できない。

「これ、ちょっと、凄すごすぎ……！」

　最高難度の曲を選んだせいだろう。平時のエキストラハードとの勝手の違ちがいに、千ち鶴づるが唇くちびるを歪ゆがめて狼ろう狽ばいする。

「くっ！」

　俺おれは画面を凝ぎよう視しし、信じられない速度で流れるノーツのパターンを解かい析せきする。普ふ段だんどおりでいい。絶対に適当にボタンを押おしてはダメだ。

　指を動かすと同時に俺おれは脳内で譜ふ面めんを意識する。数が多すぎて一見出で鱈たら目めに配置されているように見えるノーツの群れは、その実16分ぶ音おん符ぷと三連符ぷが複雑に入り組んだれっきとした「リズム」になっている。身体からだの中心に４分のリズムをぶっ刺さして、腰こし骨ぼねで拍はくを取り、両手の指を画面上のノーツに合わせて動かせばリズムが崩くずれることはない。

　ただ、問題は、その譜ふ面めんに指の運動が対応できるかどうか。

「異常だぞ、これっ！」

　多すぎるし、速すぎる。この譜ふ割りを作った奴やつはおそらく人間の反射神経の限界を理解していない。

「うぅ……！」

　ボタンは三発しかないはずなのに、片手では到とう底てい間に合わない。16分を刻み続ける赤のノーツを右手のピアノ連打で撃うち落おとし、複雑なリズムで流れる緑と青のノーツを、左手の指で的確に処理する。

　俺おれと千ち鶴づるは全神経を総動員して、無限に湧わいてくるノーツを一つ一つ潰つぶしていく。ノーツに合わせてボタンを押おした際に生じるアタック音は途と切ぎれることなく鳴なり響ひびき、途と切ぎれたかと思うと16分ウラや六連符ぷの合間など実にいやらしい配置でブレイクが潜ひそんでいる。前言撤てつ回かい、これはもはやリズムではない。おそらく野生の猿さるがＤＴＭで適当に打うちこんで作ったに違ちがいない。

「よし………抜ぬけた！」

　三十秒間続いたノーツの流星群を撃げき破はすると、〈みゆ〉と〈ちづる〉が踊おどるステージが一面の花畑へと姿を変えた。百ひやつ花か繚りよう乱らんの只ただ中なかを二人ふたりは手を繫つないで次なる観客の待つ巨きよ大だいな城へと駆かけて行く。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「もちろん」

　俺おれと千ち鶴づるは目を合わせる。互たがいに体力と集中力の消しよう耗もうはない。

　画面上では、〈みゆ〉と〈ちづる〉が花畑を抜ぬけ、城の門前に到とう着ちやくした。扉とびらが七色の光を放ち出す。二人ふたりは顔を見合わせ、頷うなずきあうと、目の前の扉とびらを押おす。そして──

「なんだ、と……？」

　期待に血を滾たぎらせていたのも束つかの間ま、開かれるはずの扉とびらは〈みゆ〉と〈ちづる〉が押おしても引いてもびくともしない。虹にじ色いろに輝かがやく扉とびらはみるみるうちに退色し、城の外まで溢あふれかえっていたカクテル光線と観客の歓かん声せいは尻しりすぼみに消えていく。城の周囲を取り囲んでいた色とりどりの花々は悉ことごとく朽くちていき、太陽が燦さん々さんと輝かがやいていた青空には煤すすを溶とかしたような黒い雲が垂れこめ、雷らい鳴めいが轟とどろく。

　そして、暗黒の空に──『ＧＡＭＥ ＯＶＥＲ』という血文字が禍まが々まがしく浮うかび上あがった。

「「えっ……？」」

　どういう、ことだ……？

　画面がリザルト画面に切きり替かわる。混乱しながらゲーム結果を見つめる。ミスタッチはほとんど無い。体力ゲージは二割も削けずれていない。なのになぜゲームオーバーに……？

「……もしかしたら……足切りかも」

　千ち鶴づるが冷静につぶやく。千ち鶴づるの声に我に返る。

「……最初のイベントでも同じ現象が起きたわ……序じよ盤ばんで規定のスコア値を稼かせいでいないと城の扉とびらが開かないギミックになっているのよ。その時の突とつ破ぱ所要値は６５００。今は二人ふたり分ぶんだからおそらく倍の１３０００。そして今私わたし達たちが稼かせいだスコアは……１２５５０」

「……俺おれのせいか」

　膝ひざに拳こぶしを打ちつける。ノーマルばかりのコーデを〈みゆ〉に施ほどこしているため、ＳＲを使用する千ち鶴づると違ちがい、俺おれはライブ前にボーナスポイントを稼かせいでいない。平時はその不利を終しゆう盤ばんのエストレアチェンジの連打で補っているが──序じよ盤ばんに、このようなフィルタリングを設置されては為なす術すべがない。

「……」

　ふと、足あし元もとにある、俺おれの通学鞄かばんに目がいく。

　半分開きかかっている鞄かばんの中には、一ヶ月前のイベントで入手した限定ＳＲコーデが納められたカードファイルが入っている。

　ただ、正直言って、このコーデはあまり好きではない。

　というより、〈みゆ〉に着せても似合わないのだ。

　しかし、今このＳＲコーデを用いれば、ライブ前にボーナスポイントを大おお幅はばに稼かせぐことができる。序じよ盤ばんのフィルタリングを簡単に突とつ破ぱできるだろう。

　──これを使えば……！　ＳＳＲサンタコーデが手に入る……！

　視界の端はしに映る俺おれの腕うで時ど計けいの針は五時五十二分を示している。イベント終しゆう了りよう時刻まで残り八分。焦あせる俺おれの脳内で、ＳＳＲサンタコーデを手に入れた瞬しゆん間かんに訪おとずれるであろう強きよう烈れつな多幸感が想起される。いや、きっとその気持ち良さは、想像を絶する。

　──逆にもし、ＳＳＲを手に入れることができなければ？

　俺おれはどれほどの苦しみを味わうのだろう。おそらく、いや絶対に、その苦しみは永らく俺おれの精神を蝕むしばむ。

『後こう悔かいしたくないだろう？　だったら、今のコーデを捨てて、ＳＲコーデに変へん更こうすればいい。一度くらい自分のこだわりを捨てたってかまわないさ。それで欲ほしいものが手に入るのなら』

　脳に巣食う『合理性』という名の悪あく魔まがささやく。その甘あまい誘ゆう惑わくに身を委ねるように、鞄かばんの中のカードファイルに右手を伸のばし──

「くっ……」

　伸のばした手首をもう片方の手できつく握にぎり、そっと、鞄かばんのジッパーを閉じた。

「それでいいわ。……私は今『あなた』と最強のタッグを組んでいるのだから」

　千ち鶴づるの声が、となりから聞こえた。透すき通とおったその声は清せい澄ちような風となって俺おれの心に蛆うじ虫むしのように湧わいた不純物を綺き麗れいに取り去った。額に汗あせを浮うかべながら俺おれはニヤリと笑う。

　そうだ。

　好きでもないコーデを使ってクリアしても、それは『俺おれ』がクリアしたことにはならない。

　今着用しているこのコーデを捨てた瞬しゆん間かん、俺おれが俺おれじゃなくなってしまう。

　自分の好きなコーデを身にまとい、最高のライブをする。

　それが、キラプリなのだ。

　たとえそれが、エキストラハードだとしても、だ。

　身体からだに熱が再び宿る。

「よし、意地を見せてやるぜ」

　俺おれは両りよう頰ほおを手でバシン！　と打ちつけ、気合を入れ直す。あやうく目先の誘ゆう惑わくに負けるところだった。制服の上着を脱ぬぐ。筐きよう体たいに再び百円玉を投入する。千ち鶴づるは不敵に微笑ほほえみ、俺おれに続いて百円玉を投入した。

　イベント終しゆう了りようまで残り七分。まだ間に合う。焦あせりそうになる気持ちを腹に沈しずめてマイカードをスキャン。もちろん、曲も先さき程ほどと変えない。難易度選せん択たく画面で素す早ばやくボタンを十回押おし、エキストラハードを選せん択たく。〈みゆ〉のコーデを選びながら、右側の画面で、幼い創造主の小さな指先により可愛かわいさの極北に至ろうとする〈ちづる〉を確かく認にんする。その創造主は、あいかわらずの氷の無表情で──しかしその瞳ひとみは燃え盛さかる炎ほのおを宿して〈ちづる〉を陶とう然ぜんと見つめている。まるで、その少女が自分の理想の姿であるかのように。

　それにしても……千ち鶴づるめ、嬉うれしいじゃないか。

　──『私は今「あなた」と最強のタッグを組んでいるのだから』、か。

　千ち鶴づるの言葉を頭の中で反はん芻すうする。おもわず武む者しや震ぶるいが起きる。

　ああ、やってやるよ。

　もう一人ひとりの『最強』を見せてやるか。

　ライブに突とつ入にゆうすると、〈みゆ〉と〈ちづる〉に再び大量のノーツが襲おそいかかった。

「さっきのライブで、ノーツの譜ふ面めんはすべて暗記した」

　三秒後に画面の端はしから出現するノーツの色を頭に浮うかべながらボタンを押おす。毎晩繰くり返かえしたメトロノーム練習を思い出す。

　ミスタッチの原因。

　それは、目で画面上のノーツを追いかけるからだ。

　動体視力や反射神経に頼たよってはいけない。筐きよう体たいのコントロールパネルを楽器と思え。目ではなく、耳でプレイする。音に身を委ね、あとは指を自動で動かすことで、はじめて「リズム」は生まれる。

「……『きらめきアイドル』の〈みゆ〉が、一度味わった曲を踊おどれないわけねぇだろ！」

　画面の四方から弾はじき出だされたノーツの大群を、俺おれはすべてパーフェクト判定で撃うち落おとす。

　千ち鶴づるが俺おれの指先を横目でチラリと見る。幼い頰ほおに汗あせを滴したたらせながら、にやりと笑う。

「ふん。その暗記力……ちょっとは学校の勉強に活いかせばいいのに」

「バカめ。好きじゃなきゃこんなの覚えらんねーよ」

〈みゆ〉と〈ちづる〉は再び七色の扉とびらに手をかける。一度開かなかった扉とびら。しかし、今度こそ、

「開いた！」

　城内からはまばゆい光が溢あふれ出だす。自身のコーデを七色に輝かせながら、〈みゆ〉と〈ちづる〉は赤い絨じゆう毯たんが敷しかれた階段を駆かけ上のぼる。階段を上り終え、〈みゆ〉と〈ちづる〉が観客の待つ天空の舞ぶ踏とう場じように躍おどり出た瞬しゆん間かん、

「な、なにこれ!?　ボタンが全然作動しないわよ!?」

　千ち鶴づるが目を白黒させる。１Ｐ側の〈みゆ〉のトップスが突とつ如じよ謎なぞの点滅を開始。同時に〈みゆ〉と〈ちづる〉の歌声は翳かげりゆき、ダンスは精せい彩さいを欠き、表情は曇くもっていく。観客席からは戸と惑まどいの声、罵ば声せい、そして励はげましの声で阿あ鼻び叫きよう喚かんとなっていく。

「ギミックがあるはずだ」

　考えろ考えろ考えろ。筐きよう体たいの故障ではない。点滅する〈みゆ〉のトップスと、二人ふたりの落おちこんだ顔を見ればわかる。意図的な演出だ。解決するためのなにかヒントがあるはずだ。

　画面から目を離はなさず、混乱する頭を無理やり動かす。イベント、フレンドチケット、映画、

　映画。

　──まさか……!?

　他のプレイヤー達たちは、この『ギミック』を『バグ』だと勘かん違ちがいしてたんじゃないか……？

「千ち鶴づる！　コーデチェンジだ！」

　千ち鶴づるはうろたえながら俺おれを見上げる。

　待てない、２Ｐ側のコントロールパネルに手を伸のばす。

「ちょっと借りるぞ！」

「ま、待って」

　無む駄だかもしれない。でも、このまま手をこまぬいているよりは、少しでも可能性に懸かける。

　俺おれは千ち鶴づるのトップスのアイテムカード【マーベラスプリンセスドリームワンピ】を筐きよう体たいにスキャンした。すると、画面の中で点滅していた〈みゆ〉のトップスが消失し、代わりに【マーベラスプリンセスドリームワンピ】を身にまとった。

　翳かげっていた〈みゆ〉の顔に明るさのようなものが兆きざした。

「……わかった。あなたを信じる」

　俺おれが〈みゆ〉に〈ちづる〉のコーデを着せ終えると、千ち鶴づるは俺おれのアイテムカードを順番にスキャンしていく。〈ちづる〉が〈みゆ〉のコーデをすべて着用し終えた瞬しゆん間かん、

「おい！　見ろ！」

〈みゆ〉と〈ちづる〉に、花が咲さいたような笑え顔がおが弾はじけた。コーデを交こう換かんした二人ふたりを見て、観客席からは予期せぬサプライズに反応して歓かん声せいが乱れ飛ぶ。そして、

「戻もどった！」

　ボタンの反応が、正常に機能し始めた。

「どういうことだったの？」

「映画を思い出したんだ」

　映画のクライマックスシーンで、キッコとミラはどうしたか。

　舞ぶ踏とう場じようであるお城の扉を二人ふたりで開けて、お互たがいのコーデを交換し、ライブに臨のぞんだ。

　喫きつ茶さ店てんであの名場面のことを、千ち鶴づると語り合ったではないか。

「やっぱもう一度映画観みた甲か斐いがあったな……よし、抜ぬけたぞ！」

　画面上では、夜空から翼つばさの生えた白馬の馬車が〈みゆ〉と〈ちづる〉のステージに降り立った。二人ふたりを乗せた馬車は粉雪の舞まい散ちる夜空へと駆かけ上あがる。馬車は空の上で星のようにキラキラと消しよう滅めつ、夜空に投げ出された〈みゆ〉と〈ちづる〉の背中には白銀に輝かがやく翼つばさが生えた。聖夜を駆かけ巡めぐる。観客はついに、眼下に見下ろす街そのものと、瞬またたく宇宙の星々となった。

　夜空に舞まい散ちる粉雪と、輝かがやく星々がノーツへと姿を変え、〈みゆ〉と〈ちづる〉に静かに降り注ぐ。

「なんだこれ、えらくノーツの速度が遅おそくなったな……って!?」

『ＰＥＲＦＥＣＴ！』判定が一いつ切さい取れず、二段低評価の『ＮＩＣＥ』判定になってしまう。

「なぜだ!?　なぜパーフェクト判定にならない!?」

　正確なタイミングでボタンを押おしているはずなのに、〈みゆ〉のターゲットマークに表示されるポップアップは『ＮＩＣＥ』となっている。これでは点数も低く、コンボも繫つながらず──スコアの伸のびが止まってしまう！

　千ち鶴づるほどではないにせよ、リズム感にはそれなりの自信がある。平時ならば安定して『ＰＥＲＦＥＣＴ！』、もしくは『ＧＲＥＡＴ』判定を取ることができるのに……またギミックか？

「……違ちがう。これはギミックじゃないわ。ただ、あなたはちょっとだけ『遅おそい』のよ」

「『遅おそい』？」

　千ち鶴づるは指を動かしながら、

「ボタンを押おして、その反応を筐きよう体たいが受信する際、ゼロコンマの世界だけど、僅わずかに時差が生じているの。普ふ段だんはそれでもパーフェクトの判定幅はばに収まるけど、今はその少しのズレすら許さないほど判定幅はばが狭せばまっている……それこそ、楽器演奏家並みのタイム感がなければパーフェクト判定から漏もれてしまうわ」

「……まじか」

　すごい、こいつ、普ふ段だんのライブでほぼ毎回『ＰＥＲＦＥＣＴ！』判定でフルコンボを達成していたが……ここまでリズムに対してシビアに取り組んでいたのか。

　リズム感を養うために毎晩メトロノーム練習を欠かさないでいたが……それでも、俺おれはまだまだ甘あまかったのだ。

「あら、自らの不ふ甲が斐いなさに落おちこんでしまったかしら？」

「いいや、まったく。むしろ昂こう揚ようするぜ……！」

　すげぇ。キラプリって、なんて面おも白しろいんだ……！

　リズムはひととおり極きわめたと思ったのに、まだまだ越こえられる壁かべがあったなんて。

「奥おくが深いぜ……！」

　俺おれは舌なめずりをして筐きよう体たいにかぶりつく。ターゲットマークにノーツが重なる瞬しゆん間かん、液えき晶しようを食い入るように注視する。画素と画素が重なる寸前に、ボタンを押おす。

「よし……！　パーフェクト判定だ！」

「なかなか覚えが早いじゃない。見直したわ」

「おまえと組んでんだから当然だろ？」

　二にの腕うでに千ち鶴づるの肩かたが触ふれている。千ち鶴づるの息いき遣づかいが伝わってくる。その息いき遣づかいに合わせるように、俺おれはボタンを押おし続ける。

　体力ゲージに視線を転じる。

　相当削けずられたとはいえ、まだ三割ほど残っている。

　いける。

　あとはスコアが４００００に届くかどうか。現在の合計スコアは３６２３０。

「さあ、気を抜ぬくなよ──いつもの『アレ』が来るぞ！」

　そして、ついに来た。

　星々の光を集めて〈みゆ〉と〈ちづる〉のコーデが七色に輝かがやいていく。月が禍まが々まがしいほど照りつける。画面が一いつ瞬しゆん暗転する。

　エストレアチェンジの演出だ。

　画面の右みぎ隅すみに、エストレアチェンジの所要時間が表示される。

　息を吞のんだ。

「……あ」

　興奮で紅潮していた千ち鶴づるの幼い頰ほおが、途と端たんに白くなった。

　通常は『10』と表示される時間が、『30』と表示されている。

　千ち鶴づるは泣きそうな声で、

「さ、三十秒も連打し続けないといけないの……？」

　あまりにも絶望的な数字に千ち鶴づるの小さな肩かたが震ふるえる。俺おれと同様、千ち鶴づるも悟さとったのだろう。そう、これは単に、いつもより長い時間スコアを稼かせげるわけではない。キラプリを散々やってきた俺おれにはわかる。ボタンを押おす前からわかる。おそらく、連打時間が三十秒になったことにより、スコアの入り方は通常時の３分の１になるはずだ。そうだろう？　運営よ。わかってるさ。エキストラハードの存在意義。徹てつ底てい的てきに廃はいプレイヤーをイジメ抜ぬく。じゃないと『挑ちよう戦せん状じよう』にならないもんな。

「……無理、かも……」

「無理じゃない」

　三十秒の連打を乗り切る精神力と体力はもはや残っていない。しかし、だからこそ俺おれは、身体からだと身体からだが触ふれている、柄がらにもなく弱気になっている千ち鶴づるを勇気づける。

「ここだ……！　ここで一気にスコアを稼かせぐぞ！　おまえならできる！」

〈みゆ〉と〈ちづる〉のコーデの不利を補うための、ここが一番の稼かせぎどころ、そして、

　──最後の正念場。

「……うん！」

　千ち鶴づるの瞳ひとみに熱が宿る。

「やってやろうじゃねーか……！」

　俺おれは椅い子すを蹴けって席を立ち、腕うでをまくり、鍛きたえ抜ぬいた右みぎ腕うでを露ろ出しゆつさせる。

　そして、一いつ本ぽん拳けんを形作る。

「……絶対に、勝つ」

　俺おれに釣つりこまれるように千ち鶴づるも静かに腰こしを上げる。千ち鶴づるの放った言葉は、誰だれに向けられたものだろう。俺おれか、このゲームか、もしくは、自分自身か。おそらく、そのすべてだ。

「いくぜ、千ち鶴づる」

「わかった、翔しよう吾ご」

　俺おれは目を閉じて、腰こしを沈しずめて赤いボタンに一いつ本ぽん拳けんの尖せん端たんを乗せた。

　千ち鶴づるは画面に鼻先をつけるほど前かがみになり、赤いボタンに四本の指を乗せた。

　そして、

「うおぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「んんぅんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん！」

　俺おれは人型掘くつ削さく機と化し、千ち鶴づるは古いにしえに伝わる大だい妖よう怪かいと化した。

　俺おれの一いつ本ぽん拳けん連打は冴さえに冴さえ、赤いボタンを高速で穿うがち続ける。肩かたから指の筋肉が過か負ふ荷かで悲鳴を上げる。いいさ、ＳＳＲと引ひき換かえに、腕うでの一本くらいくれてやる。

　対して千ち鶴づるのピアノ連打。高速で動く四本の指の軌き道どうは速すぎて人間の目にはもはや止まって見える。その動きは完全に人間の埒らち外がいだ。神ですら想定し得なかったであろう俺おれと千ち鶴づるの人間の機能美に呼応して、スコアは凄すさまじい上じよう昇しようを見せる。筐きよう体たいは俺おれと千ち鶴づるの連打信号を把は握あくできずパニックに陥おちいったかのように上じよう昇しようする数字と〈みゆ〉と〈ちづる〉の３Ｄモーションにラグを吐はき出だす。

　が、

「も、もうダメ」

　残り16秒、千ち鶴づるがついに力ちから尽つきた。小さな四本の指が死にかけの蜘く蛛ものように痙けい攣れんし、ボタンからズルリと垂れ落ちる。膝ひざからその場に崩くずれ落おちる。

「千ち鶴づる！」

　コントロールパネルに小さな顔を打ちつけそうになったすんでのところで小さな腰こしに手を回して体を支える。

「……おねがい」

　大だい丈じよう夫ぶだ、俺おれに任せろ。

　残り14秒、空いた２Ｐ側のボタンに右手を置き、両手を一いつ本ぽん拳けんに構え、

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　残り12秒。常識外れの連打数に指の皮が抉えぐれ、骨が露ろ出しゆつし、頭の血管が全部千切れる錯さつ覚かくに陥おちいる。滝たきのような汗あせが噴ふき出でる。力みすぎて眼球が裏返りそうになる。永遠に終わらない地じ獄ごくを巡めぐっている感覚。でも、なぜだろう──こんなに気持ちいいのは、生まれてはじめてだ。

　そろそろ終わる。終わってくれなきゃたぶん死ぬ。脳に酸素がまったく無い。息がしたい。

　狭せばまる視界が「残り８秒」という数字を捉とらえた。

　──まだ８秒もあるのか……!?

　現実を知って、飛びかけていた現実の苦痛が身体からだに再び襲おそいかかる。

　あと何秒だ？　見えない。息がしたい、一息だけでいいから、空気を吸わせてくれ。なんでもするから。頼たのむ。目の前が暗い。

　霞かすみゆく意識の中、これまでキラプリをやってきた記き憶おくが走そう馬ま灯とうのように駆かけ巡めぐる。

　俺おれはこれまで、たった一人ひとりで、自分だけのために、連打をしていた。

　だが、今は１Ｐ側では俺おれの、そして、２Ｐ側では、力ちから尽つきて筐きよう体たいにへばりついている千ち鶴づるのために、連打をしている。

　皮肉なものだ。己おのれのことのみを考えて鍛きたえ上あげたこの右みぎ腕うでを、今は他人のために使っている。

　しかも、俺おれの唯ゆい一いつの誇ほこりであるハイスコアをぶち抜ぬいた、心底むかつく、愛あい想そのない、憎にくたらしい、自分勝手でわがままな奴やつのために。

　いや、違ちがう。

　ひょっとすると──

　俺おれが鍛きたえ続けたこの右みぎ腕うでは、今、この瞬しゆん間かんのためにこれまで存在していたんじゃないか？

　あ……。

　ふいに、目の前が、ただひたすら白い世界になった。

　なにもない。

　……音が聞こえる。

　遠くから、かすかに聞こえてくる。自分の指が、筐きよう体たいのボタンを連打する音。

　これだけでいい。

　この音は、この世界にたしかに俺おれが生きているという実感をもたらす、命の音だ。

　いや──

　それだけじゃない。

　すぐとなりで、小さな声が聞こえてきた。

　──がんばって。




　任せろ。




「おらあああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁ！」

　ついに、30秒間のエストレアチェンジを突とつ破ぱした。弾はじき出だされたエストレアチェンジのスコアは５７６０。毎秒19連打という、自分でも信じられない奇き跡せきのような数字だ。

「はっ、はぁあ、はっ、はっ……はあっ、はぁ、はっ……は………っ！」

　俺おれは眼めを剝むき出だしにしてコントロールパネルに両手をつき、呼吸を再開する。が、うまくいかない。死ぬほど空気を吸いたいのに、うまく吸えない。視界が海の中に潜もぐったみたいに滲にじむ。ぞぞぞ、と聞いたことがないような音を立てながら、脳から身体からだに血が下っていく。

　ようやくまともに息が吸えるようになって、顔を上げる。滲にじむ視界がかろうじて捉とらえたのは、地じ獄ごくのライブステージを完走しきった〈みゆ〉と〈ちづる〉だった。二人ふたりはいつの間にか大たい気き圏けんを突とつ破ぱし、宇宙に浮うかぶ月を背負い、星々の光を浴びながら、サイリウムの海に満たされた地球から放たれる爆ばく発はつ的てきな歓かん声せいに笑え顔がおで応えていた。

　俺おれと千ち鶴づるが叩たたき出した合計スコアは４１９９０。完全にＳＳＲサンタコーデ排はい出しゆつ圏けん内ないだ。

　やれることはすべてやった。

　いよいよ、運命の審しん判ぱんが下される時が来た。

「絶対に、諦あきらめない……！」

　気を失う寸前の千ち鶴づるは、閉じそうになるまぶたを精せい一いつ杯ぱい開いて画面を凝ぎよう視しする。倒たおれこまないように、筐きよう体たいに小さなあごを乗せてへばりつく。

「頼たのむ、出てくれっ……！」

　俺おれはコントロールパネルに肘ひじを乗せ、力が入らなくなった膝ひざの代わりに、全体重を預ける。画面を食い破るように見つめる。

　確率は２分の１。

　出るか、出ないか。

　両手の指をからませて、神に祈いのる。

　画面は眩まばゆい光を放ち、天上からは神秘的な光を背に、サンタクロースの姿をしたキッコが舞まい降おりる。

　キッコの手からこちらに向けて差し出される二つの大きなプレゼント箱。赤いリボンがゆっくりと、ゆっくりと解かれていく。

「……来いッ！」

　箱から飛び出したのは、光ひかり輝かがやく──

「……おねがい！」

　ＳＳＲの、サンタコーデだった。




「「やったぁあああああああああああああああああああああああああああああああああ！」」

　俺おれと千ち鶴づるは、筐きよう体たいの画面に釘くぎ付づけになったまま──お互たがいの手のひらを打ちつけ合った。

　今、この手のひらに触ふれた、千ち鶴づるの手の感かん触しよくと、耳に心地ここちよく響ひびいた音は、人生が終わり魂たましいが消えてなくなるその瞬しゆん間かんまで、決して忘れることはないだろう。

　それほど嬉うれしかったんだ、本当に。

「やっと、手に入れた……」

　深い安あん堵どと多幸感に包まれる。目め頭がしらが熱くなる。気づけば滂ぼう沱だの涙なみだを流していた。嬉うれしすぎて涙なみだを流すのは、生まれて初めてだ。こんなに気持ちがいいものだとは知らなかった。

「おい、やったぞ、俺おれたちやったぞ！」

　興奮した手つきで筐きよう体たいの排はい出しゆつ口こうから出来立てのカードを取り出す。手の中にあるのは、光ひかり輝かがやく二枚のＳＳＲサンタコーデ。いますぐこれを千ち鶴づるに見せよう。この幸せを共有しよう。

「千ち鶴づる……？」

　となりに目をやると──千ち鶴づるは、その小さな身に宿るすべての気力と体力を使い果たしたのか、幸福の極きわみに到とう達たつしたのか、もしくはその両方が同時に訪おとずれたのか──筐きよう体たいに小さな体を預けたまま、瞳ひとみを閉じて、静かに寝ね息いきを立てていた。







　　　＊＊＊







「夏なつ希き！」

　午後八時三十分。ＳＳＲサンタコーデをゲットして二時間半後、わくわくらんどを出て家の近所にある剣けん道どう場じようの前に到とう着ちやくした俺おれは、剣けん道どう着姿の夏なつ希きを確かく認にんすると自転車を乗り捨てて駆かけ寄よった。

「……翔しよう吾ご」

　腕うでを組んで門の扉とびらに寄りかかっている夏なつ希きの前まで来ると、俺おれは両りよう膝ひざに手をつき、荒あらくなった呼吸を必死で整える。

「……どうしたの？　突とつ然ぜんメールなんてしてきて……わくわくらんどに行ったんじゃなかったの？」

「はぁ……はぁ……あの」

　呼吸が整わない。

「……あのさ、おまえに、謝あやまりたいことが、あって」

「え？」

　夏なつ希きが不思議そうな表情を浮うかべる。俺おれは顔を上げて、

「パーティー、誘さそってくれたのに、途と中ちゆうで抜ぬけだして……すまなかった」

　夏なつ希きは一いつ瞬しゆん、呆あつ気けに取とられた顔になったが、すぐに表情を曇くもらせた。

「べつに……いいけど。あたしもあのあとすぐに抜ぬけだしたから……ちょっと稽けい古こしたくなって……」

　夏なつ希きはそう言ってうつむくと、左手の竹刀しないダコを指でいじる。

　俺おれは額の汗あせを拭ぬぐいながら、手に持っていたわくわくらんどのロゴの入った紙かみ袋ぶくろを夏なつ希きの前に差し出した。

「？　なにそれ？」

「これで許してくれってわけじゃないけど……せめて、お詫わびの印、だ」

　俺おれが差し出した紙かみ袋ぶくろを夏なつ希きは怪け訝げんそうに受け取る。中身を確かく認にんして──その表情がみるみる明るくなった。

「翔しよう吾ご、これ……！　まさか、取ってきてくれたの!?」

　夏なつ希きは紙かみ袋ぶくろから取り出したパンダのぬいぐるみを見て、戸と惑まどいと驚おどろきの声を上げる。

　しばらく呆ぼう然ぜんとした夏なつ希きは、ぬいぐるみを両手に抱だき締しめながら、

「……絶対に取れないんじゃなかったの？」

「ああ。無む茶ちやした」

　１０１回目で、奇き跡せき的てきにアームがパンダの耳についているタグに引っかかり、穴に落とすことができた。50回を超こえたとき、疲ひ労ろうで寝ね込こんでいる千ち鶴づるを介かい抱ほうしていた會かい田ださんが「手て伝つだってあげよっかー？」と言ってきたが、断った。それでは意味が無いような気がしたから。おかげで排はい出しゆつ口こうからぬいぐるみを手に取るときには気力と全財産を使い果たした。

「そっか」

　夏なつ希きはぬいぐるみを大切そうに抱だき締しめて、嬉うれしそうに頰ほおずりする。

　そして、ぬいぐるみに顔をうずめたまま、俺おれを見つめて、

「……あいかわらずね、翔しよう吾ごのやることとか、あのゲームのこととか、よくわかんないけど……今度、ぬいぐるみの取り方、あたしに教えて。わくわくらんどで。……芽め衣いもね、翔しよう吾ごにゲームのこと、もっとたくさん教えて欲ほしいって言ってたよ」

「え、ああ……もちろん」

　キラプリならともかく、クレーンゲームは……お金と根こん性じようを総動員してたまたま取れただけだから、べつに上う手まいわけじゃない……でも、夏なつ希きがこう言ってるのだ。ちょっと練習しておこう。

「あっ、それとね翔しよう吾ご！」

「ん？」

「清きよ盛もりくんが『キラプリ俺おれにも教えてくれよ！』って言ってたよ！」

「清きよ盛もり？」

「翔しよう吾ご……ほんとクラスメイトの名前把は握あくしてないなぁ……あの、アフロヘアーのアイドル好きの」

「あっ」

　あいつには、パーティー会場で本当に世話になった。

　あいつが大おお塚つかの気を引いてくれなければ、俺おれは千ち鶴づるのもとへ向かうことができなかった。

　パーティー会場で、行けよ、と合図を送る、やたら男前な表情が脳のう裏りによみがえる。

　名前、覚えたぞ。清きよ盛もり。

　今度、お礼がてら、俺おれから話しかけてみよう。

「結局、途と中ちゆうで抜ぬけちゃったけどさ」

「ん？」

　夏なつ希きは首をかしげる。俺おれは頰ほおをかきながら、

「……次があったら、ちゃんと出るよ」

「……！」

　夏なつ希きは俺おれの言葉を嚙かみ締しめるように、嬉うれしそうに俺おれの背中をバシーン！　と叩たたいて、

「翔しよう吾ご！　えらいっ！」

「い、いってぇよ！　おまえどんだけ力強いと思ってんだよ！」

「よしっ！　今から二人ふたりでパーティーの続きしよっ！　翔しよう吾ごの納な屋やで！」

「ま、まじで……？　やるならもっと違ちがう場所で……」

「いいの！　あの納な屋やがいいのっ！　愛用のカラオケマイク持ってくから！　あたしだけのリサイタル！　ずっと歌わせてね！」

「……お手て柔やわらかに頼たのむぜ」

　月明かりの下、夏なつ希きはしばらくの間、俺おれの背中を叩たたき続けた。

　すっげーヒリヒリしたけど、ちょっとだけ、心があたたかくなった。
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「な、なんでっ、あなた、今日きようも、いるの？」

「言っただろ、ここは俺おれの庭ホームだ……て、なんでおまえ息切れてんの？」

「はぁ……はぁっ……そ、そんなの……！　すぐキラプリやりたいからにっ……決まってるでしょっ……!?」

　やっぱ、こいつも楽しみにしてたか。

　翌日。学校生活から解き放たれた冬休み初日。

　開店直後からわくわくらんどで〈みゆ〉にＳＳＲサンタコーデを着せてライブをしていた俺おれの背後に、全力疾しつ走そうしてきた様子の千ち鶴づるが現れた。せっかく午前九時の開店時間に合わせて早起きして、わくわくらんどに入ったのに。まだ十分ちょっとしか経たってないぞ。来るの早すぎだろこいつ。どうなってんだよ一体。

「さ……ライブ終わったわよ。２位は早く１位の私に席を譲ゆずりなさい」

「くっ……ほんとむかつくなおまえ……せっかく連コインし放題だと思ったのに」

　席を立った俺おれに代わり、千ち鶴づるが筐きよう体たいの椅い子すに腰こしを下ろす。

　俺おれは千ち鶴づるの後ろで腕うでを組んで順番待ちをしながら、

「あいかわらず、すごいリズム感だな……」

「ふん。私を誰だれだと思ってるのよ」

　千ち鶴づるは昨日きのうのことなどなにもなかったかのように、高こう慢まんな表情でボタンを押おしては『ＰＥＲＦＥＣＴ！』のコンボを紡つむぎだしている。しかし、画面の中で〈ちづる〉が着用しているコーデは、紛まぎれもなく、昨日きのう手に入れたＳＳＲサンタコーデだった。そのコーデがよほど嬉うれしいのか、サイリウムで満みち溢あふれるステージを跳はね回まわる〈ちづる〉の笑え顔がおがいつもより一段と元気いっぱいに見える。

「おまえ、昨日きのうぶっ倒たおれたけど、あのあとちゃんと帰れたのかよ」

「なんのことかしら」

　俺おれが何気なく声をかけると、千ち鶴づるのすました声が返ってきた。

　……こいつ、ひょっとしてあれか。ライブ直後に眠ねむってしまったのが恥はずかしいから、なかったことにしようとしてるのか。こいつらしいといえばこいつらしいな。

　まあ、普ふ段だんどおりにキラプリができてるってことは、無事家に帰れたんだろうな。

　俺おれがちょっとほくそ笑えんでいると、

「ん……おまえそれ」

　俺おれが千ち鶴づるの肩かたに乗っている物に気づいて声をかけると、

「なによ、気持ち悪い、私の肩かたをジロジロ見ないでくれる？　……あ」

　千ち鶴づるは自分の右みぎ肩かたを確かく認にんして、目を丸くする。

　千ち鶴づるの肩かたには、小さな雪が、少し残っていた。

「気づかなかったわ……降ってたのね」

「いや、普ふ通つう気づくだろ。どんだけキラプリのことしか考えずにここまで来たんだ」

　まあ、俺おれも人のこといえないけどな。

「そういえば、今日きようクリスマスだったな」

　サンタコーデを手に入れておいて、いまさらそんなことを思い出す。思わず苦笑いが漏もれる。店内を見み渡わたすと、至る所に白や緑や赤のクリスマスの飾かざり付つけが施ほどこされている。店内の小さなスピーカーからはクリスマスの定番曲のオルゴールの音色がゆったりと流れ、ガラス扉とびらの出入り口の横には、銀の星を頂いた樅もみの木が鉢はちに植わっている。

「せっかくのホワイトクリスマスなのに、どうしてあなたみたいな人と一いつ緒しよに過ごさなければならないのかしら」

「こっちのセリフだ。小学生がませたこと言ってんじゃねーよ」

　ガラス扉とびらの向こうで静かに降る雪をしばらく見つめて、

　そして、

「千ち鶴づる」

「………なに？　気安く名前を呼ばないでくれるかしら」

　俺おれは頰ほおをかきながら、

「ところで、『あれ』、やらないか？」

「『あれ』って？」

　千ち鶴づるは筐きよう体たいから排はい出しゆつされたカードを手に取ると、眉まゆ根ねを寄せて俺おれを振ふり返かえった。

「ほら、これ」

　俺おれはポケットからサンタコーデのカードを取り出し、『上半分』をひらひらと千ち鶴づるに見せる。

「……」

　しかし、千ち鶴づるは、そっぽを向いた。

　……まあ、そうだよな。

　あのときは心が通じあった気がしたんだけど……。

　やっぱ、ガラじゃねーか。

　あいかわらず、無ぶ愛あい想そうな奴やつ。

　俺おれがカードをポケットにしまおうとすると、

「はい」

　千ち鶴づるは、サンタコーデのカードを俺おれに差し出した。

「え……？」

「だから……はい」

[image: ]

　千ち鶴づるは白い頰ほおを桃もも色いろに染めて、カードを俺おれに差し出したまま、ぷいっと顔をそらした。

「千ち鶴づる……！」

　幼い頰ほおに兆きざした桃もも色いろは徐じよ々じよに赤みを帯びていき、ついには林りん檎ごみたいに真まっ赤かになった。

　俺おれの胸に、言いようのない安あん堵どと、迸ほとばしるほどの熱さがこみ上げた。

　千ち鶴づるは恥はずかしそうに目をそらしたまま、

「べつに、私はやらなくてもいいんだから。そんなものがあってもたいしてスコアに影えい響きようしないし……ほ、ほんとだからっ」

　ほんと、かわいくねーな、こいつ。

「じゃあ、やめとくか、これは小こ倉くらのゲーセン行ったときにそのへんにいるキラプリヤンキーに渡わたすとしよう」

「ま、待って」

　俺おれが再びカードをポケットにしまおうとすると、千ち鶴づるは慌あわてて制止し、恥はずかしそうに目をそらしながら、

「……する」

「……よし」

　俺おれはカードに付属していた半券を切きり離はなす。

　千ち鶴づるもぎこちなくカードの半券を切きり離はなす。

「はじめてはずした、これ」

　切きり離はなしたカードを嬉うれしそうな瞳ひとみで見つめる千ち鶴づるは──いままで見たことのない、歳とし相応の、子どもみたいな顔で、笑った。

「……俺おれもだ」

　千ち鶴づるの笑え顔がおに見み惚とれていると、

「な、なにジロジロ見てるのよ。は、早くしなさいよっ」

「お、おう……なんか、いざとなったら照れるな」

　そして、俺おれと千ち鶴づるは生まれて初めて『フレンドチケット』を交こう換かんして、お互たがいのマイカードにぺたりと貼はりつけた。

　千ち鶴づるはすぐに高こう慢まんな笑えみを浮うかべて、

「さ、次は私の番ね。私の後ろで〈ちづる〉の最高のライブをとくとご覧なさい」

「いやおまえ今さっきやったばっかじゃねーか！　次は俺おれの番だぞ」

「あら、そうだったかしら。ごめんなさい、眼がん中ちゆうになくて」

「……言っておくが、この冬休み中に、絶対にこの筐きよう体たいの１位を塗ぬり替かえてやるからな」

「ふふ。あなたには２位がお似合いよ？」

「へっ、言ってろ」

　まったく、小こ憎にくたらしい幼女先せん輩ぱいだぜ。

　やっと見つけた、小さなライバル。

　今日きようこそは、絶対に勝ってやる。

　そして、俺おれは千ち鶴づると席を交代し──筐きよう体たいに、百円玉を投入した。





（おわり）









　あとがき







　はじめまして。第二十三回電でん撃げき大賞にて銀賞を賜たまわりました、岩いわ沢さわ藍あいと申します。

　昨年四月の原げん稿こう応おう募ぼから今日きようまでを振ふり返かえりますと──喜びを現実的に受け止めることができたのは、一次選考に通過したときが最後でした。

　好きなことだけを書かき綴つづった原げん稿こうを、自分の知らない誰だれかが読んでくださり、そのうえ認めていただいたことが、なによりも嬉うれしかったのです。

　しかし、選考がすすむにつれて、その喜びはキャパシティをあっけなくオーバーし、不安や驚きよう愕がくなど様々な色しき彩さいを帯びた感情へと移ろっていきました。

　最終選考の結果が通達される当日にいたっては、もはやすべてを忘れて近所のゲームセンターで某ぼう女児向けアイドルゲームに興じていました。休憩中、ふとスマホを確かく認にんすると着信が残っており、折り返すと担当編集の方から「銀賞です！」と言われて、うまく事態が飲みこめず、お電話を終えたあと、とりあえずゲームを再開しました。閉店までいました。

　このあとがきを書いている今も、自分をとりまくあまりに幸福な環かん境きように現実感が伴ともないませんが、もうそんなことは言っていられません。今後はこの幸福に恥はじない作品づくりができるよう、誠心誠意、精しよう進じんしてまいります。

　また、一つお伝えしたいことがあります。作中に登場するキャラクターがいくつか過激な言動を取っているシーンがありますが、現実の女児向けゲームプレイヤーは紳しん士し的な方ばかりですので、くれぐれも誤解のなきようお願いいたします。あと小こ倉くらにお住いの皆みな様さま、本当にごめんなさい！　小こ倉くらは優やさしさにあふれた素す敵てきな街です。本当です。

　以下、謝辞です。

　この本を出版するにあたり尽じん力りよくしてくださいましたすべての方々に、この場をお借りして、厚く御おん礼れいを申し上げます。

　担当編集のお二方。ちょっとどうかと思うタイトルのついたこの物語が、立派に小説の体てい裁さいを整えることができたのも、お二方のご指導、ご鞭べん撻たつの賜たま物ものです。ありがとうございました。

　イラストを担当してくださったMika Pikazo先生。最初にラフをいただいたときの感動を、私は生しよう涯がい忘れません。千ち鶴づるたちを可愛かわいく彩いろどり、生命を宿してくださいまして、本当にありがとうございます。

　そして、この本を最後まで読んでくれた、あなたへ。

　このページまでお付き合いいただき、本当に、本当にありがとうございました。

　できるだけ早く皆みな様さまと再びお会いできるよう、気合を入れて頑がん張ばります。





二〇一七年　一月一七日　　岩いわ沢さわ藍あい
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岩いわ沢さわ 藍あい

山口県出身、東京都在住。学生時代はパンクバンドを組み、大暴れの日々を過ごす。その後、人には言えない色々な仕事に手を染め、今は本屋さんで働いています。本に囲まれて幸せです！（本重い）
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イラスト／Mika Pikazo

Mika Pikazo です。「女児とは、田舎とは」、、

そんなことを考えながら楽しく絵を描かせて頂きました！　都内はすぐ近くにお店もなんでもありますが、中学生の時は自転車で１時間かけてサイゼに行ってたのが懐かしいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「岩沢 藍先生」係

「Mika Pikazo先生」係











初出




本書は第23回電撃小説大賞で《銀賞》を受賞した『キラプリおじさんと幼女先輩』に加筆・修正したものです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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キラプリおじさんと幼よう女じょ先せん輩ぱい








岩いわ沢さわ 藍あい
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